


15 日 間 の

テ ス ト の 答 え は

秀

4) 1 床 材 P タ イ ル で す

300時 間 ・ 紫 外 線 に さ ら す 老 化 試 験+ 120n寺問 . 4 ｾ＠

8 %の 飽 和 吸 水 量 の 石 の 上 に お く 耐 湿 試 験 + 2 4時 間 ・

皮 や 固 い ブ ラ シ で 摩 擦 を 続 け る 耐 摩 耗 試 験 +90k gの 重

量 を ハ イ ヒ ー ル の 錘 の 面 積 に 長 時 間 押 し 圧 す る へ こ み

試 験 + シ ー グ ラ 一 式 滑 り 試 験 et c.・・ 365 日 の 変 化 を 人 工

的 に っ く り だ し P タ イ ル一 枚 に た え ず テ ス ト を 続 け

て い ま す 。 日 本 独 特 の 〔 湿 気 の 多 い 〕 気 候 に も 適 応 し

た 製 品 で さ ら に 米 国 連 邦 規 格 を は る か に り ょ う が し

ています。 r p タ イ ル な ら 安 心 」 と そ の 道 の ベ テ ラ ン

が い う 言 葉 に は こ の よ う な 連 続 し た テ ス ト の 成 績 と 世

界 的 水 準 を 上 ま わ る 品 質 と で 裏 付 け さ れ て い ま す 。 床

材 は プ ラ ス タ イ ル P ! 床 材 の 代 名 詞 と し て つ か わ れ て

います。

］ｦγ ラｾｾれ ι ｰ
田 島 応 用 化 工 K  

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 治 本 町 1 3  T  E  L  ( 866 ) 代 6 101

大 阪 / 大 阪 市 西 区 東 田T 堀 1 ノ 7 4  T  E  L  ( 441 ) 代 5951

名 古 屋 / 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地 T E し ( 57 ) 6 3 6 1  

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  T  E  L  ¥ 21 )  2 2 8  1  

樽 多 / 補 岡 市 方 行 寺 前 田T 1 4  T E L ( 2 ) 2 8 0 7  

K  



床材のハイファッションマチコカラー・・・

- 美 し い フ ァ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

生し い 色 で が ぜ ん ?主 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー / き び し い 支 見 格

に も 余 裕 の 合 格 を し た 丈 夫 さ

ア メ リ カ は も ち ろ 人ノド イ ツ や

イ タ リ ヤ で も 定 評 の あ る マ チ

コ タ イ J レ は 松屋 な ど 訂 名 ビ J レ

に 続 々 採 用 さ れ て い ま す 0 ・

美 しい色 が20種 ま ね の で き な い|吋際 的 なフ ァッ

シ ョ ン の 色 で す 。 オ ー トメ 工 場 で 1;1i1i'1し て いま

す か ら い つ い か な る ご注 文 に も O Kで す 。ーー・ーー

マ手3

リノリユーム・リノタイルビニラートタイルマチコタイル・ナイアンリノタイル誌先亮元

@ 東 洋 リ ノ ー 株 式 会 社

～ 崎 市附Ｂ ＮＮ ・ ＢＧ ＮＮ リ ・ の 泊 三 旬 ピｾ ・ T C L};; : 阪 ｕｾＧ Ｉ ＢＢ

H "中."悶.. ・rn=toピル ・T E L . - * ( :t6n・' "
"，..."市 'I' f，{. '閥均 町 2の H 包&N. t : " / ';1 ー ビ ル ・T E L 1当，'，R ( 2 31) 3・0

禍 鶴 市 今 舟 町 ‘ 了 n 1' 60' ) 2  ・T E L ' " 闘 ( 1 Ｉ Ｉ ｏ ｾ＠ 1)  

" 刊の包含メーh - ，広島市・・・a町 1(7) 1067
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J E WE L R Y  C OL OR S  

1  N  

I  F  

~ごと，.. .1. <::戸r

ーフ?T"ミー

グッドセンスを

敷こう

ストレートで

行} う 1

トラインマット

・'IfII 近代おそうじ百貨

三亨玉三玉 三竺 ｔｾＢ エ喋株式会社

本 社 久 世 工 泌 / } ; ( 部分工ぬ

日・業所・W: ; j(  l i f ) 中央区日本般労町ー の 5 .  ( 671)  4714 

V O

D  

sε
NSε  

PAT.  P E NDI NG 

名古屋市昭和J [玄車 田 町 2 の 2 2 ・( 73) 5138 

・Jj( 都 市中京区蛸孫師通ぬ九四入 ・( 22) 5363 

. 大 阪 市 西 区 北 痢 江 上 i昌一丁目 ・( 531) 35 14 

・矧| 別 市 下 対 同 小 路 一 二 八 ・( 3 )  2706 

世 帯 に 誇 る J

ポ イ ラ 負 荷 .‘ 4  ポ イ ラ 劫 宰

ＱＰＰ Ｅ でもｾ 8 7 %  

2 0 %でも 8 7%  

株 式 会 社 ｾｲＢ 川鋭 ｚ 所
本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 l の 11  T  E  L  ( 458)  868 1  ( 代)

東 京 名 古 屋 九 州 滋 賀 工 場
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/

・
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=
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= ・官狙宇

ヲロアヒンジ

製造元 タ Y ノ' ( ';/ ｉｩｦｩ 者 ｾＮｩｴ

販売元 株 式 会 社 =--a台 十

東 京 郎中央区日麻偏平田T3 - 7  ( 析みやニ

ピル内) T  E  L  (241)6821 - 3  ( 市外向 帯 )03

〈雄i主名記入向上 、カタログご1宵求下さい〉

ボニーシーラー

コーキング材にグレイシヨロト

アルミサッシュ

ガラス工事にソフトパテ

テイ氏化工株式曾枇 l

大 阪 市 東 淀 川 区 下 新 庄 町 2 の 2 6  3  

電 話 ( 381) 1  1  1  8 、 5 5  0  9  



4  

経室、緩勾配尾根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾｩ ヌー Ｑ｜Ｐ｟ i' ｉｾ ソイド

8j Ji]・:"IL子ン2レ7ィi 'l

伸 縮 目 地 材 エキスパンタイト

日 源 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3 大阪営業所及大阪工場

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 通 り 3 - 39

名古屋営業所 名古屋市港区南十一番町2- 6

T  E=i"'(66) m
S
'  2  5' ｾＧＺ＠ ;; T  E  L  (392)  0  0  5  1  - 6  

，全

、4

4  
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〈特 許〉

プd r n |

東京目立ビル施設販売株式会社

フジマーブル販売株式会社

東京都港区芝南佐久間町2- 4( 目立愛宕別館)

東京都中央区銀座 8 - 3  ( 東成ピ ル)

T E L 東 京 (571) 3  1  7  6  ｾ＠ 9  

発 売 元

総代理庖

本 社

営 業 部



よ り よ い 作 業 環 境 を つ く る

栗田匡土換気蘭

K U R I T A  R O O F  V E N T I L A T I N G  

栗田圧力扇

K U R I T A  

P R E S S U R E  

F A N  

F A N S  

A ザ

R V - S 型

関西地区総代理庖湊商事株式会社

大阪市首ｾ ｾ J:}j 区上初出北3T I19 H存地( ーワービル ) ｾ山 ｉｾ 大阪 Ｈ ＴＵＸ Ｉ 8761  ( 代表 ) - 8

.4' 

、4



小 の ス ペ ー ス を

最 大 の 燃 焼 効 率 で 活 か

濯百さ 1  . 08 - _  

ず' J ! / r - の 塵 芥 炉 は、

ご 家 庭 か ら 大 工 場 ま で

巾 広 い ご愛 顧 を い た だ

い て お り ま す

放 熱 板 、 ム ダ の な い 空 気 利 丹1・・・

新 し い ア イ デ ア が い っ ぱ い の 木;陥

的 限 芥 炉

コ ニ Ｚｴｻｾｾ Ｎ ＺＮ ［サ交 ・ がｦ，ｾ充 ・ ホテル ・ ピ ｊ レ

TYPE な ど で の 多 1誌 の ゴ ミ 処}I I ! . におすす

定置式 めします

ゴ ミ 新 が わ り に 投 訟 で き る コ ン パ

ク ト タ イ プ。 水 っ ぽ い ゴ ミ も 完 全

焼 却 す る お 性 能。 火 災 の 心 配 が な

い 完 全 信 閉 式。 臭 気 も 出 ず、 爆 も

少 な い の で 衛 生 的 。 広 い椛 内 で は

TYPE 分 散 設 置 が 便 利 で す 。 銀 行 ・祭 ・

ポータ労レ 社宅・食品 J，!i . 一 般 家 庭 に 一 一

降 介 炉

248182 ・583503

486791 ・486824

5 17838 ・6558 18

特 許 出願

38- 63 138 ・38- 82085

35- 45735 ・37 12522  

37- 15194 ・38- 63 138

38- 18667 ・37- 20 123

イ221ナー工業

本 社 1m:r. C/i1S，. . -，' ，川! 司五反 1111ー 12 9( 三 相 ピル〉司! 44 1 ・2291 大 阪 営 製 所/ 大 阪 市 北 区 '1' 丸 町55 ( 東 洋 ピ ル ) "11 3 12 ・7481

名 古巌 営 醜 所/ 私 市J1{ ，li ll l l平111責忠 ブJ 側T2- R 常 例 ・5R74 福 岡 営 韓所 / 1f，¥I MHW/，日{ 3 くお n ピJレ〉 従 76 ・ 1 8 R O



会
a E凪 盗 盈 : a

・虫色ｾＮｾｾ岡目 ｅｾ

. 建 設 省 認 可 / 東計第240 号

防水工事の

コンサルタント/

- 組 合 員 名 簿

近 畿 地 区

日 新 工 材 株 式 会 社 大 阪 仰1) 3785 

""'" ) レエス 工 業 株 式 会 社 大 阪 (叫 4841

株 式 会 社 新 光 商 庖 大 阪 s7Q3220 

清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 s7U0251 

中 村 漉 育 工 業 株 式 会 社 神 戸 側 5884

棚 田 建 材 有 限 会 社 事l' 戸 側 9182

石 橋 建 材 株 式 会 社 板 井 (3) 0775 

マサJレ波青工業株式会社大阪営業所 大 阪 (18Q7355 

日 新 建 工 株 式 会 社 京 都 出 張 所 京 都 側 4676

東 海 地 区

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名古屋 倒 3541

日 本 建 材 興 業 株 式 会 社 名 古 屋 ( 問 5541

宮 崎 建 材 ! 古名古屋 倒 1311

中 国 地 区

豊 永 建 材 株 式 会 社 広 ぬ お1) 6371 

東 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社 附 II.J 凶 1181

株 式 会 社 = 洋 技 建 大 竹 (2) 2231 

四 園 地 区

株 式 会 社 山 本 商 会 松 III (3)  6261 

大 三 工 業 株 式 会 社 高 松 (2) 8697 

株式会社高知ア スフアルト工業 高 知 (2) 3244 

大 = 工 業 所 徳 ぬ (3) 2330 

::11， 9
1
111 地 区

日 新 興 業 株 式 会 社 延附] 4305 

株 式 ｾ＠ ネ土 工 ネオ キ土 北九州 (38) 1468 

安 藤 工 事 株 式 会 社 板 間 (2) 6968 

株 式 会 社 大 二 商 会 宵 崎 5001 

. 資 本 金 920万円

年 限 保 証 と 責 任 施 工 の 日 ア ス 防 水 工 業 協 組 の

組合員は全国に配置されております。

信頼される施工技術と 、たゆまぬ研究と努力

でお客峨方のm要望にお応へしたいと念じて

おります。 防水工事の事な ら 下記の 1-1アス

組合員に、御相談 |ごさい。

株 式 会 社 北 区 { 建 材 商 会 鹿 児 仏 (2) 8859 

11 建 T 材 株 式 会 社 制 1;1. 1(75)  7752 

関 東 地 区

伊 藤 建 材 株 式 会 社 五.!. ;ll 制1) 5311 

北 条 涯 育 工 業 株 式 会 社 東 hl 防1) 2670 

有 限 会 社 金 問 興 業 東 J j tω 1) 5947 

縦 717 建 材 株 式 会 社 耳[ );( 511)  6947 

大 和 工 業 株 式 会 社 東 京 伽1) 6368 

マ サ / レ 波 音 工 業 株 式 会 社 見i ;j( 似1) 8501 

藤 井 工 業 株 式 会 社
耳[ );( IJlI) 0271 

溺 田 工 業 株 式 会 社 点 ) ; ( sl l) 3468 

木 下 工 業 株 式 会 社 東 ) J l 側 4231

日 新 建 工 株 式 会 社 ] . f [ Ji( 剛 1144

里子 11 工 業 株 式 会 社 J . t i JJl 臼41) 3751  

株 式 会 社 奈 良 屋 商 j古 水 } ; (3)  0171 

石 川 建 材 工 業 株 式 会 社 I"J 曲者 (2)  3301  

同 不11 建 業 株 式 会 社 1/r i幻 (4) 0901 

合 4 ' ， 会 主J: I(l lj 屋 建 設 ノit ｩ ｬｾ＠ (2)  0085 

イJ 限 会 社 折M ，政次氏11商 J，Ii 11I (2)  0999 

株 式 会 社 = )1: [ 業 所 的|品J (85)  5718  

協 和| 建 材 工 業 株 式 会 社 h'l 水 (2) 5665 

大 和1 : 業 株 式 会 社 富 山日 業 所 ;.;.; I1I  (3)  4385 

東 北 地 区

日東Jr 建 仁 株 式 会主1: 仙 台 出 張 所 仙 台 (3) 7790 

北 海 道 地 区

日 木 ス レ ー ト 株 式 会 社 札 似 (2) 3458 

n 新 建 [ 株 式 会 社 札 帆 出 張 所 札 帆 (2) 5015 

本 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 9 3 ( 日 新 工 業 内 ) 電 話 ( 8 8 8 ) 2101 ｾ＠ 9  

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 ｾ ＴＰ＠ ( 日 新 工 業 内 ) 電話 Ｈ ＵＳＱ Ｉ ＵＲＸＱ ｾ Ｓ

九 州 支 部 福 岡 市 大 手 門 1 の 1 6  ( 日 新 工 業 内 ) 電 話 ( 7 4 ) 3461 ｾ＠ 3  

，引

、
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. 自 然 な 軽 い タ ッ チ で 自 動 閉 鎖 、 9 0 度 で 自 然 停 止 す る

t=J " F E- 1 8  

. l J手を tn込 ん だまま、 閉 鎖 述1度; l IIj

燃 が で き ま す・ TH<は急速 な 閉 鎖 を

せ ず 、 自 動 閉 鎖 し・ 901J r で 向 然 に

完 全 停 止 します . 表 面 板 は ス テ ン

レ ス 鍋 に サ テ ン仕 上 げ を 純 し ( ス

タ ン ダ ー ド ) 又 特別 にドア ー に マ

ッチ し た 表 開 板 も 製 作童文します。

. 納 庫 は ス テ ン レ ス 鋼 に へ ヤ 一 号

イ ン 仕 上 げ で 笑 し く 、 す くれ た l切

知 性 を も って い ま す ・ 取付は. 防J

I師がコ ンク リー ト、 木 製 に か か わ

ら ず 、 か ん た ん に取 付 け で き ま す

枠付配本E・ν ι S司 可

10 

. t1i'H辰 れ は あ り ま せ ん

・ 摩 耗 は あ り ま せ ん

・ 発 錆 は 完 全 に 防 止 し て い

ま す

圃 強 靭 な 規 格 で す

・ 取 付 け ・ 取 外 し は容 易 で

す

・ 戸 当 り 170101 ま で適 用 で き

ま す

近 代 建 築 に マ ッ チ し た ユ ニ ー ク な デ ザ イ ン

完 全 な 耐 久 性 と 耐 錆 性

. ド ア ー の重 量 は 60kg が 最

f廷 で す

. ス テ ン レ ス 較 り カ バ ー を

使 用 し 、 脱 落 防 止 と 、 外

見 美 に 優 れ て い ま す

Cf T 

. J 1 5規格表示許可工場 日本住宅公団指定 メーカー

永 和 工 業 株 式 会 社

工 場 大 阪 府 住 岡 市 布 市 町 50 T  E  L 枚 岡 4 8 1 0  

東 京 東 京 都 千 代 田 区外 神 田 3 - 15- 4  T E L  東 京 ( 255) 4831 

1営 児 所 { 日商会館 ビル 113 写)

ぺ

、品
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アヲリヲイト③

. r - . . 三 菱 レ イ ヨ ン 株 式 会 社 《

ア 社点 京侃中央区 京儲 2- 8 電 仰 )4321 戸

大 阪 宜 的 大阪市北区中之島 2- 22 電 (202)2241

名古庄支前名前魁市中村区堀内1T4- 1電{ お)7131

きの
@  

也 事

* 営業品 目

・ スチールサ ッシ ・ドア・アルミサ ッシ ・ドア

ステン レスサ ッシ・ドア・カーテンウオール

・冷暖房・給排水・衛生設備工事

・電気設備工事

・建設用機械

'，，-

発 売 元

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪市 北区悔ケ校側f 1  0  8  ( 新仰 ケ校 111{ ピル)

電 話 大阪 ( 341 ) 1  8  5  6 ・5 8  3  1  ( 代点)

東 京 都 千 代 任l区神十u約 ノド111 {  2  (共同 ピル)

111 湖 東 京 ( 254) 2  0  5  1  ((¥;;)<)  

名 古 屋 市 中 村 区、!と池田 f 4 f U 4 8 の 2

官官 指 名 古 座 (55) 2  5  2  2 ・8 6  5  5 帯

東 京 支 庖

ヰ土
ム

冨式ヰ朱車両車畿製 造 元 l l I

名古屋支庖

11 

工 場 / 大 阪 ・ 東 京



近代企業としてたくましく躍進/

歪 久 氏 以 庁 株 式 わ え

取 締 役 社 長 藤 阪 修 美

本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 の l

T  E  L .( 202)  2221 (大代表〉

12 

品ft Ne wT yρe 

室 内 や 廊 下 を ソ フ ト な 感 覚 で

包 む 新 タ イ プ の ゾ ラ コ ー トソ

フ ト を 新 設 計 に ご 採 用 下 さ い

ソ フ ト タ ッ チ の 落 着 い た 環 境

を つ く り だ し ま す

タヲヨート

づヲト
. 関 西 ベ イ 三 ト 株 式 会 社

、.



ガヌ ｌｾ ＧｬＮ報＿にｾどク ｹＮＮ ｾＰ なｾ 1/ 

40ao>r 史と最新技術ω産物

新時代 ｴｾ マ ＧＧＱ 手した

各手重のカヲー製品が有リます

美L い ￭ＧＯｾ ミ箔 ￔＧ ＱＳ ， く鉄板

7t リ玉! J ヲルJ ' J' ;.J-"

11 IJ I ! J ヲル克明ル製造株式会 *1

本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電 2重 大 阪 (481)4 9 4 7 - 9

丈 阪 支 庖 尼崎市北純町4・41 (古111 ピル) 電 話 大 阪 ( 401 ) 9 7 4 5 - 6  

車京宣唐草工場 埼玉県縄市大字星越 1 6 2  0 電 話 曜 日2) 3  1  1  5  - 7  

主占・出張所 郎山 ・八幡 名古屋 ・川崎・岩国宇都 ・延岡敦賀・三 原 陣晶・檀山

. ド ア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

- 主E築機式の著しい発達に伴ぃドア の軽量化、簡美化される現代.

勢いドア チェ ック もこれらに適応したものをｾ ・求き れますＮ

創立 4 0余年を詩る最古の経験と、最新の特殊専用機訟備から生札る

ニュースタ一二ドア チェックは、構機の合理化、確実な作動、耐久

力、斬新なデザイン、これらを完全に満たした絶対信頼いただける理

想的な製品です.

• ｗＢ ，ｾ 刷目ｾ

ニｾＭ亥字ー製品
- フロア ヒ ン ジ

・ドア チムツク相時間

.盟

鴎術式

- ピポ y ト ヒ ン ジ

・ラバ ト'J ヒ ン ジ

- 1甲 板 ノラミン樹脂

・押 板クリスタル開予

日本ド1 ' - 子工ν ケ製造株式曾社

本社 工 ｾ ， 健 闘 市 生 田 区 間 矢 柄 町 2 2 2 電 話 (71剖 2231 - 6  

東 京 支 阪 東 京 都 手 刊 田 区神 田 小 川 町 2 悶

13' 詮ピ ル 電 話 { 目 t ) 1920・時 四

市 周 出 掃 岡 市 田 甫 買 神 4 T 目 4 - 2 4 電 日 ( 74) 2372・3312

名 古 慶 出 同 断 名 古 屋 市 東 区 高 岳 町 l T 目 1 1 電 話 (94) 4627 - 8  

札 慢 出 捕 岡 札 曜 市 R 事 中 央 通 3 1 4 - 1 電 話 ( 86) 回 目 ・ 8433

13 



セ メ ン ト 混 和 剤

コ ー キ ン グ 材 に は

オ ー ト リ 製 品 を

* 建 材 部 門

トリベース M- 1 モルタル防水剤

トリベース M・3 按靖性モルタル防水骨l

トリベース H - 1  セメント表面硬化剤

トリベ- J . . S ・5 セノント凝結遅緩押l

トリタイト非 7 油 性 コ ー キ ン グ 材

ト1) ? イト書 10 硬 化 型

高 級 コ ー キ ン グ材

トリ 7 イト書 100 寝 技 皮 膜 型 防 水 剤

トリタイト書 300 後 着 ・ 防 水 剤

トリタイトl : 50  0  1  

)  ? イ ル 綾 渚 剤

ト1) ;タイト非 510 J  

ト1) ;タイト非 1000 2  液 性

高 級 シ ー リン グ材

* 工 事 部 門

トリタイトコーキング充填工事

トリ Pイト高級シーリング材充喰工事

ト1) ;タイト紡水工事

床張。工事一式

7 ;1.. 7 7 1レト応用防水工事

モルタル防水工事

( 資 料 送 呈 }

製造 ・販売・施工

⑥ 鳳 三 業 株 式 含 拡
本 社 東 京 師 品 川 区 五 反 田 3 - 1  2  0  (Ji 質問 ピル) T E し 【443 ) 1  7  2  1 代 泌

大 幅 支 庖 大 副 市 繍 品 区 今 岡 町 2 町 1 2  ( 向 島ピル 4 附 ) T  E  L  ( 45 1)  4  7  7 ‘ 代 表

名 古1111 t 蝿 附 名 古 凪 市 中 区 東 崎 町 5 (/) I  1  1・1:: L  ( 24)  3  3  6  3  

福 岡 1 t 鶴 岡 凶 岡 市 志 免 町 大 字 刷 府 師 団 6 1  9  CB 敵 工 線 K K 内 ) 1 ビ L ( 65)  3  5  

札 帽 1 t 揖 附 礼 帆 市 北 ニ S民 放 ー T 臼 T I:: L ( 25)  

エ 喝 研 究 開 太 田 名 古 圏

ーララ
住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ホ ル ダ ー 〉

* 半永久 的 な 保 持 力

.  永 久舷石 ( 5 kg に耐 える能力) を

.  . .  使 用 していますから 、保 持 ) J は半

苛すニ，二z _，

14 

a ・・・・-・E ・-唱区ｾｾｾ
永 久 的です。

* 美しい合成 樹 脂 外 裟

合 成 樹 脂 の外装 l以 内びる ことなく
従 来 の ゴ ム 製 戸 当 り な ど の く〈 い ニ み > <ヵ、み 合 わ せ 〉

構 造 と 遣 い 近 代 的特 色 を も ち 、 大 量 生 産 に よ り 康 価 で す 。 変 色 す るこ とのない近 代 色が、 ド

大 阪 市生 里子区 紫矢 柄凹T一 五 一帯 地

大 阪 ( 74 1 ) 4655 ( 716 )  0188- 9  • 

アーのポ イン トになります。

* 軽快なワンタッチ

従 来の ゴム 戸 当 りと巡 って 、 ワン

タ γ チ で経 〈彼 触す る だ け で、ホ

ー ル ド します。

* 強 い 硲 気 力

五銭主UJ カ句会i ) J なため、 J!TUJ などに

あふら u て向IU1 . るような乙と lよ、

令 然 あ りません。

* 床周デザイ ンのものもあり ます 。

三 祭 建 材 工 業 株 式 会 社



日本建築協会会告 1

賞

下記会員の方々は . 5 月 3 日の怒法記念日に褒章ならびに大阪府および兵庫県知事より表彰を受けられました。乙

乙lζ 誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

受の員4 会

( 政岡土地版社長〕

( 栗本池股工業照会長〉

( 蘇川建築事務所長〉

( 淡陶限常務取締役)

〈大阪生コンクリート顧問)

( 桑田硝子阪社長〉

ロ』

Z
E
-
-

ロ

松 島 清 重 君 〈大阪セメント版社長〉

〈多年セメント工業K 従事し ，常IC技術の改良と品質の改善につとめた功績)

石 田 憲 二 君 ( 阪 朝 日 工業社会長〉 政 岡 基 次 君

今 村 騰 君 ( 中 央電気工業版社長) 村 上 男 君

浦 辺 鎖 太 郎 君 ( 倉敷建築事務所長〉 森 川 喜 代 之 助 君

岡 橋 作 太 郎 君 ( 日建設計工務阪大阪事務所長) 山 口 武 雄君

佐村木 実 君 ( 佐村木溜庖代表社員) 若 井 伝 次 郎 君

瀬 川 博 君 ( 安藤建設限尊重苦取締役) 俣 庫 県 ) 桑 田 正

長 野 法 真 君 ( 富士アスフアルト販売阪社長)

(藍綬褒章)

( 大阪府)

一 君

‘ 昭和40年 度 理 事 会 務 分 掌 ( 敬称略 ・部門別 ・50音順)
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君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

猪之吉

周 二

三 郎

義 雄

喜 一 郎

階 一

沼

井

谷

永

田

下

浅

白

菅

士

ロ

横

木

君

君

君

君

良日

尾

栄

吉

芳

秀

林

本

野

石

大

梶

菅

村

(技術部門〉

( 総合部門)

( 屯気部門〉

( 管工部門)

(建材部門〉

( 支 部 〉

秋

秀 君 ( 梓建築事務所常務取締役〉

享君 ( 広島県総郡部管財課)

厳 君 ( 愛知県処築士会々長) ( 任期 2 年〕

武 男 君 ( 城戸武男l 1 ! 築事務所長) ( "  )  

喜代妓君( 篠田川口建築1J1泊所長) ( 任期1年〉

瑞 糖、君 ( 浜田建築事務所長) (  "  )  

原

藤

原

戸

口

高

武

石

域

川

浜

海)

国)(中

‘ 昭和40年度支部選出評議員当選通知

( 新井組取締役〉

(東

( 創建設計事積所長)

( 神戸市l 1 ! 築局主幹〉

( 神治盛専務取締役〉

〈四方投計工窃郎社長)

( 工和建設郎専務取締役〉

省

俊

初

君

君

君

君

君

君

君

三

吉

子

務

郎

造

次

制
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木
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日本建築協会会告 2

4 常 務 理 事 の 新 任

4 月 8 日の理事会において，あらたに常務理事が選任され，下記のとおり就任いたしましたので・会告申します。

記

常 務 理 事 福 中 定 三 郎 君

事 務 局 長

‘ 近畿建築会館建設資金借入金の償還当選通知

先年会館設置に際し ，建設資金として借用いたしましたものについて，乙れが一部償還の抽せんを 3月25日の定時

評議員会後同席上において執り行いま したとと ろ， 下記のとおり償還が決定いたしましたのでお知らせ申しよけ、ま

す。なお償還金のお支払は 5 月15日より行ないます。

言己

￥ 50. (削 浦 谷 普 秀 殿 ￥ 50. (別 附西原衛生工業所大阪庖殿

、

￥ 10.α ゎ 阿 木 村 工 務 所 殿 ￥ 2∞.  c問 リ ン レ イ 株 式 会 社 殿

￥ l∞ . 000 淡 陶 株 式 会 社 大 阪 支 庖 殿 ￥ l∞.  ( 問 側 淀 川 製 鋼 所 殿

￥ 10.α)() 附日本セメント防水弗l製 造 所 殿 A  ロ 計 ￥ 520.∞o  

なお以上の外，日本建築学会よりの借入金に対し，今回は50万円 を償還するととになっております 。

‘ 堺市民会館見学会

時

所

込

品

回

目

集

申

6 月 9 日( 水) 集合 ・午後 2 時30分→解散 ・5 時

南海高野線堺東駅西口出札コンコース

6 月 5 日までに氾話で願います。但し定員1∞名で先着順〆切ります。

設 計 堺市営繕課 ・大阪建築事務所

監 理 堺市営繕課 ・池田設計事務所

施 工 大成建設株式会社

所 在 地 堺市南翁橋 2 丁 目33番地

構造規模 鉄骨鉄筋コンクリ ー ト造地上 4 階 ・塔屋 l 階

高 さ G L +26.950m 

延床面積 8.  989m
2  

収容人員 大ホー J レ 1. ω 6 小ホーノレ ぬ6

‘ 昭和40年一級建築士試験の施工 詳細は各都道府県建築主務課へお閉会せください。

1. 拭 験 期 日 昭和40年 8月21日( 土) .  22日 ( 日)

1.  受験申込手続

イ) 受験申込書受付期間昭和40年 6月17日( 木) - 昭和40年6 月25日 ( 金)

ロ〉受験申込書受付場所住所地の都道府県建築主務課

ハ〕受験申込書等の交付 受験申込書，受験案内等は 6 月 9 日( 水) から各都道府県建築主務課で・交付す る。

"  

‘ 民家調査の講習会と見学会の後援

1. 主 催 日本建築学会近畿支部 1. 会 費 ￥ 3∞ テキスト共 2 日間

1.  日時と会場

講 習 会 5 月15日 ( 土) 1  時一 51時 於毎日新聞社講堂

見学会と実習( 講師解説) 5月16日 ( 日) 10時一 4 時 於民家憾物館( 豊中服部団地)

1. 務 自市 民家の概説 大 阪 市 大 浅 野 清 氏

民家の復原 奈 良 文 化 財 研 究 所 鈴 木 充 氏

民家の編年 大 阪 市 大 宮 沢 智士氏

16 



学 校 を 卒 業 し 新 採 用 さ れ た 建 築 技 術 者 を 対 象 と し て
. 目 的

学 校 教 育 に お け る 一 般 知 識 の 不 足 を 補 い ，現 場 実 務

に お い て 直 ち に 役 立 つ 実 務 的 知 識 を ，各 方 面 に お け

る そ れ ぞ れ の エ キ ス パ ー 卜によるー速の系統的講習

によって会得せ しめんとするものであります。 ζ れ

に よ っ て 従 来 長 期 を 吏 し た 経 験的知 識 の 習 得期 聞 を

より有用
知 縦 し ，か つ 乙 れ を 確 実 に 把握 せ し め て ，

到.111.1111川111川111111111川川川川川川川川111111111川川川111川|川11111川川川川川l些

三 昭 和 4 0 年 度 三

三現 場 実 務 講 習 会 三

重 主 催 童

三社団法人 日本建築協会 三

重 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 霊

童 電 話 ⑫ 9648 ・9649 ・9640番 喜

宕1111111111111川111川11111111111111111111111川111111111川川川川111111川川111111川川111川原
な技 術者 を 養 成 しようとするものです。

. 第 1 3 回 現 場 実 務 講 習 会

昨 年 以 前 に 工高 を 卒 業 した建築

技 術 者

本年 大 学 を 卒 業 し た 建 築 技 術 者

6月 25日( 金 ) 26日( 土 )

28日( 月) 29 日( 火 ) 30日( 水 )

7月 1 日( 木) (  6 日間〕

午 前 9 時→午 後 5時 ( 7時 間〕

1 6 0 名

対 象 者

期
. 6.  

コョ:

- 第 1 2 回 現 場 実 務 講 習 会

本 年 工 高 を 卒 業 し た 建 築 技 術 者

6月 14日( 月) 15日( 火)

17日( 木 ) 18日( 金 ) 19日( 土)

21 日〈月) ( 6 日間〕

午 前 9時→午 後 5時 ( 7時 間〕

1  6  0 名

対象 者

会 期

義

国

貝

議

定

義

員

講

定

- 何 し市 バ ス 開 公 園前

大 阪 科 学 技 術 セ ン タ - 4 階講 習会 室 ( 大阪市 問 区 制 l T 円118番 l也〉
場

.会

成 島 建 設 側大

文庖総務部長代

側 松 村

. . t : 事線

大 成 E主役 側 大

文 応 作 業 所

型 車 産 器 近 藤 史 郎

地 ､､ 依 ｬｾ __y;，-， 

安定12hTE 松 岡 照 夫

空義語 2 古 川 向11 夫

ZJ J J AE 近 藤 幸 雄

思埋ももFJE 渡 辺 男

路 間 吟E 安 井 猿

霊長屯号ETE 両 府 裕

空雌J 主 主 務 室 矢 野 豊 作

側 銭 高

i I l 築 銀

側 竹 中 工 務

改 備 部 設 備 課

透

( 敬称略)

守
]  

師

JD: 大阪府営繕課主幹

言範
講 義 科 目

建築工事の着工から竣功までの業務総論

( 契約，支払などの事務手続を含む〕

労務管理と安全管理

仮設物と仮設材料

. 申 込 方 法

6 月 4 日までに ， 申 込ｾＺ ・ 受
成川J'Iさ

夫

安太郎

俊藤

木

伊

鈴
現場lζ 関する諸法規とその手続

材料の検収とその管現

講料 2，800 円を 添 え て 主 催 事

務 局 へ 願 い ま す 。 何 し 定 員 lζ

吐プ

1-1 m必藤武

工事機械と工器具煩

施 工 計 画

現 J} . ，} 製図

地 下 工 法

土工 Ｇｊｾ Ｎ 1ま礎工事，排水工白ji:

|  鉄筋コンクリ ー卜 工事，鉄骨工事

ｼ 積算 ， 木工事 Ｎ ｾｾ聞に竺子Ｄ Ｎ ＡｩＴ ｈＧ ｊ Ｈ

石工- t j J . タイ ノレ工事，プ ロック工・jj:

防水工事 Ｎ 左官工事 ， 塗装工 ・ ｊｾ

設 備 工 事

達し 次第 申込を〆切ります。

申込受付 の際， 受 講 券 と ー 諸

にお渡しします。

. 講 習の終了 証 書

園 講 習時 間 表

各 回 とも最終 日の 終講 式 で お

渡しします。

健
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日 本 建 築 協 会 i

新 刊 図 書 案 内

圃40年追補j仮は，建築基準法令の一部改正によ

る早見一覧表の追加修正用として作成し， f31  

m をとえる高局建築物」を特殊用途のー として

追加 ，容積地区内の7認さ制11.良図解を追補した外

消防法関係早見一覧表も改正l坂を作成 した。ま

た建設大臣認定の防火材料なども集録している

ので38年版と併せてど利用願えれば幸いです。

建築物用途別

建築基準法および関係法規早見一覧表・昭和40年追補版

内 容 岡昭和38年版改正表 ・31mをこえる高層建築物 ・規定の図解

・消防法施行令並びに大阪市火災予防条例早見表 (40.5.1現在)

・防火材料・防火構造・防火戸認定一覧表 (40.2.1現在)

型 掴 8 5 版 ( タテ・ 182 x ヨコ・ 257協) ・40頁 圃 会 員 特 価 100円 定 価 150門 〒 50円

編 集 ・日本建築協会出版委員会 ・担当・西島勇・三品哲夫・原径一郎・河村実

刊 行 則 昭 和40年 6月 1 日

ｾ ｉ 占名 会員特価

- 図書の申込 l 'oI.i.活」 また は「はがき」で LI "j ¥: i l ! 策協会 /ll 版係まで願います。fG話⑫9648 ・9640

J i : 仰i 送料( 円)
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目
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J

2

0

口
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円

U

一

n
o

内

J

-

4

4

一

q

J

350 70 

150 50 

500 120 

同 38年版と40年追補版を併せて ご利用願えれば一層実務に資することと思います。

建築物用途別 建築基準法および関係法規早見一覧表・昭和38年版

園内 容 ( 1  ) 一般建築物及び工作物に関する法規一覧表 ( 2 ) 劇場，映函館，演芸場，観覧場，公会堂

集会場 ( 3) 病院，診療所 ( 4 ) ホテル，旅館 ( 5  ) 下 宿 ( 6  ) 共同住宅 ( 7 ) 寄宿舎

( 8  ) 学 校 ( 9 ) 百貨底 (10) マーケット (11) 自動車車庫 (12) 自動車修理工場 (13)  

公衆浴場 (14) 長 屋 (15) 法規図解 ( 附録) 消防法施行令及び大阪市予防条例早見表

固定 価 ￥ 350 〒￥ 70 - 刊 行 38年 2月 1 日- 会員特価 ￥ 300 〒￥ 70

お知らせ 口5 ) ' j 見学会予定の 口南地大和記は都合で見学を取止めました 。

口安土町駐車騒ピル見学会は 7 月頃見学会開催lζ 変更いたします。
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日本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 委 員昭 和 4 0 年 度

4 月 8 日の理事会において，下記のとおり昭和40年度常設委員会の委員委嘱を決定いたしましたの

で，乙とに氏名を掲戦いたします 。 Ｑ ニ ｬ 木ｽＮ￟ｾ協会

寛( 近畿地方電気通信局〉

総 之 助 ( 大 林 組 )

ｾ，ｾ＠ O'  ( 京 郎 大 学 )

久 栄 ( 大 阪 府 建 築 都 〉

ｾＩｴ＠ 三 ( 国鉄大阪工事局〉

孝 男 ( 日 建 設 21 工務〉

Ｗｾ＠ ( 日建設骨| 工務〉

{三 ! よ( 安井雄策1) 1務所〉

留 之 助 〈 近 畿 地 悠 )

祥 二 〈 大 阪 府 企 業 局 )

iri - ( 大成i 1 ! 設)

秀 夫 ( 大 阪 iliill 築応〕

基 次 ( 政 問 土 地 )

r.; :':; 一良11 (兵 II( 県〉

大 平 〔 山 鳥 応 用 )

知 土 〈 大 阪 市 大 〕

主 党 ( 大 林 組 〉

ｾｾｾ＠ ( 消 水 建 設 〉

主幹 雄 ( 住 宅 公 団〉

喜・一良11 (ユ 英

忠 延( 板倉徹三位築研究IfT)  

議 Mt ( 第 一 企 業 〉

* 編集理事

社〉

野

尾

口

橋

小

中

村

民

川

水

谷

知

岡

下

本

沢

脇

井

内

川

川

永

拍

円

高

一
尚

南

凶

凶

中

両

副

速

深

悩

政

松

松

山

白

山

川

口

安

敏

成

好

士

什

ホ

*

本

*

0 印 副 委 員 長

修 三( 小笠原浜 問事務所)

迷 夫 ( 近 織 地 強 )

二 良11 C住 宅 公 日 1 )

哲 郎 〈 大 成 建 設 )

基 次 ( 政 問 土 地 )

敏 克 ( 大阪市 建築局)

成 三 ( 倉敷建築事務所)

志津見( 大阪処策事務1fT)

H百 分 ミ ( 三 宅 電 気 }

泰 治 郎 ( 新 エ JA J9i) 

総 ( 竹 中 工 感 応 〉

1彩 ( 総 村

孝 雄( 国鉄大阪管理局〉

常 美 〈 大 阪 府 建 築 部 )

fI. イ 乍 ( 繰 木 ヱ 葛 j占)

義 樹 ( 銭 高 組 )

喜 一 郎 ( 竹 中 工 務 庖 〉

克 朗 〈 大 阪 府 企 業 局 〉

英 秋 ( 不ニ ill 設〕

組)

。印 委員長

瀬

沢

野

江

岡

列

村

村

宅

山

本

島

国

木

野

本

谷

間

辺

広

勝

星

川

州

政

治

松

位

三

道

水

村

森

八

矢

山

横

和

波

0

0

0

0

 

( 敬 称 略 ・五 十 音11民)

.  事 業 委 員 会

見学 ・講演 ・説明 ・映画 ・展示恕銀会など

の事業の企画および実施

女

.  法 規 委員 会

建築 lζ 関する法却の研究な らびに普及

伊 総 幸 一 ( rr't ぷ 建 設 )

上 111 隆 夫 ( 大 阪 市 計 副 課 〉

越 智 隆 |情( 兵J i I l 県教蚕〉

大 津 敏 |情 O H草市 ill 築課〉

感| 上l 一 則 ( 大阪 ili 消防局〉

小 林 得 志 ( 小 林 ，j> 窃 所 )

O駒 敬 三 ( 駒 事 務 所 〉

近 朕 述 夫 ( 大 阪 ili Jt 画謀)

。 佐 野 正 一 ( 安11雄策ljl 積所〕

信 濃小 路 正 ( 府 ill 築総諸課〉

$i  IJIJ 信 之 ( 木 村J 組)

111 '1' 政 二 ( 大 鳥 応 用 化 学 )

竹 内 博 文 ( 大 阪 市 営 給 部 〉

竹 口 信 夫 ( 大 阪 市 審 査 諜 )

土 居 一 雄 ( 新 述 策 事 務 所 〉

19 

*  
.  編集委員会

会誌「建築と社会」の企画 ・編集

*  ｩ 浅沼ｾｾ之吉Ｈ淡泊総Ｉ

伊 東 哲 郎 ( 竹中工 お 広〉

上回宏 二Ｈ 大阪 悠 築 ｉｪｬｊￆｾｩＩ

大 西 道 明 〈 今 百 工 高 〉

王 柏 1洋 ( 大 阪 大 学 )

本海 上 fdp ー ( 海上l ! 築事動指〉

。 * 片 山 光 生 ( 近 畿 地 船

金 谷 英 一 ( 大 阪 工 大 )

鎌 田 恭 男 ( 大 阪 市)

本 木 下 崎 一 ( 京 郎 ili 住宅局〉

木 村 義 雄 ( 住 宅 公 図・名古屋)

岸 谷 篤 樹 ( 鹿 島 組 投 〉

桜 井 英 政 ( 神 戸 大 学 )

ネ 白 井 周 二 ( 治 水 位 設)

* 菅 谷 三 虫11 < 大 阪 電 気 即J )

鈴 木 幹 司 (h' ，' 水 建 的

鈴 木 洋 也 ( 来 畑 他 築 事 務 所 )

住 田 昌 二 ( 大 阪 市 大)

夫( 国鉄大阪管理局)

祐( 昭和: ! l l : O十l jHl f/fT)

博 ( 住 宅 公 団 )

政 信〈新興建材工業所)

信 之( 国鉄大阪工事局)

博 三( 竹内建業1)11置所)

楕 四 郎 ( 三 兆 商 会〕

夫 ( 関 西 電 力 〉

信( 坂倉単三研究所)

ヲム ( 浅 is 組)

敏 男 ( 鹿 島 建 設〉

英 郎 ( 大 林

輝 久 ( 大 阪 大 学〕

博 己 ( 大 阪 郵 政 局 )

聖 泰 ( 大 日 本 土 木〉

信 英 ( 柴 原 工 業 )

日 出 男 〈 駒 建 築 事 務 所 )

談 ( 小笠原浜国事務所)

組)

忠

敬

隆

( 大阪工業. 大学)

治 ( 近 鉄 問 先 局 )

久〈関西電力建築銀)

泰 ( 大 阪 市 公 闘 部)

幾 男( 底内処築事積所)

義 惟 ( 住 宅 公 団 )

洋 也 C) j ! 畑処祭事勝目i )

信 夫 ( 熊 谷 組 〉

丈 夫( 西原衛生工業所)

春 海 ( 日 強 設 計 工 務)

孝 治 改 封 建 築 司l ' m所〕

イ吉 夫 ( 大 阪 市 交 通 局 )

幸 之 助 ( 大 阪 市 池 築 応 )

次 郎( 能勢ill 銀事務所)

必 蔵 ( 佐 々 木 建 築 ljl 務所〉

敬 (絹 本 初 予 庖 )

靖 夫 WI 水 建 設 )

守 ] 綾 ( 原 間 制 応 )

作 太 郎 ( 平 田 タ イ ル
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田
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尾
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太
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主義 〈 栗 本 建 設 )

夫 ( 国 鉄 工 事 局 〕

司 ( 大 阪 防 衛 庁 〉

貞 ( 鴻 池 組 )

良日( 悶 組)

寛 ( 住 宅 公 団)

夫 ( 東 海 興 業)

幸 ( 竹 中 工 務 底 )

造 (藤 田 組}

山中( 田中小西事務所)

暢( 大阪市立工芸〉

保 ( 東 畑 事 務 所〉

良ｾ ( 近 級 建 役)

弥( 消水和弥事務所)

1 R ( 俗図平田事務所)

武( 大 林 組 )

真〔大阪建設業協会〉

弘( 神 戸 大 学 )

夫 ( 大 阪 市 営 繕 部 )

実 ( 布 施 工 高 )

二 ( 長 谷 川 工 務后)

保( 住宅公団・名古屋)

守( 新日本技術

コンサルタン ト〉

透 ( 大 阪 府 営 綿課3

道 博 ( 戸 田 建 設)

利 一 郎 ( 国 鉄 管 理 局)

茂 ( 大 日 本 土 木)

女

.  建材委員会

一般建討の改良進歩のために，コ ンサルタ

ント 的IC検討な どをして斯界の向上発逮を

はか るζ とに努 める。

伊 藤 幸 一 ( 清 水 E主 役〉

大 沢 徳吾 郎 ( 鹿 島 巡

悶 本 弘 ( 淡

奥 烏 正

香 l & 礼

榊 弘

後 川 春

O橋 本 良

鶴 間 孝

@政 間 基

松 本 字

宮 坂

0 笠 井

元 木

矢 野

米 間

若 木

秀

平

喜

三

i目

一 ( 大 阪 大 学 〕

ニ ( 京 畑 事 務 所)

美 ( 東西建築サーピ ス〉

雄 ( 大阪姐築事務所)

介 ( 大 林 組)

臣 (近 畿 地 建〕

次 ( 政 岡 土 地 )

一 ( 幸 福 相 互 銀行)

也 ( 大 成 i主 役)

修 ( 日 建 段 針 工 務)

貞 次 ( 呉 羽 紡 紛 )

豊 作 ( 藤 木 工 務 広)

正 義 (竹 中 工 務 庖)

望 太 郎 ( 倉 敷 レ イ ヨ ン〉

組)
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尚
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.  出版委員会

。建築 IC関する出版物の企画 ・刊行

芦 田 弥 直 ( 大 成 雄 投)

O池 保 ( 硲 悶 組)

池 田 有 隣 〈 京 工 総 大)

O伊 藤 克 三 ( 大 阪 大 学 )

市 川 宏 明 知建築事務所〉

石 崎 溌 雄 〈 京 都 大 学〉

稲 村 数 矢 ( 近 畿 地 建)

乾 亮 三 ( 今 宮 工 高 )

上 回 稔 ( 大 阪 市 建 築 局 )

江 川 好 己 〔 山 下 舟 郎 事 務 所)

大 井 弘 治 郎 ( 大 井建築事務所〉

大 久 保 博 一 ( 国 鉄大阪工事局)

大 統 孝 則 ( 大 阪 府 建 築 郎)

腿 原 主 主 bi h鴻 池

O片 山 金 市 ( 住 宅 公 団)

金 子 稔〔新 日本技術

コンサルタント )

夫( 大阪建築事積所〉

修 ( 倉 敷 レ イ ヨ ン )

一 ( 近 自民電通 局〉

清 〈 新 住 宅 社 )

寿 栄 次 ( 関 西 電 力)

勝 次 ( 神 戸 大 学 〉

清 〈 竹 中 工 務 庖)

良 太 郎 ( 大 阪 市 大)

英 之 ( 日 建 設 計 工 船

志 乃 武 ( 目 建 役 計 工 務〉

徹 夫 〈 竹 中 工 務 底 )

三 郎( 安井注策事務所)

五 四 男 ( 大 阪 市 立 大 学)

.fl 一良[1 ( 大阪 市 指 導課〉

駿 ( 新日本技術

コンサルタント〉

一 ( 村 野 級 事 務所)

手IJ ( 大 阪 工 大 〉

良ｾ ( 泉佐計 事 務所〉

勇 ( 必 村

吉 ( 銭 高

竪 ( 大 阪 府 指 導線〕

j漏 ( 布 路 工 高 )

一 ( 大 林 組 )

夫 ( 清 水 建 設〉

女

.  教育委員会

池宮臣教育に つい ての調査研究は らびに講座

などの企画および実施

相 川 三 郎 ( 東 住 吉 工 高 〉

今 西 茂 雄 ( 今西述築 デザイン 1

0 岩 下 久 裁 ( 鹿 島 津 股)

組〉

組〉

組)

喬

阪

育

連

31む

寿

手IJ

日
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間
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一 ( 住 宅 公 団)

夫 ( ナ シ ョ ナ J 唯 材 〉

男〈大阪府住宅建設課)

彦 ( 住 宅 公 団 〕

夫( 大阪市住宅建設牒)

ｾＨｩ＠ (八 幡 工 コ ン )

く( ' " 手女子短大)

真( 大阪建設撲協会〉

版 之 助 ( 大阪市総合計図局)

佼 朔 ( 住 宅 新 報 社〉

百ム 子( 大阪府農林センター〉

正 也 ( 大 阪 大 学 〉

冗四男( 大阪市大家政学部〕

球 三( 日本プレスコン〉

1 { : i 吉( 積水 ハ ウ ス )

広 文 ( 平 和 雄 投 )

大: > j Z ( 田 島 応 用〉

忠 良 ( 住 宅 金 融 公 庫〕

脊 利 ( 大阪工業大学)

健 (官 後 事 務 所)

房 之 助 ( 永 六 産 業 )

茂 ( 大 円 本 J: 木)

治 ( 大 和 ハ ウ ス〉

)

)

〕

)

)

〉

)

)

)

:

)

担

〉

)

)

問

所

業

所

競

課

底

恕

課

課

れ

会

日

間

郎

官

向

導

造

導

導

を

3

h

協

費

支

公

刊

興

同

指

帥

刊

指

指

審

地

悦

棚

公

畿

工

宅

い

レ

杭

向

日

府

野

-

府

府

市

4

2

れ

府

住

宅

近

島

永

山

阪

市

中

阪

阪

阪

=
司

江

阪

市

会

住

福

束

森

大

市

竹

大

大

大

u

u

u

h

川

大

技

住

学

郎

(

(

(

(

(

(

(

Z

E

(

」
ノ

(

(

(

一

議

開

助

堅

顕

孔

雄

卯

吉

安

宅

一

日

治

肱

孝

一

郎

主

究

家

清

悦

忠

康

其

{

川

崎

良

孝

義

誠

、

市

瀞

正

立
同

圃

引

↓

l

l

l

m

永

井

m

巾

木

村

辺

E

関

の

m

緋

H

川

H

ヒ

H

品
川

弁

森

村

本

谷

林

倉

山

木

木

内

問

問

埜

山

崎

村

野

井

に

て

々

丙

福

松

和

森

山

山

山

士

口

波

悦

叫

上

大

小

沖

奥

海

長

勝

金

金

木

北

黒

小

坂

下

鈴

丙

竹

寺

中

仲

良

地

野

伴

福

田

内

松

必

光

宮

村

山

士口

。

。

。

(海 J: 事 務 所)

明 ( 大 雄 ポ ー ド 〉

覚 ( 日 生 住 宅 )

弘 次 ( 大 阪 府 企 業 局 )

梁 雄 ( 京 阪 電 鉄)

多津子( 大阪市大家政学部)

隆 之 ( 大 林 組 住 宅 部 )

俊

昭

幸IJ

丈

枠:

'降

、町

、ー

本

本

崎

後

川

本

村

J実
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薬 液 注 入 ・・・・・ ・

ｍＮｉｾ ぴに ｌＮｗ 互措
ケ・ミ千 ・ゼクト ( 駄鋭、時帽陣坤肝) 不 安 定 水 ガ ラ ス ( 樋口博士特許)

特徴 ・浸透性が良〈 低圧で注入出来る I  . M・I に次 f 浸透性を有 L 強度大で工費

・両液の反応成生物であるゲル11 I  低廉である。要すればセ・メント注入へ

水に不溶性で短時分で回結 し収 !  の切替が容易である。

縮性がない。 I ・グラウ卜の凝固時間の関節が容易で止

・ゲルで悶結した砂層は 5 - 10kg I  水効果大である。

/cm' の圧縮強度を有する. ， . 土質 によっては M .1工法或はセメン ト

・Y 管まり注入するので土質に応 l  ペントナイト工法と併用して最も経済

じ無駄な 〈注入出来る. I  的に包的を 達成出来る。

用 、 令 ・軟 弱地 盤 、破 砕 帯の 固 結強 化 ・あ らゆる穂 類の 鴻 湧 水 の 止水

孔ー ・ずい道揺さ く、 押 込 式 及 び シ ー ル ド エ 法 の 地盤 固 結

・隣媛建造 物 の 沈 下 防 止

ιdJ，J-J I- B A  

鮮事固に関 して li 弊社営業部に お問合せ下さい.

心

ウ

snt 綜合防 Jlt 株式§ 社

取 締 役 社 長 山 崎 慎 二

.::L 

圃

K-h 2  

ヨ'

E 回

• 3・

専門家が推奨す否
ピ

一'
粛

ロ金属烈 l昇、 木製! 罪、 強化硝子 l立

イト};)d li J Jj 行}.)j¥、 イ可れの ｬ 立にもイｾＩ羽 Ｎｾ＠

ヲ'

11' ，米ます。

諸 官 庁 御 指 定 品 旭 硝 子御採用品

ト

製 造 元 k  ヒ

敷 島 金物 株 式 会 社

色d :.J 
大 阪 府 布 脇 市 横 沼 町 1 の 4 6  

司Z 骨i'i ;(t ，)，趨 ( 721) 7  7  1  3  - 4  -回.. -.. 
東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎 町 2 の 2 6

: . . J  : . J  
.司Z 話 東 京 ( 262) 5 3 1 0 ・0 4 03

21 



-
あなたのセンスがそのま

}  

生き る

， 
• 

伝統と技術にはぐくまれた美しい 3つのデザイン

- ダ イ ナ ミ ッ ク タ ッ チ ・ や わ ら か い 甘 い ム ー ド . 端 正 な 感 触 ・

ジ ュ ピ タ - L 1 3 0 5 一一一一一 ヴ イナ ス L  1  2 2 3 一一一一一一一 ア ポ ロ L  1  3  0  6一一一一一一一

間器 ・金具セ ット 陶器 ・金具セット 陶器・ 金具セ ット

l 級. 16，590 並級 15，090 1級 16，170 並級 14，730 1級 15，210 並級 13，710  

3 可否おI<i

22 

東洋陶器株式会社

本 社 / 小 倉 工 湯 / 小 倉 、 茅 ケ 崎、滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高閲橋 T el (231) 4518- 9  

1  4  2  4  

日 本 ス ピ ン ド ド' ) ルレ製造キ株朱式会ヰ社土建キ材オ 事 業音部匹

式 陣世 蝿所 大 眠 市 班 区 附 挫 町 ( 柿 盟 企 館 内 ) ( 2加0 2幻) 7柑99引
1  

，車使軍 世 蝿 所 班京隅千代酎 ｉ庶又九ノ内 Ｒγ 日 ＲＧ 符ｾ引 ｴ干目，バ ｦ地他 九ピ，仲ν吋 40回3 日 (  2回。 1叫】 3拍6 0田
5  

京 郁 世 揖 所 京 師 市 中 3京G収ε 区 西 洞 院 四 3晶挺よ，ルレ蛸蝿 1山u

謬E 升巴 2 こ企a‘ 弓s挺己 A屯 7行 チζ 田 ，斤 庇田J 6  0  説宇 2也 o町， 1  ( 07 262)  4741 

本 社 工 場 尼 崎 市 潮 江 丙 ソ ピ ン ケ 2 耕 地 町 1 ( 40 1)  5551  

姫 路 出 現 所 姫 闘 市 先 師 ; ，'1 削 1 6 帯 地〈 広 岡 ピ ル ) ( 23 )  0690 
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. ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 養 素 仕 上 工 事

. ピ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

美 素 工 業 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電 話 (231) 5  8  8  8 ・4 9  3  8  

営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 玉

電話 ( 261) 4070 ・4併 9 ・617

~品、司.

東芝技術の成果/ 新製品誕生

明るさ3，200Jt吟を超えたス子トな32mm管

従来の宰定審および灯哀が吃のまま使用できる

24 
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e 色 FL - 40SW

ヰオライ〉

定価る従末品と変リません

現金定価

FL-40SW 480円

FL -40SD 480円
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設計絡エ 株式会社竹中工務庖





司智陪鋤守営集室





1 御 堂 ビ ル

股計施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

. 設 計 者 の こ と ば

1. 計 画

- 隣地境界より充分な距離を取り ，裏表のない外観を持つ建物とし ，絡調のi奇

い雰囲気を醸成する ζ とを目指した。

・建物中央にコアを設けてその周囲に事務室を配置し ，隣地と外壁との閣に適

度の空地を設けたととにより四周より充分な採光が得られ，どの場所において

も等しく好い環境をつくる乙とができた。

- 東西方向 12. 6m. 南北方向 7. 2mの大スパンによる柱配置は間仕切 ，員長以の

レイアク トに拘束を与える乙とを少なくし，便利と好環境を同時にもたらす乙

とにつとめた。

・材料，色彩，ディテーノレを駆力統ーした。

2. 構 造

・大スパン構造としたため ，建物の怪五1化を音|っている 。すなわち ，住. W: .  

床は中心コア部分を鉄骨鉄筋コンクリート，周閣を鉄骨・造の耐火被磁のみと

し，外壁および床は怪旦コンクリ ー卜 を使用している 。

- 鉄' 同・はすべて S M5 0 A鋼を川い ，柱，然断面の縮小をはかり，仕口は依按継

手で- 高張力ボ J レトを伎J Tj した。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111刊111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIII“"“ 111111111111111111111111111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111。

. 設 備 計 画 に つ い て

- 今後現われるであろう大型趨! 克服ビノレ等の設備の動向を探ろうというような意気込みで， 過去の経験や議肢を生かし

ていろいろの新しい試みを実施した。幸いとれらのものが現在迄のと乙ろ大過なく働き，所期の目的を達している 。 次

にその主要点のみ簡単にふれる 。

・冷熱源IL スティ ームタ ービ ン駆動ターボ冷涼機と吸収型冷涼機のシリース組介せ述転方式を汀j いた。 ζ れは1 ' r 方式と

経済比較の上，本方式を採ったのであるが，試運転の結果は良好で，設計値を上廻る経済性を得た。 実施上は始めての

ととだけに多くの検討と納かい考案を必要としたが，制御上の問題も解決し ， 今後の実川性は問題ないものと考えてい

る。

・空調設備としては，きめの細かい検討の上実施しているが I付mnをスパンのヒー トゲインを分担させた二重ダク ト方

式によるペリーメ ーターゾーンや，その l火山方法( 窓下l火山し口) や， マイナスイオン発生認を中央部 IC設問して，イ

オンのバランスを自然、の外気 lζ 近いものにし ， 全館 lζ 分布させるようにしたととなどは， 特筆すべき乙とかも知lれな

し、。

.m気設I l I I i としては ，特高キューピク J レとロードセンタを二階9 J ! として，床面積を約%以下IL新j少した乙とや. IJ :I央監

視制御機構を充実させて完全なワンマンコントロ ーノレを計っている 。 しかも ，それ等の外見はシンプノレな操作監視機材i

になるように努力した。そのためのプログラム迎転，臼動報知，記録装置， 主主方操作機桃等の問題を考之て設計を行な

っfこ。

・給水設備について，大阪では水質上，亜鉛鍍鋼管では 2 年位いで・赤い水が山るようになるので， 科材料にビニールラ

イニング管と銅管を使用した。また高烈7k胤flCも コスト と工期の関係で、木製を使用している 。

・エレベーター設備について，乗用の 8 台は一群の全自動群管理方式で， 当ビソレの特殊事情 lζ 合わせて計画され，好結

果を得ている。

11111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

所 . { [ J 也 大 阪 " ，. ｾＡ区本町 Ｔ 丁日 ＲＷ

敷地面積 4 . 4 1 9 . 6 9 m "  

悠 築 1.1 彼 3 . 3 8 4 . 5 6 m "  

延 1111 杭 4  4 . 5  9 2 . 5 5 111"  

構造組脱 鉱什鉄筋コンクリート. i t i

j也F 4 階 地 上 9 階 l1t lil 4 階

高 さ GL より 3 1 m  

t苦昆 3 1 + 1  2  m 

工 期 昭 和38年 2 月1 6 日~

4 0年 3 月2 4 日

外 猿 磁 器 タ イ ル

園 施 工 者 の こ と ば 新材料と新工法について

わが国経済の伸長と発展は . 9J ! 築材料lζ も長足の進歩をもたらした。次々 とが『

らしい建材が登場して，ちょっと商品名を聞いても ，それがどんなものである

のかわからない場合が多い。われわれ建築家には ，そのような情勢は非常に熔

しい ζ とであるが，さて，それらの新材料を使用するとなると種々の点( 主と

して資料不足) でまととに厄介で苦労が多いし ，かつ，危険でもある 。しかし

乙れら多くの新材料の中にも相当によい材料もあるわけで，われわれは乙れら

の新材料も進んで試川する ζ とをとくと考えねばならない。そうした点から ，

叶御堂ヒツレ工事には. 2.  3の新材料をmぃ新施工法を深川して，乙れらの夫

験的役: ! 討をはたしている 。その J 伊lを示すと ，天) 1" - 仕上材 I C mいた「ミネラ一

トン」であるが，乙の材料も 11本の di 場ーに出現してまだ I1 は戊い。従って乙の

材料の施工法lζ 関する j歯切な{ 上級 Ji がないばかりか，むしろメーカー側はどの

ようにしたらよいのかを，われわれ工・Jj : 施工おに全ms依存しているといった現

状であった。それだけにわれわれはとの新材料をもtl T J するに当ってやはり円険

を感じ苦労を経験したものである 。ただ，当御堂ビノレで‘ は ，設計施工とも吋社

であって，かつ竣工後も当社はとの ビ、J レ内で=居住するという恵まれた事情にあ

ったので，乙うし た新材料を使用してその結果についても十分な観察がしやす

く新材料の試験場としてま乙とに好条件の易であった。そんなわけで，乙のビ

J レlζ 使用した幾種かの新材料や新工法について，後日，活きた資料が提供でき

るものと信じている次第である 。
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l 御 堂 ビ ル

地下 1  階

1. 庖 舗

2 保 安 室

3 サービスヤード

4 倉 J i I l

5. ス ロ ー プ

6. 地 下 鉄 へ

地下 2  階

1. t.E 11[ ｊ ｊ，ｾ＠

2 巡 転 手 段 笠

3. 洗 111 JJ，¥ 

4. ス ロ ー プ

地下 3  階

1. ピ ル 食 : 虫

2. 喫 茶

3 配 膳 窓

4.厨 房

5. 処 理 室

6. 特 別 食 堂

1. 空 鏑 懐 械 室

8. ピ ル 事 務 室

9 機 械 室 上 部

10. 7  7 ン J レ ー ム

地下 4  階

1. 機 械 室

2.  rl' j<制御監協議

3 変 m 蛍

4 先 司I 機 当

5. ; 1 > 地 主

6. ，1， 置i W 

7. v1it &占 I<I l

8. 倉 T l l

ＹＮ 図瞥 ｾ ｉｬ

10. 織 械 要 員 控 室

11. 作 業 民 控 室

12. 受 水 榊

.  
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1 水

f コ;?可

鹿 3 階

l エ レ ベ ー タ

織 械 3 l恥- 開I

2伍

Hi 一 固わ 属 2 階

1..... 1  1  11 .  1 機 械

一包

段計 施 工 株 式会社 竹 中 工 務 底

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

ｻ Ｇ ＺｕＺ ｾｉ＠鹿 1 階

1 機 械. 3l 
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2 ロ ピ ー

3. 'Jl 初 当5

4 金 ttl 室

5. .，[1  1M 

6. 御 堂 筋

w  



固奈良県庁舎設計者のことば

県庁舎の建設敷地は奈良公園に接する風致地区であり ，現代建築であるととも

IC. 周囲の環岐に調利する乙とを設計の基本方針とした。

全体を機能別 fC 3 つのブロックに分けた

1. 知事行政郎局と行政委員会 '" ー… 主 総

2. 県議会，大会議室およびIII Fl I ・議場・tA!

3. 県瞥祭本 ｬｾｬ および通信山張所Ｍ 型車祭総

主f J l ! は地下 211皆，地上 6 階，鉄骨鉄筋コンクリ ート 造，議会名11は地下 1 1牝 地

上 2 階，鉄筋コンク リー卜 造，一部鉄骨造. ' l f祭事11は地上 2 階，鉄筋 コンク リ

ート造とした。

主主I i を敷地中央奥IC配置し ，低問機をもって回廊風に構成し，前面をつないだ。

乙れによって，公園側から見た場合. 6 階建主練の印象を柔らげ，また一方，

交通f;1: の多い前面道路より ，音響的にも，視覚的にも遮断して. irj' かな執務空

間が得られるように計った。

回 廊の一階は ピロ テ イ とし ， 中庭は奈良公園の延長として扱い ， 県民に ｉｊｉｾ 放 し ，

憩の切と した。

建築級式やその他の設計計画については ，いたづらに昔の綴式手法を追うとと

なく ，最新建築としての効率や，経済性を高め ，奈良公園によく調和し，しか

も現代建築にふさわしい表現をもたせた。 (片山光生)

国奈良県庁舎施工者のことば

奈良公閣の表玄関にあたる風致地区という特殊なl J ; ' l J : i J のなかに ，近代的でしか

も古都にふさわしい端正荘重な落ちおき ，優雅な趣きとス 7 ー トな味わい，そ

の建築美は環境IC調和し ，まさに奈良県の特異性と持味にふさわしい建築であ

ります。

さる昭和37年12月本工事施工がわが社に決定，工期 2 カ年という歳月を貸 し，

全神経を集中してっくりあげたものだけに ，感激もまたーしお深いものがあり

ます。

特記すべき乙とは数多くありますが，まづ乙ういう局所ICffi つ建物の特殊性，

なによりも優先して考えねばならない安全管理と環境の整理，工程ti :理』ζ 1' 1! う

幾多の条件，制約など，乙ういう案件を解決しながら，主体工事で・工程の是正

を計り ，仕上げの段階で充分余符をもたすべく努力してきました。

幸にして予期通りの成果を得て完成しました ζ とは本吋 IL喜びにたえません。

しかもお工以来一人の犠牲者ーもなく全工期総災'_t- i - で完工させていただいたとと

は，施工者としてその責任を全うするととができたものと喜んでおりますが，

乙れもひとえに県ならびに設計管理者近倣地位営絡郎をはじめ，その他近隣の

皆さま方のど指導と深いど理解の賜によるものと ，衷心より厚く感謝f / 3 し上げ

る次第であります。

( K .  K .奥村組奈良県庁舎工事出張所長 吉賀 Yf.O  

32 

ｾ目ｼ存会 ｬ
，I 、炉、，、r . _ . コ E

股 計

監 理

建 股 省 近 織 地 方 建 段 局

強 段 省 近 畿 地 方 建 段 局

奈 良 県 庁 舎 建 設 事 務 所

株 式 会 社 奥 村 組施 工

J . l l 築位置

敷地面積

建物延面積

構造線筏

奈 良 市 登 大 路 町

1 7 . 3 5 4 m
2  

2  9.2  1  4.1  2  m
2  

エ

主 練 鉄骨鉄筋コンクリー ト造

地下 2 階・地上 6 階 .J1H亘3 階

延 1 7.4  3  7. 2 1  m
2  

議 会 柑I 鉄筋コンクリ ー ト造 ・一部鉄

1 ' ] - 鉄筋コンクリート造

地下 1 階・地上 2 階 ・一部 3 階

延 6.5 0  8.7 6  m
2  

警 察 棟 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造 2 階処

延 3.8 7  9. 8 0  m
2  

ピロ テ イ 鉄筋コンクリー ト地 2 階i1l

その 他 延 1， 3 8 8.3 5 m
2

Z73 さ 主 棟 2  3. 26 m 

J/ i 展段高部 4  8. 3  7  m 

会棟 1  5. 3 8  m 

警察機 8. 54 m 

外 装 柱 ・架 ・庇 : コンク リー ト打

放 し ， 壁 タ イ ル

期 昭和37年12月 7 日~

昭和40年 2 月28日

.  
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3 噴 水

a 芝 生

5 自 軒 車 前 唱

6  11 甚

7 斤 銘 版

8  i> 示 示 帽

鯖F E帯 一 五諺
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. 住 居 地 域 と 交 通 公 害

建築基準法の規定によれば，騒音. i:;:UVJ等を先生して住居の安寧をrdする建築物は ，住居

地域内にｾｾ誌をう禁止されている 。 と乙ろが ｬ 此近行なわれた住居地域内での騒音調笠によれ

ば，祭止工易jtq; の騒音より ，自動JII 交通によ るもののほうが大きいという 。

とれはもちろん大郎rii の交通日の多い道路沿いであろうが，近H年の色、激な n動 '11のW: 加K

f ドう交通 'J]: ↑iii の変化は ，奥まった住宅街にもとの傾向をおよぽしつつある 。更に騒背，以

動 iC加えて排気カ府スと砂; ま乙りが家政と緑を ILIいl火で犯してしまう 。乙れらの交通公';'f を

とのまま l次世するならば，近い将来大都市周辺では，去に安らぎ/ ゆかな強いの以とする住

宅街は消滅するのではなかろうか。

乙れに対処するには，現状の交通事情 K Il民Lじした地峨御lを採用すべきであり ，交通公主? の多

い幹線道路沿い等の住居地域は，むしろ Ｎｮ 動ｔｩｉ修理工場，車庫，倉庫ｾ［の交通関連施設を特

認する地以とし ，一方残された住居地域は.fll 極的 IC 乙れらの望ましくない要系を廃除し ，

住居環境の来設と育成 IC努めるのが，本来の川途地域;1;11の姿ではなかろうか。 ( KA)

圃 「地 域 開 発」を 調 査 し て

「山奥J IC行 って感じた 乙と 。河にそって| 時i芭がのび，河はダムでせきとめられ，小支流

にそって林道がのびている 。そこではたしかにi J 也減開発J が行なわれたのだ。そ乙での

「地域〕日発j はその助的= 空間忠Jilli からいえば，道路とダムの建設なのである 。地域開発

は空間の段階締l戎からいえば，道断，ダム以外 iCも地域住民生活のための施設耳、 y トワー

ク建設としてとらえられるべきであろう 。 ζ れが感: [ 1，の第一点、。

次 IC ，それらのダム，道路が一点、突破 ・可l 点主義でやがては地域住民生活を引きあげるで

あろうという予忽は成り立たないという乙とが解った。すなわち ，グムは地域住民の永続

的利俗にほとんど関係なく定力 ｾＱｬ 占企業の利怖のためのものであり ， 林よ道芭も交通が使利 ｩに ζ  

なつて生i活活柘稲1祉 lにζ 役立つている函もないとはいえないが，ｾ建』主［設 ｴ政 ｉ のＭｽ郎 Ｑ郁 Ｑ 受益者負担の ｊ

行料の点から今のと乙ろ ，主として山林支記階周の利主孫主のfたこめのものなので、ある。 ( N 1)  

. 高 所 恐 怖 症

昔 ， 誰かが煙と ｘｦｾ 鹿は ｬｇｶ 、所へ主まるといった 。 スモッグなどの部市の公 ｾ ｉ 千は排煙によるも

のと ，煙突は地々 1:.5くされて，煙は言葉の通り大空白く消えていく 。

人間も煙 iC劣らず，地球を離れて日に日に尚L、所へ登っていく 。何々タワーが流行し，ジ

ェット機が飛び交い，ロケットは遂に人聞を宇宙にまで舵し揚げた。20世紀の人間 ICは7f

の言葉など通じなくなってしまった。

ｾ築の分野においても例外ではない 。 いまや紐何回建築が話題の巾心となってきた 。 ｾ築

工学における椛治，設ulli ，施工技術の市民Eな進$1ζ よって . 地主因臼木 IC も摩天桜のi J I 現

が可能となった。 しかし反面大都市の人r J は町! 大し交通麻姉は日々募るばかりで，いまや

都 ､￯ 再開発乙そ忽務ではなかろうか 。 乙の上部 ｬ 打が ， Ｇｾｊ 百化していくならば，高所恐怖症や ・

賢い人たちはいられなくなり ，広々とした大地を求めて郊外 lζ 逝れ，マンモス郎di l Cは ，

将; j と煙のような人たちでなくては ，1 1 : めなくなりそうな気がしてならない。 (M1)  

圃 住 宅 団 地 の 美 観

団地の見学IC行っていつも感じる乙とは，外部ro. l : J : l の惑い乙とである 。辿設当時は緑地，H;.

も強制白し，公共胞設もりっぱなものであったと忽像できる団地が 2 ， 3 年過ぎてみると ，

どたどたと矧附の" ，にできているようになっていると乙ろがある 。

ある住宅以外のと乙ろでは，きれいに裕ulUされていると乙ろもあるが，とくに公営住宅は

竹ｉＡｊｬ ｾｬｦｬ 門があってもなかなか徹底しないらしし、 。 設訓叩ｼ寺は機能的にとか， -'定ti J l . 三々とい

う問題で，非常にimを痛めて造り上げた問地であるのに ，管理がうまくゆかないために ，

非市 !C美観を乙わしている乙とは残念な乙とだと思う 。役所の話によると ，予言;!Lの関係も

あって ｾￊ かしいそうだが ， 入居者向身のためでもある乙とだし ， ｻｮｊとか話し令いで解決で

きそうなものである 。 (Mu)  

本号と次号はti. 記のまir しい執事省が担当します。
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- こ れ は コ ン ク リ ー 卜 に 打 込 ん だ 時

の くラ イ オ ナ イ ト 〉 の 状 態 で す u



御 堂 ビ ル

タ イ ル 工 事

株 式 会 社 平 田 タ イ ル

タイル工事 有 限 会 社 関 西 タ イ ル 商 会 大理石工事( イタリア産トラパーチン 26号) 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖
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屋上および水槽防水 カネボウベルシート( プチ ル ゴム使用) 日 本 ゴ ー レ ツ

権問タイル下地 カネボウベルタイト混入使用

l  階. k . )1' 
アームスト ロ ング通気吸音板: トラパートン 株式会社 A  B  C 商 会
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キ ，ＧｩｲＮｾ キ ュー ピクル

電 気 設 備 工 事 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

塗 装 工 事 株 式 会 社 三 木 塗 装 庖

サッシ工事 東京カーテンオール工業株式会社

カーテン・格予聾・聾張 JO.st会主事;川 島 織 鋤

床 ピノ 1} . : Io+ゐ弧 ι 天井、豊 . 忽q ，高張一式

合名金書士制倉唱骨蘭膚



磁 器 it!.甲 タ イ ル 白 色

l 階ホ ール お よ び 廊 下 地 階 脚 下 伊 奈 製 陶 株 式 会 社

奈 良 県 庁 舎
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日 本 フ ァ イ リ ン グ 株 式 会 社

奈 良 県 庁 舎



奈 良 県 庁 舎

4合t且A<. ヘ， ター

空 調 設 備 工 事 株 式 会 社 建 材 社

衛 生 設 備 工 事 三 機 工 業 株 式 会 社

地附機械司{ ! ! l 過機姐り



.. 

M P ボ イ ラ ー 株 式 会 社 平 川 鉄 工 所

No. 8多興型送風機 株 式 会 社 谷 山 鉄 工 所

l 奈 良 県 庁 舎

57 



|スケ 7 チブック|
写真と概要をお送りください。

凡例 3. 所 在 地 b. 建築面積 C. 延 面 積 d. 情法規筏 e. 工 期

10. 日 本 生 命 松 江 ピ ル 11. 福 徳 相 互 銀 行 本 底 12. 高 橋 ビ ル 富 田 町 別 館

設計 日本 生竹命保中険 相 互務会 社
設計 : K K 久 米 建 築 事 務 所 設計 村 野y 森 建 築 事 務 所

K K  エ 庖 施工 大 成 建 設 K K  
施工 K K 北新 工 務 所地

施工 K K 竹 中 工 務 庖 a. 大阪市南区長組編筋 1 丁目 26

3. 大 阪 市 区 日 間 町36務

b.  232.0m"  

a. 松 江 市 殿 町 1 2  8 器 地 b  1. 305.850m
2  

C  2. 395. 7m
2  

b.  674. 91m
2  c  11. 698. 654m

2  
d  S R C .  B 1. 91". P 3  

C  2. 210.57m
2  d  .  

3

線観
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1
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タ

.  B 1. 8F.  P 3  e  昭和38年 4 月~昭和39年 5 月
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~昭和40
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3 月
特徴 : 外壁自大理石軸( 回7
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レ) 貼，
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然線吸

ンレス イ ル 繊 帯 強 調
収 ガ ラ ス

13. 辰 巳 ビ ル デ ィ ン グ

殺計 K K 東 畑 建 築 事 務 所

施工 鹿 島 建 鮫 K K 大 阪 支 底

a. 大 阪 市 西 区 靭 1-102

b. 616m
2  

c.  6. 020m
2  

d.  S R C.  B 1. 9F.  P 3  

e. 昭和 38年12月~昭和40年 2 月

南 森 町 ピ ル

設計: 赤 崎 建 築 事 務 所

施工 : K K 盛 工 務 庖
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2  

C.  
1. 679m2 
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用

一一

-
1  

14. 御 木 本 真 珠 会 社 神 戸 支 庖

設計 ・安 弁 建 築 段 計 事 務 所

施工。 K K 新 井 組

a  神戸市生田区山本通4丁目 122

b. 312. 41m
2  

c. 870. 93m2 

d.  R C.  3 F  

e.  昭和 39年 6 月~昭和40年 2 月

15. 勝 良 荘 新 館

設計 : K K 泉 股 計 事 務 所

施工: 戸 田 建 段 K K  

a  和歌山県東和製m

那智勝浦町勝品I i

b.  1. 054. 149m
会

c. 6. 957 . 241m
2  

d. RC，7 F ，ペ ン ト ハ ウ ス 2F . B1
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18. 泉大津市和泉市伝染病院組合

伝染病院

設計: 岡 本 建 築 股 計 事 務 所

施工 : K K 西 国 工 務 底

3. 泉 大 津 市 東 公 町 2 0  3  

b.  4叫 . 95m
2

c. 812. 075m
2  

d.  R C . 21" 
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人 間 工 学 特 集

1  人 間 工 学 概 論

人間工学とは・・・ ・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・真辺 春 蔵

2  環 境 の 人 間 工 学
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音響環境・・・・ ・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・ 田北 村 音 壱

空調・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・・・ ・・・・・田中良太郎

ガ ス 粉 じ ん と 労 働 環 境 ・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・木志野章

オ フ ィ ス の レ イ ア ウ ト ー・・・ ー・・ 田・・・・・・ 目安 由 貿 計

3  家 具 と 人 間 工 学

家 具 と 人 間 工 学 ・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・渡辺敏雄
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人 間 工 学 と は

1. 人 間 工 学 と は

人間工学とは労働の適正化を研究する科学である。く

わしくいえば，人閣の合理的な労働の方法を研究し ，労

働に適する作業環境や険械，器具の設計のための基礎的

な研究をするものである 。

人間工学という 言葉は H u man E ngineeri ng  (ア メ

リカで使用せられる) の訳である 。Hu ma n Engi neer-

ing というのは元来，産業心理学の一分野である。 作業

環境のうち，社会環境の方面を研究するのが Hu man

Rel ati ons  ( 人間関係論) ，物的環境の方面を研究する

のが H u man Engi neer i ng ( 人間工学) である 。

乙の Huma n Engi neer i ng のうちには空気とか音

響とかいう作業環境や設備 ，機械，工具，作業台，さら

に労働H寺IMJ 等の作業条件と労働との関係に関する研究も

含まれている 。

ヨーロツノマではエノレゴノミックス ( Ergonomi cs) と

いう 言35を用いる。 E r gonomi c s という 言葉は長近出

来た言115で，ギリシャ語の Er go ( 仕' f O + nomos (管

理又は法の二つの意味がある) + ics ( 学を意味する接

尾語) からなるから ，人間の仕事を適正に管理す る学問

の芯味である 。

すなわち ，仕事をするときはエネルギーを合理的に配

分して，人間として正しい( 無理のない，白然な) 作業

をするにはどうしたらよいかを研究する科学: である 。

ζ れまで，機械を設計する協合には ，とかく ，機械本

位lζ 考え ，人出] の使い易さや疲労等人IWの方を二次的iζ

考えた。そのため，その機械に適合する人聞が適性検査

で選抜されて機械の操作lζ 従事し ，また，そのために訓

練された。入閣の性能を無視して設計されている機械を

操作する易会には機械に追いまわされて疲労したり ，事

故を起したりした。いわば，機械に伎われていたのでt あ

る 。 乙れとは反対 ｋ 人間が主となり ， 機械やｾ具を人間

;;j王位lζ 人間の使いやすいように造ろうというのが現在の

入国j工学である。ソ連の宇宙船は人間工学的設計のよい

見木であろう。人聞に適合した環岐を作り ，人間 lζ 迎合

した機械操作を行なう ζ とができるように研究が行なわ

れ，設計せられた。人間工学の特色は総合科学である 。

心理学と医学が中心になって工学その他諸科学の協力に

よって研究が行なわれる。乙れまでのように一つの領域

にのみとどまっ ていては目的を達する乙とができない。
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2. 人 間 工 学 の 沿 革

アメリカ一一アメリカでは第一次世界大戦直前から作

業能率を地進しようという傾向が非常に強くなった。有

名なテーラ (F. W.  T ay lor) の科学的管理法 ( Pr i nci-

ples of  Sci ent i f ic  Ma nag e ment) 1)，ギJ レプレス ( F .

Gil bret h) の動作研究 ( Mot i on St udy )  2) はその現わ

れである 。

(，tlJ 1)  F.  W.  T aYlor， Pri nci pl es  of Sci entific Mana 

gement ，1911目

2) F.  Gi ldr et h， Motion  St udy， 1911. 

人間工学 (H u man E ngineer i ng) の名称は第一次大

戦中から用いられたらしし、。わが国の松本亦太郎憾士は

当時，京大教綬としてアメリカ lζ 滞在し， トッヂ博士，

ソーンダイク教授等が人間工学を提唱していた乙とを報

告している。 1) オッ コーナ ( 0' Conner ) は，1922年ボ

ストンに人間工学研究所 (H u man Engi neer i ng， 

L aborat or ies I nc.) をつくり，主として適性研究を行

なった。2)

( J 1)  1)  訟本亦太郎， UI 中克一「人間工学」の序文， 右文館 1921.

2) 坪内和夫， i 人間工学」臼刊工業新聞社 1961.

第一次大戦後，労働問題に悩んだ経営者逮は出来るだ

け人力を節約して生産を機械化し， 11寺間， 空間，エネル

ギーのあ らゆる無駄を省いて生産を極度におめようとし

た。すなわち，最小の生産費で: 最大の生産能率をあげよ

うとする産業合理化 (I ndust r ial R ati onal izat ion)  

の巡動が現われた。労務管理の方面でも代理化が行われ

るようになった。作業能率の研究と労務管理の研究は第

二次世界大戦まで各方面で‘ 行なわれたが，研究が漸次総

合的な研究へと進んで来た。すなわち，心理学，社会学

経済学，統計学，医学，工学等の諸科学が協力して一つ

の問題を解決する傾向がお乙ってきた。

第二次大戦中アメリカでは軍事上の必裂から航空機，

兵器等の設計 lζ 対して人間的特性を考慮するようになっ

た。戦閣において用いられる機械は操作が簡単でなけれ

ばならなし、。精密な高性能を誇る機械でも ，ほ: 作が複雑

で熟練を2 ! f する ようなものは使用がl I jl ll 吸される 。そ乙で

兵器の設計 lζ 際しては ，人間の性能を十分に考慮せざる

を得なかったのである 。その結果，人間と機械との適合

を考える今日の人間一機械系の研究が展開されるように

なった。

アメリカ空軍では航空機の事故の大部分が計器の読み



誤りや制御器の操作上の誤りによる乙とを知り，航空青|

器lζ 関する研究が行なわれた。( 図 1- 3) その後! 被車，

トラック，パスおよび兵紫類 IC関するおびただしい研究

がある 。

生産組織における機械化， オートメーションはますま

す進んだが，機械を操作し ，コントロールする際にはす

べて表示器 lζ より情報を得て，機械をコントローノレしな

ければならない。 したがって，人間工学的研究を必要と

する 。

民間の自動車 ，航空機等のメーカー ，電機関係、のメー

カ一等は人間工学の技師をお き，設計を行なった 。

人間工学による設計を引受ける会社も生まれた 。

ヨーロ ッパ イギリスでは第一次世界大戦中，国立の

産業疲労調査局 ( T he Fat i gue R esear ch Board 後

に T he Health R esear ch Board と改めた) が中心と

なり ，軍需工業における労働者の疲労研究や生産 lζ およ

ぼす諸条件の影響に関する研究が行なわれた。その目的

は戦時における労働力の保持 !Cあった 。戦後においても

工場および鉱山労働K 関する人間工学的な研究調査が堅

実に続けられた 。

1950年 iζ ヨーロツパで最初の人間工学会 ( Er gono・

mi cs  R esearch  Soci et y ) がロンドン K 設立された 。

ドイツ ドイツでは精神工学がドイツの産業労働の研

究lζ 対して大きな寄与をした。

産業的精神工学の目標は精神的エネノレギーの至通行伎

をするととである 。それを実現する具体的方法は適性の

選択とその養成および作業方法の合理化である 。

第一次大戦後，労働 lζ 関する生理学的研究がカイザー

ワイノレヘ J レム 労働生理学研究所 (K aiser Wi  l chel! η  

Insti tut f ur Ar bei t sphysi ologi 巴) を中心として行わ

れ，貴重な業績をあげた 。

今日まで ドイツにお ける労働科学 ( Ar b巴i t swi ssens-

chaf t ) の中心をなす。第二次大戦後はマックスプラン

ク労働生理学研究所 (Max Pl anc k  Lnst i  tut f ur  A  r-

bei  tsphysiologie) が ドイツ の人間工学の中心をなす。

ドイツでは Er gonomics の名称よりは労働科学 Ar b-

ei  t swissenschaft の名利、を用いる 。

フランス ，オランダ，デン 7 ーク，ベノレギー，スエー

デン等 iζ おいても労働 lζ 関する人間工学的研究が盛んで

ある 。

日本 松本亦太郎博士は第一次大戦中アメリカで人間
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工学 (H ul11an E ngi neer i ng) を知り ， 帰国後， 日本

の学会lζ 報告されている。 1) 1920年( 大正 9 年) 1ζ は，

「心迎研究J Iζ 「人間工学特輯号」が編集された 。2)

1)  総本亦太郎 . -r メリカの自然と人文と心理学， 心理研究91

} .  98- 99. 1920 

2)  訟A' i I l 、太郎 ，人間工学，心理研究 . 100号. 329- 338. 1920 

1921年. 111中克一博士は自己の研究を整めた単行本

「人! 日j工学J を世に問うた。非常に立派な業紅iである 。

|噂士によれば「人間工学は心理学的研究を基礎として人

間力を利用する原理を組織立てるものであって，人間能

率に関する原理の研究である」という 。

1921年大原孫三郎氏によって創設された倉敷労働科学

研究所は単1<:: 作業能率をあげる乙とによ点をおかず，ど

のような作業の仕方をしたら 無理のない l当然な作業が出

米るか，すなわち ，労働力の保持培益 lζ 重点をおいた研

究を行なった 。日本における産業労働について組組織的

な人間工学研究を行なってきたのは乙の研究所で: ある 。

現在は労働科学研究所という名称のもとに堅実な研究を

つづけている 。

航空機関係の作業K 閲する人間工学的研究は東京大学

航空研究所航空心理部により . 1 I f ! 和初年より行なわれ

た。航空兵の適性検査，操縦動作の研究，気圧の心身機

能におよぽす影響，加速度の効果，表示器の研究等が行

なわれている 。 1930 年頃より海軍技術IVf 究所 尖験心理

学 ， 陸軍航空技術研究所実 験心理 ｾｩｓ ～，Ａｦにおいて航空作業

icl 刻する人間工学的研究が行なわれたが，第二次大戦後

は航空自衛隊内の航空医学実験隊で航空機の操縦1<:: 関す

る人間工学的研究が盛んに行なわれている 。

日本国有鉄道労働科学研究所では輸送関係の作業に つ

いて人間工学的研究が行な われている 。

産業界では技術革新がすすむ lζ つれて作業は自動化 し

労働者の作業は筋肉作業から精神作業へと移ってきた c

従って機械の表示総すなわち信号とか計探をみて，機械

の制御器を動かすというような作業が多くな ってきた 3

従って ， 表 ［ｦ｜＿ｲｾ ， ｾｬｴｬ 刷 ｬ 機等は人間の性能 ｬζｊ 菌作する よ

うに設計すべきである 。

日本における人間工学K 関する学会は日本人間工学会

であって 1964年12月創設された 。こん後，関係諸科学協

力のもとに産業界と協同して liW先と実地への応用 K 努め

たならば ，人間工学の発展はめざましいものがあるであ

ろう 。
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国際的な学会としては 1960年国際人間工学協会 ( Tnt・

e r na ti on a l  E r g onomi c s  A ssoci ati o n) が 設 立 さ れ ，

その本郎は スイ スの チューリ ッヒにあ る。

3. 人 間 工 学 に 関 す る 文 献

A. 単 行 本

1.  M.  S mi th :  Handbook  of  i ndustri al  psyc hology .  

Psychol ogicaI  Li brary ， 1944. 

2. D .  L.  Hi bbard:  H u man  eng i neeri ng  and  i nst r u me. 

nt s， 1945. 

3. R.  A.  Mc Farl and 目 H u man fact ors  i n air tr anspo・

rt des i  gn， 1946.  

4.  N.  R.  F. Mai er:  Psychology  i n i ndust ry ， Hought on 

νIi ffl i n， 1946.  

5.  W .  E.  K a p pauf :  Hi story  of  psychl ogical  st udi es  

of  t he des ig n  and oper ati on  of  equi pment， A mer.  

ican  Psychol ogist  1947 

6. A.  C hapani s  et  al :  Appl i ed  exper i ment a l  paycho守

logy  J ohg  Wi l ey  and S ons  Inc.  1949.  

7.  A.  C hapani s :  T heory  and  met hods  for  anal yz i ng  

err ors  i n man. machi ne  system， 1949.  

8.  T lI ft s  C oll ege :  Handbook  of  human  eng i neeri ng  

data， Tuf t s  C oll ege  ，1952. 

H u man  engi neeri ng， a  selec ted  bi bl i ogr .  

aphy  and a  g ll ide  to  the  Ji terat ur e， Li brar y of  

C ongr ess， R eference S ect i on， 1953 

10. R .  A.  Mc Far l and:  H u man  factors  i n the  hi gh wa y  

t ransport eql l i pment ， H ar vard S chool  of  Publ i c 

Heal th， 1953. 

11.  W es ley  E .  W oodson :  H u man  engi neeri ng  g ll ide  for  

equi pment  desig ners .  U ni versit y  of  C ali forni a  Pr .  

ess.  1954  

12.  T he  A dv isory  G roup for  aeronaut i cal  research  and  

development. North atl anti c  tr eat y org anizat ion :  

A nt hropon1et ry  and h u man  eng i neeri ng. But t er wo・

rths  Scienti fi c  Publ i cat i ons.  1955. 

13. Tuf t s  C oll ege :  Bi bli ography  of  h u man  engi neer 卜

ng  reports. U.  S. Naval  T rai ni ng De v ice  C entre  

1955 

14.  Gag e  Publ i shi ng  C o. :  H u man  eng ineeri ng  i n eql l '  

i pment des ig n. Gage Pl l bli Shi ng  C o. ， 1956 

15. j .  Gatti :  R eport s  of  researc h  i n t he  fi el d of  eng i  

neeri ng  ps ychology.  U S AF .WA DC .T e c h.  R ep. ，56・

154， 1956. 

16.  l. N.  Mc  C oll on  aud A .  C hapanis :  A  hl l man  eng ト

neeri ng  bi bli ogra phy ， S an  Di ego St at e C oll ege 

F oundati on  1956 

17. A .  C hapani s， T he  D esi gn and Conduc t  ot  Hu ma n  

engineeri ng  st udi es ， San Di ego St at e  C oll ege  F o'  

undati on  1959  

18.  T.  W.  and M.  S. K atz :: S l l mmar y of  h u man  engi n・

eeri ng  resear ch  data  and  pr i nc ipl es  rel ated  to  .  

hi gh way  and tr affi c  eng i neeri ng  probl ems ， A me. 

ri can  l nsti tut e  for Researc h， 1957.  

19. E .  J .  Mc C or mi c k:  H u man  eng i neeri ng  Mc gr a w 

Hi l l ， Book  C ompany ， 1957  

20.  F.  V .  T aylor:  Psy cholog y  i n the  des ign  of  mach-

ines ， A mer i can Psyc hologist ， 1957. 

21. A .  C hapnni s :  R esearch  techni ques i n h u man  eng.  

ineeri ng. T he  J ohnes Hopk i ns  Pr ess， 1959 

22. V  A  DD.  T.  R .  :60.600 :  Bi oni cs  sy mposi um.  Li vi ng 

pr otot ypes. the  K ey  to  new  T echnol og y ， 1960. 

23.  L .  J .  F ogel  : - Biotechnolog y :  C oncepts  and  Appl i .  

cati ons  Prent i ce.H oll ， Inc .  1963.  

24. J .  D. ， Fol l ey .  Jr. ， and  A lt man. ， ]. W.  Gui ds  to de.  

sig n  of  elect roni c  equi pment  for  mai nt ai nabi l i t y. 

Dayt on:  Wr i ght  A ir D evelopment  C ent er  A pri l  

1956. ( W A D C  T R  56・218) ( AI R・197・56. FR・121) .  

25. ]. H. ， El y .  T homson， R .  M .， and Or l ansk y， J . “ De・

sig n of  cont r ols. " C hapter  V I  the  J oi nt  Ser vi ces 

H u man  E ng ineeri ng  Gui de to Equi pment  Des ig n  

Day ton :  Wr i g ht  A ir Devel opment  Cent er.  Nove.  

mber. 1956. ( WA D C-T R・56・171)

26.  J f 内和夫 ，人un工学，n 刊工業新聞社 1961  

27 倉田正一，人IHl 工学，技報堂 1959.  

28 知久 OJ ，倉間正一編，人間工学，金原書応 1962. 

鈴 木島. i E光，人IHJ T. "f: 入門，宮 Ji 時社 1664

30.  大島正光編，人間工学，伺t宮古/ T; ゆ65

B. 雑

告念

日ｾ

1. Human  Fac iors  ( J our nal  of  the  H u man  F ac tors  

Soc iety ， Pergas mon  Pr ess ， 122 E ast  55th Str eet， 

New  Y or k 22， Pr r sonal  subscri pti on  $10.00) .  

2.  E rg onomi cs ( J our nal  of  the  E rgonomi cs  Soc iety of  

G reat  Bri tain;  ava il a ble  t hr oug h  t he  Ac ademi c  

press， l nc.， 111 Fi f t h A venue， New  Y ork 3， Annual  

subscri ption  513.30)  

3.  J our nal  of  E ng i neeri ng  Psychology  ( El i as  Publ i c. 

ati ons， P .  O.  B ox 662， W as hi ng ton  4， D.  C. ;  subsc.  

r i  pt ion  $8. 00)  

4.  114三人1mc学会 人nuて学 ( 下刊) 金原告応

5  労働干I" j':日f:先'" 労働円マ UI  [i J ) 労働科学研究所

C . 文 献 目 録

T he  l nst i tut e  for  A p pli ed  E xper i ment al  Psychology ， 

Tuf t s  Uni  versi  ty ， Me df ord， M as sachusetts ， H u man  

E ng ineeri ng  Bi bl i ography .  ( every  year) .  T h e  offi ce  of  

T echni cal  Serv ices ， Department  of  C omme r ce， W ash  

i  ng l on  25， D.  C.  
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よ い 照 明 と 環 境

よい照明とは ，種々の作業K 適合した質と明るさをも

ち，かっ快適な ，ふん聞気を与えるもので，さらに経済

であるととも必要である。乙れは，人間工学の目的であ

る、能率的で安全で， 快適な道具および環境を作り出

す' 乙とに ，よく合致する。そ乙で，乙 の目的lζ 対し ，

照明の聞でどのように ，考えられているかを記述する 。

回 能 率 的 で あ る こ と

われわれの関係する事務や，作業は ，ますます複雑 ，

細密となり，またスピ ードア ップされてきた 。乙のよう

な業務を ，支障なく ，処理するためには ，明敏な判断力

と機敏な動作が必要である 。乙のため . 充分な視力をも

っ乙とが重要となる 。

1.  視力と照度との関係

視力は ，照度が高くなるほど向上する 。乙の関係は 第

1図のようになる。

一方，おなじ照度でも，字の大きさによって，見え方

の難易がある。英国の基準( 1. E.  S. C ODE  1961 )  IC ，乙

れらの関係を表わす式が与えられているが，いま視距離

を ＳＴＴｭｭ ， 反射率 ＵＰ ｾ ぢの場合につき計算された結果は，

第 1表のようになる 。

乙のように，細い仕事をするためには . 充分な明るさ

が必要な乙とが判る 。

2. 作業能率と照度

照度が作業能率 lζ ，とのように影響するかを，実験さ

れた結果が数多く発表されている 。そのうち主なものを

24 1 : 1  
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第 1 図 ! 照度と視力の関係
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関 西 屯 力 清 水 寿 栄 次

第 2図lζ 示す。

ζ れなどの例で判る ζ とは，照度が 3∞ ノレックスより

5∞ノレックス lζ 上昇する( 今回 川 照度基準で，一般事

務室の照度は，標準値が，乙のように上昇した。) 乙とに

より ，作業能率は， 7 - 8  5ち向上するように推定される。

3. 年 令 と 照 度

老人程視力が落ちるので，乙れに伴って， p.a皮を増加

しないと . 疲労が憎し，能率が低下する 。乙の聞の事情

を示したものが， 第 2表である 。乙れより老人は，ずい

分高い!照度が要求される乙とがやj る。また乙の表の右側

は例えばあるクル ープの平均年令が30才の易合，いろい

ろの年令と視ノ3の人があるので，左側を基にして， 53才

の人を標準とした照度で照明すれば， 9096の人は満足す

るという乙とを示している 3

4. 近 視 と 照 度

若い人は， 第 2表 lζ よれば，比較的照度が低くてよい

ように思われるが， ζ れは，危険な考え方であって，近

年学生に近視が泊している乙とに ，深い関心を払わねば

ならなし、。第 3 図は戦前戦後の，近視該当様であるが，

年々生徒，学生の近視率が，また急激に上昇してきたと

とが判る 。従って ，適当な照度と方式をもった! 照明を ，

学校や家庭の勉強の場 lζ 与える ことが，ぜひ必要であ る。

第 3表は，夜間の学校の照度実視IJ の一例である 。

米国の近視率{ ま. 必ずしもわが国 lζ 較べ，低くないよ

うであるが，非常に高い照度を採用し，しかも，窓より

の直接光の遮 11在，黒板灯の! 照明付加，灯具の配列方向，
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第 2 図 明 る さ と 作 業 能 率 の 例



灯具の形状なと' 大いに気を使っている 。

回 安全であること

照明が，労働安全と密接な関係、があるととは次の諸例

によっても ，うかがわれる 。

1. イギリスの統計

政府の工場照明委員会が1922年発表 したと乙ろでは ，

諸業種を総合して約 16万件の傷害事故の うち，人工光を

用いる H寺間( 主として夜間) に起ったものは ，自然光を

用いる時間，すなわち昼間に較べて259ぢも多い。

乙の増大の原因は必ずしも照明だけではないが，照明

の悪いためのものがかなりの% を占める 。

2. イージラ一氏 ( アメリカ〉の報告 (1951)  

アリス ・チャ ーマー会社では ，照明と塗装との改善に

より事故が著しく減った。乙の状況を第 4図 lζ 示す。

3.  ロウガン氏 ( アメリカ 〕の説

パンチプレス工場で， 平均 22tx の照明を 210t x に し

たら ，事故が549ぢも減 った。また 90t xの照度を330exl ζ

したら 115ぢ事故が減った例 もある 。

4. アメリカの多年の統計調査

乙れによると ，工場事故の 5 %が貧弱な照明により直

接発生 した ものであ り，少くとも20%の間接原因となっ

てい る。第 5図は昼光と事故件数の関係を表わすも ので

乙れより照明の重要性がわかる 。

事故による ，直接お よび間接の損害は，莫大なもので

あるから ，1限度不足または ，悪質の照明は ，改善 しなけ
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第 3 図 近 視 ヰl の 変 遷

第 1表 判MIJ の細 かさ と所要照度

S (最少判別視角) |  酬 の 細 か さ |  所 要 照 度

1  分 0. 1mm 3900 e  x  

2  
N  0.2  11 1400 N  

3  
N  

0.3  "  
750 N  

4  
"  

0.4  11 500 "  

10 
N  1.0  11 120 N  

第 2 表 年 令 と 照 明 レ ベ ル

年計 1
5脱 の人を満足させるにたる光

1
9腕 の 人 を 満 足 さ せ る 日 る 光

10才 40才の人を際部として x 'h 41才の人 を原樽 IC

20 
N  x ' h 47才

N  

30  
"  

x %  53才

"  

40 
"  

x  1  59才

"  

50 
N  x  2  65才

"  

60 
"  

x  5  71才

"  

第 3 表 教 室 照 度 実 態 単 位 ez

|ふん|-;吋L 12 1 0 1捌

出 号lt I4 lf |号 lf

IT. 37年 8 月- 12月長崎県下公立定時制高校 および各桶 夜間学校 ， 26 

校 の各教室に ついての調査平均

時ヱ前(戸:二
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第 4 図 照明および塗技の改善による事政の減少
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第 5 図 昼光と 11' .虫件数 ( ウェスチングハウス 〕

ればならない。

回 快 適 で あ あ こ と

照度を高 くすれば，それで照明の目 的が述せられたと

はいえなし、。むしろ照皮が増 すと ，注意しないと . まぶ

しさ ( gl ore) が憎し ，不快さを伴う ような乙とがある コ

乙れなどについて考え てみる 。

1 . ま ぶ し さ

事務室の照明については ，照度が大体5∞tx以ヒでは ，

現在よく 使用されている V 型や H 型の露出型器具は .

まぶしさの点で ，好ましくなし、。従 ってアタリカバ一手1

ｾ具や ， 少くとも下両開放型ｊＮｩｬｬ込器具を用いる 。 但し下

両開放型を用いるときは 。天列 ，局主お よび床の色彩をな

るべく 明いものとして，天井市の光源とその周 聞との飾

度対比を少くするようにする 代欧米では ，最 .il[ 照度のヒ

昇K 伴い，充分な照度を/ 1'，すとともに，まぶしさを減らす

ため，特殊の銭面反射を持たしたノレーパーや，特殊の表面

構造のプラスチックカバーを用いるようになってきた。

また ，まぶしさを少くするため，机と ，灯具の配列の

ヴl行lを変える 。灯具の長手の方向 lζ ，向って仕事をす る

方がよ L、c

2. 光源の色. ムード

仕事( 事務および労働) をする場合は ，その光訴の分

)¥:: エネノレギの分布が，なるべく自然光のそれに近く， か

つ視感度曲線 lζ も近いのが望ましい c したがって ，白色

けいＩ｜ＺＺ灯が 比 ｩ ｬ 攻的よいのであるが 。 工湯などでは ｬ 灯 ｾｉ

りの) ¥: : 球温の大きいものが 設備貨が低熊になるので，

水銀灯が用いられる ーしかし . 水銀灯は ，その光色! とi J J ¥

味が少なく . 不愉快な感じを与えるので ，役近ではラ ン

プ外管 (< : . けい光物質を塗布して ，赤成分を付加したけ

い) ' t 水銀灯が用いられるし . さらに白熱灯と併用し 句い

わゆるカクテノレ光線を作りだす乙とが，体育館や . スポ

ーツセンター ，工場でも使用される 。特 1<:' 自然光 IC近

l 、光源が要求されるときには . キセノン放定灯が用い ら

u るご

j員近 . 家庭では ，また白熱灯を多く使用しようという

傾向がある 3 たしかに . 白熱灯は家庭的で・あるが . やは

り{上 'JJ をする場所につ いては. (ft 、光灯を用いて ，充分

!照度を t げるのがよ t '0 またムードを必要とするときで

ら必ずしも i 自然灯にのみ付:j . ;ず ，けい光灯を用いた簡

Ip. なit 築化!照明( 例えばパラノスライト) や ，白熱灯の

併用 ，調光装置，色照明なとも考えられる 。

また ， ｌｩｩ 築の内装 ， 仕仁色 彩あるいは Ｎ 調度品と ｾￆｻ
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第 d 図 補助人工照明による快適さの増加 ( 左右の写真を比較の ζ と)



明とはきわめて密接な関係があるから ，乙の簡での検討

もゆるがせにできない。

3. ‘ かげ' と 、むら '

これなどは ，また使い方によって ，効果が上る場合が

あるが，事務所や工場ではなるべく ι これが少ない方が

よい。照明の経済の点からいえば，なるべく昼光を採り

入れる方がよいが。 、まぶしさ グや H かげ 、をI半う 。学

校の教室でもそうである 。乙のような不具合をさけ ，環

境を快適 lζ するため，照明が必要となる 。 Hopki nson 氏

は DS AlI ( Permanent  Supl ement ar y  Arti f ic iol  Li ghti 句 Insta.

Il at i on ー; 常時補助人工! 照明設備) という言葉を使って説

明しているが， 第 6図 lζ 示すように，人工照明が快適さ

に効果があるかが一目瞭然とする s

回 照 明 の 経 済

第 4表は. 日英米の照度2基準の比較の一例であるが，

わが国の照度基準も . 昨年 2 月改正され，かなり基準が

上り大体，英国と間程度とな ったが，米国よりは，はる

かに低L、。日米両国民の視力の差も多少あ り，また国民

経済力の差が相当響いているのであろうが ，わが国でも

今後次第に . ) 照度が上昇していく乙とは ，間違いない 。

そ乙で問題は ，乙れが経済的 IC引き合うであろうかとい

う疑問である d

筆者の計算では，事務所でも ，工場でも ，照度を200{x

より 500μ まで地加する乙とにより . 能率あるいは生産

が . 196向上すれば，照明設備増強 lζ 伴う諸経費は充分

償える 。前述のような諸例によ って，能率あるいは生産

の向上は . 数% はあるものと与えられ 。さらに労働災筈

の減少による巨額の利益も考慮κ 入れる必要がある 。ま

た第 7図は，米国における 一例である 。乙のような観点

から . 限度を上げる乙とは ，ためらわずに ，採択してよ

いと考えられる ふ

国 む す び

妓近 . 照明は ，非常に関心をもたれるようになってき

た乙とは大変よろ ζ ばしし、。今度さらによい照明の完成

に努力が，つづけられるであろうが。そのためには . i]5

築家と匂気家とが充分速け L、をとり ，いままでの山市な

研究や. 実例をz t : 直かつ成心 lζ 採り入れるよう心掛ける

ことが. 大切であると信ずる 。
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第 7 図 ょ: 、照明による工場経費の比較
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色彩と人間工学: Or goni c  Col or  について

色彩が科学として人間生活に合理的にとり入れられる

ようになったのは，日本においては約15年ほ.ど前からで

あって，乙の学聞が環境において重要な役割を果 してい

るという ζ とが，人間工学が叫ばれ出 した最近において

は，今まで以上 lζ 建築 lζ 関 して認められてきたのであ

る。

色彩が人間工学I C関連して用いられる テクニックのー

っとして C olo r Condi t i oni ng ( 色彩調節) があり，建築配

色は照明と共 lζ ，とのテクニックを重視し ，また設計，

施工 lζ 組入れて，好結果を得ている状況であ る。しかし

との C olor Condi ti o ni ng のあり方 も，初期の状態と最近

は改良進歩があり，今までの色彩の機能一点ばりでは ，

良い仕上が得 られないという乙とから ，そ乙 lζ 人間味を

加えるという美術的テクニックが参与して，人間. 作品

. 自然の三角関係が，円満な，合理的な ，美 しい状態 lζ

位置つ‘ けられるようになってきたのである 。こ乙 K ，人

間工学的発展がみられるのである 。

ζ れは建築様式の機能主義 : 有機主義の対立にも関係、

が深いが，対立というよりも機能主義を包含した，人間

を主体とするというととを確認 した広義の有機主義であ

る。

乙乙 I C私は新らしく Or gani c C olor  ( 有機彩色) およ

び Or gani c Col or- hor mony ( 有機配色) という色彩にお

ける主義を提唱 したい。

乙れは「生きている色」であり， i 血のかよった配

色」であ り 「人間生活 lζ 幸福をもたらす色彩環境」であ

る。 そして， ζ の乙とが建築面を通して，世の中 K 少し

でも役立てば と恩い念ずるものである 。

次に その設計要項を記してみる。( 乙れは私の著蓄の

一建築 と色彩ーの要項に更に付記したものである 。〉

1. 合 目 的 性

建物が何 lζ 用いられるか，その目的，用途 lζ 合った色

を選び， 配色し ，施工する乙とである 。

例 ・主色を重要なものより示す

働 くと乙ろ .... .. 事務所 ( Y，YR) 工場 ( G，G Y)  

食べるととろ .... . ... 飲食庖，食堂 ( YR，Y， G Y， R， B)  

休息するところ . . . . . …・住宅，ホテル，旅館 ( YR，Y， G Y)  

傷病をなおすと乙ろ ・ーー 病院，療養所 ( G Y，YR)  

学ぶ と乙ろー 学校，図書館 ( G，G Y， Y， YR， B)  

遊ぶととろー・一一劇場，遊園地 ( R，YR， G Y， B)  

その他，種 々な建物があるが，その建物のもっている

性絡があ り，その性格 lζ 調和する配色がある。
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2. 環 境 と の 調 和

地域差( 日本では表日本，哀日本，亜寒帯，亜熱帯と

して分けられる) や， 気候，地候，人文( 人口密度，交

通，生活状態) などの調和を考察する乙と 。

3. 環境色としての適性

建物は ，人物，機器，家具などに対しては環境として

はたらくので，それらとの調和を設計 I C入れる 。

4. 他の条件との調和

照明，採光，温湿度，音響との調和をはかる乙と 。こ

とに， 調節 Condi ti oni ng というテクニックが重要であ

る。暗い部屋には明るい色を，また暑い部屋には涼しい

青系の配色を，また，さわがしい作業場 ICは，沈静作用

のある青系の配色をするなどは昔から行われている乙 と

である 。

5. 使用条件との調和

天井，! l 童，床，各々 のもつ機能 Iζ 調和さす乙と 。例え

ば，汚れやすい床は汚れの見えにくい色にするという乙

ともその一つである 。

6. 自然色との調和

人工的な色彩が多くなっているので，伝統的な自然色

との調和は，むつかしい乙とであり ，新建材の色彩 lζ 関

連する問題点である 。

7. 建 築 の 流 行 色

I瞥好と流行は，時代性と社会状勢などと ，各個人の状

態で変ってくるので，住宅においては特に重要である 。

8. 管 理 方 式

人間が，機械器具

やその他の製作物を

用いて，左記のよう

に，調査によって得

た資料をもとにして

設計，施工をする循

環方式をとるのも一

つの方法であり ，早

く，経済的 lとよい色

彩設計ができる 。



.  

次fC ，色彩を人間工学と

して用いるための基礎的な

学識としては. 下記のよう

な乙とが必要であろう 。

(  1  ) 建築様式の美的分類

法

たとえば，私の分類方法

の種々な方式を示すと，

(機能的( 機械的)

科学的〈

l有機的( 人間的)

( 形式的( 為 ン ) 首

時代的i精神的( 内面的) !  

1感覚的( 官能的) 今

/男性的( 動的)

人間{ がj 女性的( 静 (1'-]) 

¥g: I 性的( 中間的)

(  2  ) 色 彩 の 歴 史

8  

7.5 

7  

6.5 

6  

4  

L  I  

品も

FF 

T T  F  B  

L  

B  

"  
FhF  T T T  

τ  F  

L  

記

絵画，彫刻lは建築より出

て現在独立したもので ，色

日本にお げ る代表的事務室の色彩投計図袋 ( 修正マンセル記法に よ る)

東京 ・大阪 ・名古屋 ・京都15カ所

彩の歴史も建築と深い関述があるといってもよし、。 乙れ

に服飾の歴史がからんで色彩の史的発展がみられる 。

(  3  ) 色 彩 学

色彩科学の基礎である ，色彩の心理 ，生理，物理，化

学および色を表わす方式など が重要である 。

(  4  ) 色 材

木材，石材， セメ ン 卜，コ ンクリート ，タイノレ， レン

ガ，瓦，ガラス，プラスティク製品，新建材類，塗料，

染織品 ，その l也の知識は色彩的: こひと通り知 っておくと

と。

(  5  ) 設 計 対 照

各極建造物，家具，室内装飾品，屋外広告( ネオンサ

イン) なとが，前述の合目的性と関連して色彩設計がさ

れる 。 乙の場合， J服装の色が Or gani c として作用する 。

(  6  ) 材 質

耐候性( 雨，風，日光1<:: 対する) は屋外の設計 ICは十

分注意せなくてはならない 。

(  7  ) 色 材 の 施 工

施工 lζ 用いる色材および機械器具の価絡，経質， 日数

人数が関連する 。

(  8  ) 検査，試験，測定

色 lζ 関するとれらの項目は ，設庁|ー，施工 lζ 確実性を与

えると共 lζ . 再現性が加わる 。

(  9  ) 照明，光源，採光

色は光であるという原則から重大である 。

( 10) 安全色彩，その他の色彩に関する規則

JI S その他の規則によって色が設定される 。

( 11) 色 見 本 飯

日本塗料 E業会の色見本帳や，各関連業界の色見本帳

はよく用いられる色を選んで収録しである 。

( 12) 美 学

「統ーのなかに適度な変化がある 」という状態は美し

いといわれ，美皮M= 統一性 0 / 変化性 C の方式にあ

てはめて色彩を品的 lζ 処理して調和の美を求める乙とが

行なわれる 。 乙乙に Organi c C ol or- Harmony の学術的な

発展が期待される 。

上表は， J¥(:(I児学会 ・快適照明色彩委員会で調査 したデ

ータを図表化したもので，東京 ・大阪 ・名古屋 ・京都に

おける代表的な事務室( 一部設計室) 15所であり，乙れ

らから導き出した平均値( 近似) は ，次のようになるが

この備は，現在の事務室の代表的な怨準案とみてもよい

と考察できる 。

天井…. . . . ・・・・ーー5Y9/0.5

壁 ー ぃ・・・… . 5Y8ハ. 5

床 ・........ .. N4 または 5YR4/4

却し . . . . . . .N5 または B. Y. YR などの 5/ 1

ブラインド- . ・ . . N8. 5 まTこは 5G8/2， lOB8.5/ 2 

ロッカ- . ・・ e ・…・ー 2.5Y5.  5/ 1  

乙の委員会の色彩委員として参与した私として感ずる

乙とは，建築デサ、インは，他の一般的なデザイン CJJl Hfrr.

' 商業，工業その他) より，質量ーともに . 機能皮の多大

なデザインであるだけに，有機的と機能的との高度なコ

ンビ不一ションが必要であ り，それによって広義な有機

主義( 人悶が文配する) が確立され，それは ，人間工学

の主流 iζ 合致するも のであ ると 信ずるものである 。
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日 響 環 境

音と光とは人間に対すろ二大入力である。また音は人

間の発する最も大切な出力である。入力の中には，人聞

にとって有用なものと，有用でないもの ，または筈のあ

るもの( 騒音) とがある。人間にとって有用な音響入力

は明僚に美しく問えるようにし ，騒音を無くした環境が

好ましい音響環境である。また出力については ，人間が

音を発しやすい状態に音響環境を機成する ζ とが必要で

ある。

よき音響環境の構成 lζ は音源自体の性質も大きく関係

するが，とれにはふれず，建築物の中で音を聞く場合，

または，音を発する場合の建築物 le関する問題点を考え

てみる。 ζ れらの入山は音源、から発せられた音，すなわ

ち直接音と ，周囲の物体 leよって反射された音，すなわ

ち反射音の集積ーによって成立つといえる。よい音響環境

をつくり山す上I e は， ζ の反射音の集積の性質L、かんが

最も大切な条件となる。

反射音の1時間的，空間的集積がいかなる性質を有して

いるか，またそれらが人間 lζ 対し ，更に受音険器に対し

てどのような影響を有するかを究明し，その成果 lζ 従 っ

てよき環境を構成するととによって ，人間にとって最も

有用な音響環境をつくりだすととができるわけである。

音楽堂等については昔から音響環境をよくするための努

) ] が重ねられてきていたが，乙 れらの問題が音響科学 と

して取り上がられ，その成果を挙げたのは， 今世紀初j 頭

米国ハーバード大学物理科教授 w. C. Sabi 刊によって

である。それ以後欧米においては多くの研究が行なわれ

ているが，わが国では戦前 lζ は，其 iζ 音響環境 lζ ょいと

いえる建築物はー，二しか なく，ほと んどの建物は音響

環境が非 ＱｦｾＧ ｾζ 不良なものであった 。 乙れには一般的 ｬζ ，

i J ! 築音響lζ 対する学問的水準が低かった乙とや，経済的

な問題もあったであろうが，根本的には，建築物におけ

る音響の重裂性の認識度が低かったことによると与えら

れる。

戦後は NHK ホーノレ，神奈川県立公会堂，フェステ

イパノレホーノレ等をはじめとして，戦前 lζ 比べれは、音響的

lζ 優秀なものが続々と 生れ出ている 。では ，いかなる建

築音響環境がよいといえるのかという問題を簡単に考察

してみよう。

1. 残 響

残響とは ，音源の音を止めた後 lζ 残存する反射音の集

積で， I時間が経つとともに漸次減衰 して問えなくなる音

轡のととである。音を止めたときから測って音響エネノレ

ギーが百万分のー ( - 60dめになるまでの時間を残響時間
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とよび，ζ れの長短で残響の多少の目安としている。乙

の残響は多すぎても ，少なすぎてもいけ ないので，最適

の値がある 。多すぎる と音が残りすぎて重 なり，不明l僚

となり ，音質を害する 。短かすぎると音が淋 しくなる 。

乙の長適の値は ，室の容積が小さいと短かく，大きい と

長くなるし，音声，音楽の極類 lζ よって . また，公会堂

居室，スタジオ等霊の使用目的においてそれぞれ最適値

が変る 。設適値については種々研究があり ，精しくは文

献を参照されたい①。今その大略の値を記すと ，周波数

500cps  I e おいて講演を主とする部屋では ，300m
3

で0.7

秒，1. ∞Om
3

で0.8秒程度 ，音楽の場合は ，300m
3

で1. 2

秒， 1，∞Om
3

で1. 3秒， 10，α氾m
3

で1. 6秒，20，Ooom3
で

1. 7 秒前後がよいとされている 。 ζ のように最適残響時

間が室の大きさ，音の種類I e よって異なっている ζ とは，

人間工学的に興味のある問題である。

500cps以外の残響| 時間はとれより低い周波数でも ，高

い周波数でも500cpsと大略同じ値をもち ，低い方はやや

長い目がよいとされている 。以上の値はすべて人間の主

観により定まるもので . 人聞が快適と感じる値は人さま

ぎまであるともいえるので ，平均的な考え方である 。ま

た精密な心理実験によるものでなく ，経験的に既成の建

物を用いての dala の蒐集結果である 。

更に残響は ，反射音の集肢であるので，乙の集積の微

細構造が問題となってくる 。すなわち ，反射音がつぎつ

ぎときとえてくるときのそれぞれの反射音の到着時間の

いかんが，室内の音の良否をきめる上 lζ 問題となる。あ

まりある瞬間だけ強い反射音がかたまって到着し，他の

時間はあながあくといったのはよくないといわれてい

る。

しかし，乙れらの. ! J ' ，i j : J ' &がいかなるものであればよいの

かという乙との精宮な科学的な研' 先は，実験装置として

取級うには対象が大きくて高価なものであり ， 充分な

dal a をi写る乙とがむづかしし、。そ乙でテープレコーター

の回転をかえると ，音の周波数がその回転比でかわる ζ

とを利用し ，現在は小さい模型を作り，それに応じて周

波数も上げて模型内で音を発し，受音したものをまたも

との周波数にもどして ，試聴実験をするという研究が始

められている 。

更に建築物としての種々の制約か ら，理: 限的な音響環

境が作り出せないので，建築物による反射音はほとんと

とり去って ，人工的にスピーカーで反射音相当の音を発

して，理想的な音響環境をっくり出そうというような考

え方も現われてきている 。

ー
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上述のように室内の音響は ，多くの場合聴く立場のみ

を与えて話者，演奏者の立場を考えないものがほとんど

であった。しか し人聞が話をし，また演奏をする湯合は

人間工学の最も芯本的な考え方を適用して考えねばなら

ぬのであり ，人聞は自分の発した声を白からの感覚器官

によって聞き，乙れに従って自からの発声器官を制御し

て，最適の声を発するようにしているのであ り，もし ，

自分の発した声が聞えにくい湯合は， tlilJ 御が行ないがた

いために ，疲労も多くな り，よい声を発する乙とができ

ない音響環境となる 。今後の悠築物においては，この問

題 も大いに考慮し， 研究するととが必要であろう 角

2. 騒 '"巳
回

音轡環境をよくする上においては . 聞えてくる音を好

ましいものとすると問時lC ，不必要な好ましくない音，

すなわち騒音は乙れを軽減ないしは防止する乙とが必要

である。近年生 ｾ築物内 にも種々の 付帯設備 が増加するに

つれ，このまま放置すれば，乙れらの発する騒音が増加

する傾向にあり ，ま た自 動車，fG車，地下鉄，更には航

空機等の騒音もわれわれの音響環境を害してきている 。

音を防ぐには一般に遮音材を使J i j するが -!ll!) 童の場-

f? を与えれば，1 m
2 ｾ当りの 質量が Ｒ (古になって約 4. 4dB，

10倍で14. 5dBだけ多く防ぐようになる。そ ζ である程度

までの遮音は予怪にできるが ，これ以上は非常に高価な

らのと なる 》騒音軽減対策ではできるだけ音源において

防音し . また騒音源を遠ざける乙とが望ましいとい え

る。

そζ で騒音の軽減対策実施にお いては ，人聞に答のな

L 、納 まで乙れを防止するととは絶対に必要である が，そ

れ以上の 軽減は経済性を考えあわせて実施すべきであ

る 人間に1 1 = のない値 ，すなわち騒音の許音値は一般社

会通念から統計1ド11ζ 判断して定める乙とが必斐である。

総背の，11 容イI![ は多くの提2告が行なわれているが，現在

肢もよく行な わ れているのは Beronek の提案した N C

( Noi se Cri l eri o) 曲線である。 Beronek は低周波から高

周波までの各オクターブ帯域巾についての騒音の音圧レ

ベルを規定する曲線E平をつくり，との曲線を小さいレベ

ルから N C- 20. N C- 25というように名づけ ，室の使用

目的に応じてどの N C 曲線以下でなければならぬという

ことを提案した。乙れの枠組は文献を参照された l 、o @  

3. 8ack  Gr ound Mu s ic  

音響環境としては騒音が存在するのは困る。といって

全くの無音状態が好ましし、かといえば ζ れもまた考えも

のである。全くの無音の状態ではその場で鳴る少しの音

も大きく浮上ってくる性質があるととは，W eber . Fechner 

の法則からも明らかである。そ ζ で音を全く i尽くする乙

とをせず，快よい音を邪魔にならぬように流し，とれで

騒音を抑制してき乙えなくし，更に積極的 lζ 快い音響環

境をっくり出して，丁度色彩調節のように音響環岐を調

節しようというので生れたのが Bock Gr ound Musi c ( B.  

G. M) である。最近は騒音抑制はあまり考えず，音楽の

人間への心理的効果をねらうものが多いようであるが，

各湯合について最も適当な方法があるわけで ，，、かなる

場合も B. G . Mが存在する方がよいとはいえず， B.  G . M 

のない方がよい場合もあり ｉｾ は良識をもってとれを取

り入れるべきであろう。

4. パブ リック ・アド レスの音

われわれが街へ出て最も多く接する音の 4 コlこパブリ

ック ・ア ドレ スの音がある。釈のプラットホーム，車内，

百貨j苫，競技場，観光地等すべて人の集まると乙ろには

パブリック ・アドレスが備えられている時代であるが，

これの音質の不良であるものが円立ち，音ifJt ro岐を大き

く破壊する音の暴力がいたるところにはびとっている。

音響環境はその場 lζ 最もふさわしい及適の状態があるの

に，乙れをぶちとわして平気でいるのは全く百; 吾同断で

パブリックアドレスの音をよくする乙と ，また不必要ーな

放送をしない乙と が肝要である。なかには全く不明瞭で

きたなく，大声のものがあり，人間への心理的思彩替は

甚だしいものがあ る。 ζ れの改善 lζ は，音響機音の改 d'

と同時に，建築物内の音響の改善が必要である場合が多

し、。

5. 音 の 世 界

音の位界は人間にとって最も密接な世界である。耳 lζ

はふたがないととは光の世界よりも音の世界に密伎に人

間が関係しているといえよう 。音響環境の浄化乙そは人

間の精神的な世界の向七に大きな貢献をするものであ

る。公会堂，音楽堂 ，ホテ J レ等では音響m績を考慮して

設計される乙とが多くなったが，一般の事務室，家庭 ，

駅等のわれわれが日常; 多く接する音響f ! J 境 IC対する配l也

が非常に少九五い。今後はもっと ，乙れらの場所の音響環

境の向上につとめるべきであろ う。

文献①ｾ削康雄ｬＮｬＡ築音穆 日本政送協会 P. 23- 26 

l . l ! 築音響工学ハンドプック 技線虫 P. 174- 175  

@  L .  L.  Beranek:  Noi se Cont rol  3.  ( 1957) P .  19- 27 

牧田臨雄 H築官電車 P. 107- 108 
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ゲ巳

二L 調( 人間工学に 望み たいこと)
大阪市立大学教授 田 中 良 太 郎

人間工学は緒科学の協同によって成立するといわれ

る。乙の場合快適な作業環境を作るための空調の在り方

を述べるのが適当かもしれない。 しかしその基本となる

生理学や衛生学はすでに示されているし( 生産工業の諸

般の条件に圧倒されてあまり守られていないが ー) ， 

いろいろの工場や作業場における対策や私の経験を並べ

るには紙面が足りなし、。そとで乙の小文では人間工学 IC

望みたいととを，疑問や現状を訴えながら述べてみる ζ

とにする。

目 標

人間工学は機械や器具の設計の側から創められたもの

であり，操作者としての作業員や利用者の能率安全およ

び快適のための環境形成 lζ 目標があるのだから ，また

「従来は機械本位IC考えていた」設計者が，人間も，環

境も. 生産のためにはすべてを犠牲にして，ただ能率一

点強り lζ 考えていた設計態度を切りかえて，作業者の安

全と快適を考慮するに至った ζ とは ，常 iζ 入閣の環境改

善を念願しているわれわれにとって誠に有難い乙とであ

る。 しかし一方 ， i 作業員の健康保持のためには生産能

率の低下もやむを得ない」とする労働衛生学者の立場

と，まだギャップが存在するのではあるまいか ?

現 実

人間工学の成立過程を i Enc ycl ope dio A meric onoJ でさ

がしてみると ，何としても equi pment design の問題であ

る乙とがわかる 。 第二次世界戦争は科学の競争であっ

た。あらゆる武器はますます後維になり，操作にあたっ

て判断と動作の精度と迅速を絶対に要求する 。あるいは

また超高温. 超低圧という最悪な環境にも勝利のために

は武器の操作をやめるわけにはいかない。かくして人閣

の能力の限界点を知り ，またその拡大訓練が始まったが

長時間をかけて訓練した特極人材が次々に消尽される lと

あたっては，即席の訓練あるいは全くの未経験者でも操

作できるような，また遠隔操作のできる武器の設計が要

求される。そ乙から操作の機械化や自動制御化が初まる。

その長初は視党的な計器類の改良と情報伝達システムで

あった。 平和にな って，乙の経験がそのまま， C omme r .  

c io l  devi ce Iζ 利用されるに至っている 。 戦争が終って

みれば，自動制御が急速の進歩をみせ ，人| 却の感覚 ・速

動その他生理学的心理学的測定の方法がまず『しく生まれか

わっていた。 ( 乙のへんにもう 一度従来の人間研究をや
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りなおし てみる問題が存在する。)

元来生理学者は . 人聞に関する真理の探求そのものを

目的として人体を解析し ，また労働衛生学者は 、労務者

の健康を守るためにいろいろと生理学を応用した研究を

行なってきた。それでも実はそれらの内容は健康の地進

にまで行きつく乙とができず. 有害環境の改善や疲労か

ら生ずる危害防止なと，せめて発病しない限度が利用さ

れたに過ぎない ，といえるのではなかろうか。

一方ホワイ トカラ ーは Commer c i al i s m の波 I C乗って工

場では考えられない立派な空調設備の完備した室内で作

業し，衛生学者の推奨する保健のための限度を超えた感

覚的満足感 lζ 立脚した空調を要求しつづけているのであ

る。人閣の主主康の保持泊i進のためには庇護的環境よりも

刺般的環境を必要とする 。ただ乙の条件とその持続l時間

が問題である 。 も少し詳しくいえば，作業の程度あるい

は休憩，連動等一日中の状態によって， ζ の両方の環境

条件が組合わされていなければならない。つまり 一 日中

保育器の rt や熱帯魚の水糟のような定常状態の中 ICいて

は，かえって春瓦秋冬 iζ 応じて自律神経の行なっている

無意識の自動制御機能が減退するという ζ とである 。

だが最近は工場の作業環境も次第によくなりつつある

といえる 。 しかしまだまだ貧弱である。その証拠lζ . 工

員の保健管運組織の不充分な乙と，実力と能力をもっ術

生管浬者のいない企業体の多い乙と，安全と衛生が常 IC

同列におかれているため，両方lζ 問題があったときには

いつでも安全の方が優先し，衛生が後まわしになる乙

と，また作業改善の助成金や貸付金にしても安全の方に

のみ特点があり ，術生は空文になっている等々の後進国

的実状が数多い。

以上のような現実を人間工学ではどう考えてくれるの

だろうか ? 環境の改善は生産目的 lζ 結びつける ζ とが

誠に困難である 。設計段階へのアプロ ーチは甚だ巾が大

きし、 。

場

従来の工場では生産装置の設計にあたって，能率のた

めにはｾＺｾや騒音は出しっぱなし，有害粉脱もそのまま ，

製品のためには高広高湿もまたやむを得ないとして ，せ

めて多少の手当を出して労資共満足していたといえる 。

一度それらを室内 lζ 撤き散らして，建築的1 ( ，吸音，遮音

排気，封1，ガスの処理を設けねばならないととが多し、。た

だし建築 Ｑ ｾ の圧迫があり，かつ建築基準法の性絡から，

• 



実際にその設備対策については ，特K 工場の場合建築設

計者は ，法的には責任は追求されない。道路の側溝錦除

は衛生局であり ，その塵芥を集めてもっ て行くのは清掃

局であるよう なものである。人間工学が，作業者の能率

安全のみならず，快適環境までも目的とするのであるな

らば，せめて室内環境を汚染しない機械や装置の設計に

までも進めてほ しいものである 。騒音のない機械，熱の

でない装置が設計されるならば，それに越した ζ とはな

いが，少なくとも遮音遮熱が考慮された機械であってほ

しいと思う。どうしても防ぎ得ないならば，遠隔操作あ

るいは自働操作を利用すべきである 。現lζ 製鋼工業が見

事に行なっている。建物自体が機械装置と一体になって

設計される場合もあり得る。規能がそのまま外観 IC現わ

れている建物があるのだから工場でもそれは可能でt あろ

う。しかし装置の互換性や改良新設などがあるから ，全

く余裕のない空間では困るが。とにかく建物の方も機械

の上屋であるのみでは困る 。

そうするととによって人間のみを対象とした空調が可

能ならば，誠IC好都合である。実際はなかなかそうはい

かないと乙ろに ，工場の空調技術の良不良があるわけで

ある 。

問 題 1.

人閣の測定の方法が進歩してみると，いままでの研究

をもっと精密な眼で観察するととができそうである。元

来環境評価の目標値には数段階あるが，工場では健康 IC

障害がおとるかとうかつまり極限値が問題になる 。毒性

の場合および急性の場合は別として，湿性の場合にも ，

人聞の側の影響としては疲労とそれに由来する作業能率

の減退( 単純な作業を諜して) を重要な測定の尺度とし

て労働科学は進んで‘ きた。Be ldi ng と Hat ch の熱ス トレ

ス説も高温環境のと乙ろを扱っている 。限界値の問題は

上記の場合など比較的考えやすいが，それでも人間の測

定が心理的測定でなく，物理測定の方法が進歩した今日

もっと詳しい乙とが判るはずである。ただその方法はい

ままでよりもうんと経費がかかるであろう 。

次は健康保持に対する至適目標値である 。人体は生命

維持のため恒温を必要とする( 詳しくは酵素の活動に最

適な温度) 。 しかして一定の範閣内は意識にのぼらない

で完全に自動制御が行なわれているが，その範囲を超す

と暑さ寒さを意識して着衣による意志的制御を行なう乙

とになる。次は室内の空調がくる。 ζ の無意識的自動制

御の一定範聞は個人差も大きく，また鍛錬によって巾 を

ひろげる 乙とができるととと ，持続時間が大きな要素と

なり ，着衣 lζ も個性があり ，等々のため，室内環境の目

標値になるとそんなに厳密さを要しないので，なかなか

定めにくいが，乙の方も従来いわれている説を，もう一

度検討しなおしができる段階だと思う 。

問 題 2.

環境空気の評価のしかたは ，大別して二つの方向 iζ 向

って研究が進められた。もちろんお互の相関性も後日検

討されている。その一つはカタサーモメ ーターから初ま

って， 環境空気の冷却能を計ろうとするさまざまの計器

類である。いずれも人体の熱放散の機序を機械的に再現

しよ うとする。主として欧州の研究であるが，日本でも

労研が「生体温度計( ラフ レコメータ ー) J を発表して

いる。しかし実用 IC供しうる計器となると ，とても人体

の循環系統がお 乙なう変化に即応する複雑巧妙なメカニ

ズムま では内蔵できないので，空調技術の例ではあまり

利用されていないし， また研究函も乙 ζ 2 ，30年来進歩

していない。

その二は，人聞の感覚的主観を統計的に整理したいわ

ゆる E，T，およびその改正などの一群で，室内空気の温

湿度気流および周囲物体温度という四つの環境の側の索

価を組合せて一つのインデックスとして表現するが， 空

調の方ではその索価の一定値を設計の指標として乙の方

がよく利用されている 。その理由は「使いやすさJ にあ

る乙ともちろんであるが，前 lζ 述べたように「快適さ」

の近くではあまり厳密なととを要求しなくともよいせい

でもある 。しかし高温環境では ，ζ の四つの素価の組合

せはそう簡単にはいかない。つまり快感帯の近くで‘ は温

度以外の三つの紫価の変位は-E L感lとそう大きく影響しな

いが，高温の場合は ，その三つの大小 IC対して非常に迷

った生理反応を人体は現わす。従って空調設計の上手下

手が如実 lζ 出てくることになる 。

人閉工学ではそんな高温 ｅｩ￞ｾ を作らないというので あ

れば問題はないが，との辺にはまだ未知の分野があ る。

外気の新鮮さについてもまだまだ解結されているとはい

えない興味ある問題が含まれている 。

録後 lζ 一言。 上述の問題 IC関迎するが ，人間工学が，

人問機械系を考えるとき ，思1 ¥応という乙とをどう扱えば

よいのか， それが私にとって知りたい大きな問題であ

る。人間の未来 lζ 関連する 。
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ガス・粉じんと労働環境

は じ め に

毒性のあるガスや粉じんはもちろんの乙と . 1m毒とい

われるものでも，ある限界以上の濃度のものを吸入する

と，明らかに有害な作用がある。われわれの生活すると

とろ ，ど乙 l C行っても ，多少とも乙の好ましくない物質

を含まない空気は存在しないと言ってもよいであろう 。

乙の空気汚染の問題は，特定の工場の中やその周辺認の

みならず，大都市においては広範な地岐にわたって甚だ

深刻なものとなってきた。

乙のガス . * ' } じんの問題をとりあげる工学的な立場に

は，次の三様のものがあるように恩われる。すなわち ，

i) 有害なガスや粉じんの発生する工場内における作業

環境の保全( 労働者保護) . ii) 各種工場， 事業場， あ

るいは自動車からの排気，などによる大気汚染の防止，

iii) 建物内環境の大気汚染からの防衛，である 。乙れら

はi珂らかに互に強い因果関係をもつものであるが，切 り

はなして ，個別にとりあげ得る ζ とでもある 。とのなか

で，人間工学と最も関連の深いのは，労働s ' ; i J : l : i の湯であ

ろう。

以下，ガス ，粉じんの問題を考える上 IC ，重要 IC思~

れるこ，三の点について述べてみたい。

1. 有 害 さ か ら み た 類 型 的 分類

有吉なガス ，粉じんとして，今日では約 400 極の物質ー

があげられている 。それらのもつ有台ーさを示すには，多

くは次の区分lζ 従う乙とが多い。

1. 毒性の有無

2. 急性防ｾ ( 中毒) と慢性障害( 中毒)

3  防古ーを起す作用，または障害の種類による分類

すなわち ，怒尖，刺紋性，ますい性，血液性，皮的

障害，神経障害，造血機能障害 ，その他各種臓器の降

2!? ，などである。乙のうち前の方のものは主に急性的

障宮を起乙す乙とが多く，後の方のものは慢性的な乙

とが多い。

( 個々の有毒物質が，上のニつ以上の毒性をもっ乙とも 少なくι ぃ)

4. 毒性のない粉じんについては，普通次のように分け

る。

鉱物性粉じんと，一般( 無機および有機の〉粉じ ん

さらに前者については，遊離けい酸含有率の大小に

よる区分。

2. じよ限度 ( 最高許容濃度)

われわれの生活環境には，有毒なガスや粉じんの存在
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しない乙とが望ましし、。しかし現実にはそれは極めて困

難なととである。したがって「現状では，乙の程度まで

の存在はやむを得ないだろう」という，がまんすべき一

線を設ける必要がある。しかしそれは広く公lζ 認められ

たものでなくては図るわけである。普通にいうじょ限度

とは，乙れにとたえて，臨床的な検査や動物実験などの

医学的知見その他から判断して決められた，いわば「現

状における妥協点」なのである 。 したがって，じよ限度

は，われわれの環岐を評価し，管理する上 IC重要な基準

となるものではあるが，必らずしも充分安全な範囲の限

界を示すものとは限らないし ，また決して不変なもので

d  

もない。

現在のと乙ろ，じよ限度がかなり明らかにされている

のは，労働環境におけるものだけで‘ あり，一般公衆の生

活環境におけるものは，残念ながらほとんど未知の状態

である 。

1. 労働環境におけるじよ限度

労働衛生の上で，わが国で最もよく引用されるのは，

A C GI H ( The  A me山 an C onf erence  of  Gaver nmenl al  

Industr 旧 I Hy gieni sls の略) によるものであるが，それ

によると ，現在の医学的知見からして ，そのなかで・長

期間毎日 8 時間労働を統けても ，大ていの労働者は ，

多分安全であろうと考えられる限度を示すものであ

る。そして，未成年者，非健康者，あるいは作業強度

の大きな場合などには適用できないものである 。

AC GI H のじよ限度は， 労働の科学( 労働科学研究

所発所の月刊誌) などに紹介されているので，参照さ

れたい。鉱物性粉じんに関しては ，上記以外lζ 珪肺審

議会できめた次のものもよく用いられる 。

第 I 水司直 第 Jl 水 単

遊縦けい殴 10%以上 1  ＴＰｾ 個Ｏ ＮＮＺＺＮ ，_ "'  1  ＴＰｾＺＭ ＱＮ＠ ｾｾｏ 倒 Ｏ ｣｣
1 -<旦mg血. : ' LI _<旦二型旦区旦f L1

遊離けい酸 105百以下 t  1. 000 <20)  2，0∞ (40)  

第 I 水噂: 乙れ以上ではけい約発生のおそれがある。

第 H 水司自: 乙れ以上では進行性の強いけい跡発生のおそれがある 。

なお，他の一般粉じんについては，じよ限度として

明示されたものがなし、。したがって営通には，鉱物性

粉じんの遊縦! 打、酸分の少ない粉じんのものが準用さ

h る。

2. 一般環境 ( 大気汚染) におけるじよ限度

上lζ 述べたじよ限度と同じ意味のものかどうかを別

lとすれば，一応の環境基準を定めている国( または

州) もあるが，わが国では未定である 。労働環境に比
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較し て， 一般環境については ，じよ限度を定め難い大

きな理由がいくつかある。すなわち ，一般環境におい

ては ，第一lζ ，赤ん坊，者人から病人をも対象として

考えなければならないが，それにおよぼす影響は特異

な( 職業病的な) 障害としては現われない。 したがっ

て臨床的，病理的 lζ 大気汚染による障害を事I i えるとと

が難かしい。第こには ，したがっ てその影響は疾病，

死亡，などの統計から調べる以外になし、。それには汚

染地域と 非汚染地域の住民 It : ついて大量観察を行な っ

て比較するのであるが， 両地域住民の喫煙， 生活条

件，あるいは気象条件，などの差による影響を確実に

除去する 方法が必要である 。第三 IC， 人体だけでぐ

く，動植物や金属なとにおよぼす影響も当然考慮す る

べきではないか，等々である 。

しかし ，いずれにせよ ，前述の労働環境のじよ限度

に比べれば ，桁ちがいに低い泌度がとらねは.ならない

乙とだけは明らかてーあろう 。

3. ガ ス ・ 粉 じ ん 対策

労働環境， 一般環境を問わず，その汚染防止について

の対策は，工場事業場の建設計画のなかで ，当初からし

んmに計画立案 されなければならなし、。事後では ，多大

の経費を' i l ! し，しかも甚だ非能率的な結果 lζ 終る乙とが

多いだけでなく，ときには策の施 しょうもないような事

態が生じる乙とさえもある 。多量の有害物j を扱う工場ー設

備の建設計画にあたっては，扱う( あるいは発生する)

有害物質の極類，畳，物理化学的性質，および毒性 ，な

どについての正確な資料を基に ，それに対処するに充分

な環境設備を設定しなければならなし、。特 IC公害発生の

おそれの大きい工場の場合は，事前にその気象条件や地

形などを精綱1 I 1t : 調らべ，それにしたがった建設計画をた

てるべき である 。そして ，工場の稼働によ って生じる大

気汚染状況の大略の予測をもっ乙とが必要と恩われる 3

今日では ，それがある 程度可能 となってきた 。

ここでは，ガス ，粉じ んの発生する有害作業場での対

処を考える とと lとする 。他の場合についても ，考え方と

しては ，おそらく同様のものであろう 。

1. 労働環境における技術的な対策の JI慎序

有害物質発生の根源から順次対策を考えるべきであ

るぜ

1)  使用する材料( 原料) を危険性の少ないものに変

える 。

2)  有害物質の発散する工程を機械化し ，完全密閉式

にする 。粉じんの場合は工程を湿式化する乙とも考

える。

3)  局所排気( 発生した有害物質が作業場内 IC: 拡がら

ないうちに ，発生源の近くで吸引し て しまう) 。

排気を外気中 IC放出するま でには ，原則として空

気浄化装置を通す必要がある 。

4)  全般換気( 室全体の換気を行ない，有害物質の気

中濃度を稀釈する )。

5)  保護具の使用( 防毒マスタ，防じん 7 スク，など〉。

さらに必要に必じて，

6)  有害作業の隔離。

7)  機械化による有害作業従事者の作業強度軽減。

なとも考慮すべき乙とである 。

上記のうち ，1) ， 2) は生産技術，あるいは険械技術

者によっ て十分検討されなければならなし、。特にわれ

われの痛感するのは，有害作業における生産段械に術

生面の配慮の欠けたものがあまり κ 多い乙とである 。

ま た の は ，応急的な ，やむを得ない場合にのみ用い

るべきで日常の作業には避けるべきものである 。一般

に広く採用される局所排気 と全般換気について，特 lζ

重要 と思われ る点を列記し ておく 。

イ. 局所排気のフ ー トの構造 . あるいは位置の不合理

なあるいは非能率的なものが多い。

ロ. 排気( あるいは換気) によっ て室内 lζ 生じる 気流に

ついての配慮( 特に汚染発生源と作業位置の関係〉。

ハ. 局所排気に際して， それに適した機械設備( 憐

造，位置) や作業方法などの検討 。

ニ ダクトの構造，ダク ト中の風速，排気 ファン の塑

や容量。

ホ 排気の浄化装置 CI徐筈装置) の性能と容量，およ

び排出口の位置と高さ( 一般It: 111:11'，ロが低すぎる〉 。

2. 管理上の諸問題

ガス ，粉じん対策において，良好な段境条件を維持

して行くためには ，他の一般の業務と閉じくそれに適

した管理組織を確立し八員を配置する乙とが何より大

切である 。それによ って，設備の点検，補修，環境測

定，あるいは改善の計画 . 実!illi なと・カミ定常自< ) に行なわ

れ得るのである 。

さらに，有害作業従事者ーには定期的な特殊健康診断

が不可欠であり ，障害の危険性の大きい作業につ いて

は，作業時間の短縮. 作業員の適性配置 ( あるいは配

置転換) なと‘ の考慮が払われねばならない。
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オ フ ィ ス の レ イ ア ウ ト 一 人 間 のワ ークスペース ー

1  オフィス レイアウト の意義

一一住む人間の立場にた った空間構成一一一

「オフィス レイア クト」という題名の専門脅を出版

してからまる 2 年になる 。そのせし、か本年 1 月から N 市

の高層庁舎 (45，0∞m

2

) のレイアク卜について相談をうけ

ている 。ま乙とに光栄な ζ とである 。ととろがレイアク

卜の小論文 も雑誌に20ほと害かされ，やや 7 ンネリの感

がある。私にとっては有難い乙とで不平をいえた義理で

はないが，よくど勉強の諸氏 lζ は7 タカといった内容が

あるかもしれないので，はじめにお許・しを願っておく 。

いままでの建築は，ハッキリ l 、って入れもの( 容器)

本位であったと私は思う 。壁にカをもたせたり ，11襲警: 建

築 lζ したのを ，力学と空調能力不足のセイにしていた 。

tl l : 宅にいる女の子は ，近代的無窓工場の勤務を過去にさ

験しているが， 女工員らはカンコヲと呼んでいたとい

う。光をカットしコンクリートの自主宰 lζ とじとめられる

のを ，人聞は本能的に倣うのである 。企業が利益本位に

走るため ，人間的な面が，片すみに押しやられてしまっ

ているとしたら悲し t 、。女工哀史，否，サラ リーマ ン哀

史がオフィス ヒソレで生きているといったら極論であろ

うか。

しかし以近は，とみに居住する人間の立rj，3で設計がさ

れるようになってきた。でき上った家IC丘俗で入るなら

いざしらず，あ らかじめ入居後を惣定してレイアクトし

能率的な設備をそなえつけてお いて，合理的な企業活動

( 生活) をしようという計画的な空間構成の考え方が，

理解されるようになってきた。レイアクトを配置と訳さ

ず，空間構成と考えるようになったのは ，たいした進歩

である。 8 年ほどまえ ，0 製紙や A 化成，H 県の折lζ は

レイアクトを「机の配置でしょう」という人がいたが，

今昔の感がある。

オフィス同志のレイアクト，本社ビ J レと工場事務所の

レイアクト，工場事務所と現場事務所のレイアクト ，局

・郎 ・諜別のレイ アクト，そ してやっと室内の机のレイ

アクトのH民になる。 オフィスのレイアクトとヒトクチに

いっても ，いろいろの種類のものがあるという乙とを認

識していただきたい。
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この間，占い建物の N 社へ行った。ちょうど事務機械

の配置がえの段! わであったが， 1 " " そ乙はハリがあるから

大丈夫」とか ， 1 " " 柱があるからオ ーケイ」という調子の

やり方である 。レイアクト以前の姿を見てしまった。

先ほど 2 月 ICは，銀座の表通 りで，でき上ったばかり

の建物j の l 階天井コンクリ ー トIC大穴をあけているのを

見た 。[ 首主が改築中なのだという 。

梨県では昨年末! とデラックスな新庁舎が完成した。と

乙ろが移転の日，せっかくの間仕切りの板をとわしてい

るのである 。組織人員 lとあった部屋の大きさに間仕切り

がしてなかったからである。

これら! 立，いずれもレイアクト以前の問題が解決され

ていなかったホンの一例にすぎない。

2  スペース 算定法

一一これだけの面積がないと

レイアウトは不可能一一

私のいちばんニガ手なのは ， 面積が足りないのに ，

「そ ζ をどうかムリして上手にレイアク トして くれーと

いわれるヤツである 。絶対的な面積が足りないのは，本

当にどうにもならないから困っ てしまう 。i面積があって

はじめてレイアク トができるのであって，狭い面積のレ

イアク卜は ，当然ム リが生じるものだ( 乙れは故近にな

って悟ったととである) 。

もちろん頭の使い方で，立体化 ・整理整頓 ・マイク ロ

化など考えられるが，一定の限界があり ， しかもあるて

いと面積がないと ，理想的なレイアヲトはできないとと

がわかった。斜め配列 ・直角配列 ・単独同向配列といっ

た机の配置を理想的に自由に行なうため，つぎのように

値を体験主義からおすすめしている。

まず‘ 人間 l 人の両手を鉱けて動作する範囲と し て ( 動

作経済の原則から) 3. 3 平方メ ー トJ レ，そζ へ机とサ イ

ドデスクとイスを入れて4. 95平方メ ート J レを一般事務職

員 IC見込んだ。乙れを20階庖の役職別にわりふりし ， 1  

人当りの基準面積を与えた。た とえば課長7. 26平方メ ー

トノレ，係長6.53平方メ ート ノレ，セールス 7 ン3. 63手方メ

ー 卜J レといったぐあいである。

¥r 
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i一単独同向配列 。

の 配 列 一 一 同 向 配 列 ー1- 2 3' IJ 同向配列

( 学 校 式 )

人間工学的に理想的な配列であるが，スペースがいる。

- 3列同向配列

同向式のなかでは ， もっともスペースが少なくてすむ。

n 中ICすわる人の出入り rc 通路が多くいるのでおすすめできない 。

一 斜 め 配 列

一 直 角 配 列

図表 1 {J L の 配 列 と 特 徴

。 とれi C 組織人員を掛算すると ，たちまち係 ・課 ・部あ

るいは会社全体の標準必要面積が算出できてしまう 。 乙

の結果を整理してみると ，筆者が過去! とレイアク卜した

会社( もちろん組織が異なり役職別構成がちがうのでは

あるけれども) を平均して ，約 6，∞0人の結論として，

I 人当り 5. 8平方メートノレ( 1. 75坪) という値がでた。

乙の ζ とをノ、ッキリいえば， ω 0 人の職員のいる会社

では 580 平方メ ート ノレの一般事務室( 事務所ではない)

がいる ということであ り，1，∞0人の職員の会社では5，8

00平方メ ート ノレの事務室がないと理想的なレイアクトは

できないという値なのである。

さらに建物の延面積の結論だけを示せば ，外国の例で

，i ， 1人 13. 3平方メ ー トノレになるという 。 コノレビジュ ー

ル モジュー J レからあきらかなように ，外国人と日本人

では体格差が 1. 1対1. 0であ るから ，筆者は ，12. 4平方メ

ート J レが日本における事務所( 事務室ではなしつの原準

必要面積だと考える者である。

ロビー ・応接間 ・会議室 ・階段 ・エレベータ ーホーJ レ

. 厚生施設 ・食堂 ・駐車場までふくんだ値であるから ，

ゆO人の織員では 1，240 平方メ ー トノレのビノレがいるとい

う乙とR : なる 。さらに行政機関では ，永久保管の書類と

現業の青図が多いから ，プラス アノレフ ァを忘れてはな

守 ム ハ

f コ" v  '。

• 
3  一日 の% を す ご す オ フィ ス

一一能率が考えられているか一一

さきR : 述べた乙とと反対の立場で考えてみる と，いく

ら人間工学的によくても ，オフィスの能率が悪ければ企

業は成り立っていかない。しまいにはオフ ィスまで他人

iζ 明け渡してしまうような ζ とがあってはレ イアクト ど

ころの話ではな い。

人間的にも能率的 lζ も，両方からよいレイアクトとい

うものはあるだろうか。

いまかりに机のレイ アクトを考えてみよう 。図表 l の

なかでも同向式が現在ハヤリである。一方方向 lにζ 向つて

学

- れる会社が多くなつ てきた。いわゆる アメリカ式の配

動作経済の原則 rc マッチした机

rc な ったため，奥行がせまくな

り，引出しがファイリン ク式に

手の動作範闘をカパーで きないほ

ど奥行の深い木袈の机を使ってい

fニ。 なった。

図表 2 告 と 今 の 机 の 相 J昆

列法である。机を向い介わせて本立を 中聞にのせるやり

方が，引出しの中 lζ ファイリングで帳簿が入ってから ，

実現できるよ うlとなった( 図表 2) 。

同向配列は全員左採光である。 向い合わないのでオ シ

ャベリをしないから環境が，Yf' かになり ，精神を集中でき

るので，調査 ・企画部門! C : はよい。 ヒ7 ツ感染も少な く

衛生的である。

乙れにくらべ対向式は ，朝lぬし か顔を合わせないセ ー

J レスマンの職場，人 lζ 応、待する職場にむくといえよう。

流行だからナンでも 7 ネするというのではなく ，仕事に

あわせてレイアク卜を工夫すると ，仕事がたのしく能率

的になる。

最近はエア シューターやカ ード スライダーなど搬

送機械が発達した。あらかじめ壁! C : 穴をあけて設置し で

あれば，足を歩ぶ必要がなくなった。廊下がなくても レ

イアクト カまできる l時代なのである 。カ ーテン クォーノレ

は窓を大きくした。壁lζ 書庫や書棚を積む乙とができな

くなった。大部屋主義はシック イとタイノレを除いて移動

可能なパネノレになった。柱が力をもったからだけではな

く，企業の組織変化を急速化したから ，高9!遜のき くレ イ

アクトが必要になったのである。

このような時代であるから ，われわれもオフ ィス レ

イアク 卜Iζ 対する考え方を ，さら に一層 ，研究開発し な

くてはならなし 、。通路スペ ースが少なくてすむから 2 列

同向配列をすると いうだけではなく ，人の流れ ・仕事の

流れにしたがって， トモエ モンジ型やラセン型のレイ ア

ヅトが，当然，工夫されるべきではなかろうか。
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家具 と人間工学

安井建築設計事務所第三設叶部長

渡 辺 敏 雄
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人 間 工 学 以 前

在来から小精子の座の高さの標準は 450mm- 420mm，

奥行は450mm- 430mmと称され，作業用- ! J Lの高さは750mm

- 720mm，椅子とシ ート の高さの差は 300mm程度といわ

れてきた。ととろがとれらの寸法の妥当性についての客

観的なデーターが存在せず，各々のデザイナ ーが自らの

尺度で 基準を作って ， それに拠って家具が作られてい

た。

約子テーブ J レなどの寸法だけではなく ，.f(，t子のスプリ

ングの硬さ，やわらかさ ，背の傾斜角度なとについても

客観的なデーターがなく ，設計者によってその採用数値

に相当なひらきカ五みら れる。

人間の体そのものが，ある程度の適応性をもっている

ために ζ うした基本的な人体と人間との関辿に ついての

科学的な分析，研究が欠けていた ζ とは認めないわ けに

はいかなし、。最近になって人間工学の進歩に伴い ，人体

と家具との適応 という 商から ，乙れらの寸法につ いての

実験が行なわれた結果 ，機能1Cl . l i く第: 観的 な資料が順次

得られるようにな り，在米の観念が修正されなければな

らなくなってきた。 たと えば約 J二の目玉の高さを測るの

に，在米は座の前縁の土手の尚さを規準としていたが，

座を構成するクッションおよびスプリングの状態に よっ

て，その沈み方が奥る以上，その規準を土手の高 さで測

るととは不合理である 。

また廻転附子lζ ロッキ ング装 ill のついたものがあった

が，乙れも休息のためにつけられたロッキング装置が，

実は全然休息のための後能を果さず辺の働きをしてい る

ζ とがわかった ，と いうのは休憩のために背lζ よりかか

ると，l J i 心の移動 lζ よ りロッキングが働いて背は後へ移
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動するが人体の方はそれとバランスをとるために腹部の

筋肉が緊張する乙とになる。椅子の背の傾きはなかなか

休息用の椅子としての適当な傾斜になるのであるが，乙

の背がしっかりと 人聞の体をうけとめてく れないため

に，かえって疲労を増す結果となる乙とが筋m図によっ

て判明した。

さらに椅子IC座ったときの体圧分布を考えると ，椅子

のクッションの柔らかさについてもいろいろ問題があ る

ことがわかってきた。

もちろん戦前から乙うした人間の体格と ，家具との関

係についての生理学的，解剖学的研究は進められ，その結

果も正しいものもあったのではあるが，測定方法が現在

のように科学的なものでなかった乙とや，実験方法が幼

稚であった乙となどによって説得力が不足していたり ，

あるいは社会の家具に対する認識の不足，あまりに もデ

ザイン本位の風潮! のためなどによ り，そうした研究結果

を具体的に生か さず，発展をみるととができなか った。

o訴房の流 し台の刊さ，棚の高さ と疲労度 lζ 関する 研

究や ，椅子の座の高さと背の傾斜 lζ 関する研究なとは戦

前にもみる乙とができる。)

また，家具を使用する側でも，人間工学的な厳密な軽量

能を家具ーに姿求するのではなく，日常生活において大し

た不自由もなく過してきたというのは ，前述の ように 人

体そのものがある程度の適応性をもっているために， 家

具と人闘が 対立するものではなく，緩和するものと し

て，存在してきたのではないかと考え られる。したがっ

て，そ乙 IC現在の人間工学にみるような厳密な機能を要

求する ζ とがなかったために，人間工学的なllii での研究

がみられなかったのではないだろうかコ

人 間工 学の 導 入

第二次大戦後 ，めざましい産業界の技術革新に伴って

機械と人間との関係 、が 非常に密接になった 。 人間と機ｾＺ

はギリギリの立場で対決しなければならなくなり，人間

と機械とで構成する機構の全体的な性能を上げる ζ とを

要求されるようになり，そのためには ，機械の性能を上

げるととと同時に人間の性能をも上げなければならな く

なった。人間衛星における 人間と徐被との関係はその&

先端と考えられるであろう 。

乙の場合，人聞が如何 lζ 能率的 IC疲労を感じないで機

械を操作し誤りなく人問機械系の性能を向上させる かと

いう商から解剖j学的 ，心理学的 . 生理学的な分析を試み

ようというのが人間工学である 。

乙れを狭義ICいえば，入閣の居住空間を如何にして快

適な環境とする乙とができる かということになるわ けで

あるが，乙の考え方を家具と人間関係 IC適用して. 入信j



が疲労を感じない椅子はどのような椅子か，作業 ｬ￬ｾ 率を

高めるためにはどのような約子か，それに対応す るデス

クの関係、はどうか，なとi Cついての検討が現在行なわれ

つつあり ， ある程度成果をあげつつある 。 ( 建築文化

1962- 12月号，デザインと人聞をむすぶもの一千葉大，

小原二郎氏一参照)

乙れは筋屯計によって筋肉の緊張を JI ったり . ) : 坐った

ときの体圧分布を測定して，約子のシートのスプザング

の状態を決めたり . }Ji : 4 放の測定によって，波労度や I紫

強度を測定するなど，主と して新 らしい測定方法をJ rJい

て家具と人体との関係についての客観的なデーターを得

ょうとするもので，その実験結果によれば，前述のよう

に在来の観念に相当修正を加えなければならないお重な

資料が見山される 。

とうした実験結果が ａ つｾのデーターとして集結さ

れ，解析されてゆく ζ とは家具の機能を向上させ，人1: 1]

と家具の関係を改善するととであり . J'J IC喜ばしいとと

といわなければならない。乙うした人間工学的研究の進

歩には ，前述の ような医学的測定方法の進歩にまっとこ

ろが非常に大きいと忠われる 。

家具において，人間との関係を科学的に分析するとと

κ よって，人聞にとって快適な家具が製作されるとと

は，在来ややもすると形や色の撃やかさのかげに見失わ

れがちな家具の基本機能の認識という点で，大きな芯み

を見出す乙とができる 。

家具と機能

建築，工芸と同じく家具もまた' J i / : 則性を無視しては成

り立たない。実用性の基本をなすものは人間である。尖

j 町立が機能の基本となるにもかかわらず，その基本機能

についての適確な jt ! 慢が充分なされているかどうかとい

うJ誌については甚だ心もとない実情である 。

たとえば，銀行営業室におけるカクンターの高さと天

板の 11] との関係について，顧客の似IJ の使い勝手や，行員

制IJ の使い勝手，あるいは受渡し作業の円滑さ，疲労皮な

どについての研究データーが不足しているために，ある

銀行ではその高さが 900 mmであったり ， 他の銀行では

1， ∞Ommであったり ，天板の IIJ も“ )() mmであったり . 700 

mmであ勺たり， 乙の liiJ は少し!ム過ぎたから今度 lよ少し

j火くしようという位l交の決め方が多く行なわれている完

的である υ

そ ζｩζ ははんり人 ｉｴｾ と家具との関係について ， その 機

ｬ￬ｾ を充分 ｬζ 発 ｪｾｬ させるような研究がないのである 。

家具は実用性を満足させる と同時に ，美 しく なければ

ならない。しかしその本来の性格，機能を無視したり ，

軽視したりしたのでは本末を転倒したものというべきで

あろう 。その機能を充分に満足させながら，なお形もコミ

しく色も洗練されたものでなければならなし、。

その機能の満足のためには ，基本機能についての人間

工学的な研究と ，検討を加えられるべきであり ，その上

lζ 色，形などのデザインがなされるのでなければ ，完全

なデザインという乙とはできなし、。

東海道新幹線の列車については，人 IHj J 二学的な見地か

ら検討を加えられたj:!.t ] ' が探川されたと 1mいている 。と

乙ろがもしそうであるならば ， どうして Ｍｾ ｾｾと 二等のシ

ートはね| 逃するのだろうか ? 列車で旅行をするときに

座る附子というものは ，長"寺山腰かけて自主れないもので

なければならない。 ζ の機能を満足させるための柿子の

越本的なデサ、インは ，一，二等 lζ 関係なく同じ ものでな

ければならないはずである 。と乙ろが現尖 Iζ は，一，二

勾のシー トIC は基本 (1なな:.7，でt も相当な相逃がある 。乙れ

は列 'Ii の定員からシートの大きさや，奥行ががとめられる

ために人! 日jの快適性はある程度やむを得ないというとと

であろう。

交通機関は ，人1mをある "与問内 iζ ，安全 lζ ，ある地点

まで輪選するのが本来の目 的であって，安楽に ，快適に

というととは第二義的な問題だといいきってしまえばそ

れまでであるが，人間工学的見地から見て，なおもう少

し光分な検討がなされるべきであったと思うのは私だけ

であろうか ?

既製家只の多くは {"J れも見せかけだけ立派な裂l也を振

り ， クッションは柔かく ， 木目 ｾ￭ は外凶材のベニヤを伎 ｭ

し，ピカピカ lζl 沓き上け‘ られ一見ま乙とに公務ではある

が，それが機能的 lζ 充分検討されたものとは思われない

ものであったり ，シート の大きさやテ ーフソレの大きさは，

裂地の取都合や，メ ラミン化粧板やベニヤなどの材料の

規絡寸法から割り山されたものであったり ，貫主笥の奥行

は内 lζ 収納すべきものから考えられたものでなく ，ベニ

ヤ板の規絡寸法 lζ よって定められるなど，その本来の機

能を忘れ，人| 習を忘れた家以が氾濫している。とのよう

に家具の木来の機能が経済的な理由によって歪められて

いるのをみる乙とはまとと IC残念である 。

しかもデザイン以前の芯本的な機能が解決さ れていな

いために ，それらのデザインは単なるフオ J レム K のみと

らわれた !f，e1子商品のテ. サ‘ インとなり下っている 。

家具とそ の環 境

家 ｊｾｉｃ ついての人 Ｑ ｬ｜ｊ｟｛学 的は問先 ととも κ ， その ｅ か

れる環境を ｾＮｬＧ 怪しなければ充分にその機能を全うするこ

とはできない。たとえばオフィスのレ イア ク 卜K おい

て，なるほど精子も机も人間工学的に考慮されていると

しても ，その配置が適切で・ないために ，波労が大きい，
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作業能率が上らないなどの問題が起ってくる 。ま た，応

援室において， ?SK 向って応接セットが配置された場

合 ， 窓をノ《ツクとする人は疲労が少ないが ， その反対 ｾｬｬｪ

の: 容に向う人は ，相手の顔が逆光のためによく見えな

い。 したがって，相手の表情を判別しにくいし窓商の明

るさと顔の而の明るさとの 比が大きすぎる乙とによっ

て ， 非常な疲労を感ずるととになる。また ， 音 ＡＧｲ，ｾ 類の 多

く並んだ監視盤の前 iζ 座って作業をするとき ，監視継の

泣かれている位置によっては，照明光Wj lが計器のガラス

K I決って，自を刺敬したり ，計擦がよく見えないために

波) j を感じるなど，家具そのものの機能を向上させて

も，その配iu : や周囲の環境との調布lを訴まるときは ，ふ

たたび家只を合む人間生活全体の機能の満足を得られな

くなく。

乙の他 iζ も，家J..!. のii'1かれているチIl l¥j ( インテリア ，

エクステ リアを Igj わず) ，古，色彩，光，JI.(i IY J. i!nl lJ't ， 

lul 山: ，25tt ，などいろいろな条例・がからみ介って人11'M主

的の機能会刷制しているのであるから ，乙れらの，f T，の人

1m [ 乍的な研究が相補って乙そ ，快適な I ! j市f; ; /境を1' 1' る

ための完全な人r : n_[ ' j! :というととができる。

人 間 工 学 へ の 期 待

現在進められている家具に| 対する人| 日j工学的研究は主

として附子に関して，人間の波うりr!r[ の測定の而からi f J 1め

られているように思われるが，乙の研究からさらに発展

して，たとえば精子の弾性体の組合わせと疲労度との関

係( たとえば精子の座のパネはどの郎分の強さはどの程

度のものが最適か〉について作業内容一一労働の質と長

について一一毎IC，具体的なデー ターが早急にまとめら

れる乙とを期待したいし， また椅子以外のいろいろな家

具についても，漸次研究が進められるであろうと思う

が，一日も早く ，乙 れが具体化を期待したい。

さらに現在行なわれている生理学的，解剖学的な人体

との関係だけではなく ，人間との関係にまでひろげられ
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なければならない。すなわち計るととのできない人間の

精神の要求の満足を考慮 しなくては「人間」工学とはい

えないであろう。

とはいいながら ，人休との関係 lζ おいてさえも ，まだ

やっと絡についたばかりの人間工学的研究であるから ，

乙れから本格的な研究が始まる段階で，今後研究の進む

につれて，多くの課題を解決してゆかねばならない。

多くの人々の理解と ，協力があって乙そ ，その成果が

期待できる 。そしてそ乙から人間と家具との新しい関係

が始まるのだ。

デザインも，実際の製作而も，人間のために本当に有用

で，快適で ，楽しい 家具がｾまれるととが強く望まれる。

主K14は社会とともに変化する。ネi 会の要求が新らしい

る〈lL，新らしい機能を要求する。それに応じて人間と家

μ との関係は常 K 変化してゆく。人IL¥J 工学は ，人間と家

ｊｾ とのｼ刻係の変化 ｬζ 応じて ，い つも修正され ， Ｇｬ［ｾＮｴ ζ 人ｲＺ日

のためのものとして存花しなければならない。

人 間 工 学 と デ ザイン

しかしながら ，ζ うした人間ム学的な研究はあくまで

デザインの必礎をなすものであって，そのものが目的で

はない。乙 の法磁の上 K デザインが築き上げられるべき

ものなのである。

デザインはそとから山発する。後れたデザインはとう

したIII礎的なものをすべて含みながら ，そζ から飛躍す

る。家具およびインテリアデザインは ，ζ れらの要素を

含み，満足させながら，なお常 K 新らしい価値を創り出

す乙とに努力しなければならない。

Henr y  Dr eyf uss .  の言葉をかりれば，

"人間工学は デザイナーにとって，必要欠くべからざる

ものであるが，それは一つの道具であって，すべてを解

決してくれる万能薬ではない。美術判断をするものは，

テクニックではなくして，あくまでデザイナーのも って

いる忽像j J で- ある。"

セラヌ令: ，;

セちタ ｢ｾ
山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社
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安 全 と 人 間 工 学

建 築 現 場 の

安 全 管 理

K K竹中工! I i 庖工務部労! I i l 型

長 谷 川 泰 民
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は じ め に

今 日もど ζ かで，誰かが怪我を したり ，死んだり して

いる。 人聞は辛おiを得んがために働 くのであり ，その た

めに怪我した り，死んだりする乙とほど，矛j目するものは

ない。人のｾは地球よりも重いといわれているのＱＨ Ｂ， 。

わが国にも，第二次世界大戦後やっと ，人命尊重の風

潮が生まれてきた 。 それまでは人の命の ｾｦ さというもの

を余り考えていなかったきらいがあった。大戦中におけ

るあの有名な 、等戦H は装備に重点をおき ，土芸乗員のs.1i

設についてはあまり考えて作られなかった。それに比較

してアメリカの 、タラ 7 ンH は，燃料タンクの防護はも

ちろんながら ，搭乗員 lζ 対する安全保護のため，防弾月j

の欽板が使用されていた。それだけでt米国とし ては人命

の尊さを考えていたわけである。戦後，わが国にも 人命

尊重というム ー ドがもり上ってきた乙とは ，真ICよろ と

ばしい乙とである 。

1. 建設災害の概要

わが闘における産業災害は ，毎年75万人以上の人が怪

我をし ，そのうち 7 万人の人が不具者となり ，また死ぬ

人が6500人という乙とである 。乙の死亡件数の% は辿設

業によ って占められてい る。ま た傷害件数は全産業の%

近くの比ギを内めている。

災'，'HI ;X比較表〔休来 8 日u.u

t  

正E

災害原因別をみると ，死亡については全産業において

「自動車等ICよるもの」が最も多く . i 墜落によるもの」

「落盤，物の倒岐，飛米によるもの」が乙れについでい

2長

全 産 業

死 亡 件 数 比 較 表

1'1 

2.271 

るが，建設業にあっては「墜落」が最も多く ， 次いで

「動力運殿J i 飛来，崩主主J ￭ 感 Ｇｾ ｇＺ ｊ というＩＱ良序にな っ

ている 。又以上の四ツの原因が死亡の8096を占めている

乙とを注目すべきである 。休業災害についてみると「物

の取扱い ，述搬中によるものJ が最高で「墜落J i 飛来

)J)j咳J i 撃突，踏抜」が乙れに次いでいる。従ってru設

作業所における災害防止のポイン卜は ，乙乙! とあると思

う。 ( 別表 1 . および 2を参! 恨の乙と)

2. 作業所における安全管理 方 法

ll ;没現場におけ る殆んどの労務，何は，下W1Ii U肢による

と乙 ろのいわゆ る，直接l ζ}冠制i関係のない労務おであ

る。またそのド治労務者は . - ，)i: の邸前 lζ 1.0: 1定して働く

のではなく ， }，¥i ，々と して作業場所を変えるのが常であ

る。

機械化 されたと はいえ，それはhkf捻工 'J J . 辺搬作業ぐ

らいのものであり ，依然として肉体労働が多い。従って

肉体的労働を提供す る労務者が多いという ζ とにな る。

肉体労働者という乙とになる 。肉体労務者といえば，比

較的 IC知識階級の者が少ない。以上のような労務者が多

いという乙とになる 。そ乙 lζ 建設業としての安全管] 11 の

むつかしさがあり ，人間関係の問題が大きく浮び上って

くるわけでt ある 。

加えて建設産業は受託生産である関係上，注文者があ

っては じめて生産過程IC入る。一般の製造工場とちがっ

て製造 し， 保管しておく ととができない。それK 場外作

業であり ，天候κ 左右される 。工期は限定される 。とい

った各々 ， 条件が一般産業と異っており ， そ乙にもま

た，建設業，独特の悩みがあるのである 。最近では特に

市街地における昼間作業が交通規制により ，ある程度，

制限される。夜間は ，また騒音という乙とで苦情のE j 3入

れがあり，作業を通行する上κ 大 きな支障になっている

乙とは，事実であ る。

ζ れて Ｕ ・の Ｓ ＱＧｩ ｾ 長引 を 克服 して ，作 業を ＮｬｬｬｩＤ させな ければ

はらな いという，恕条-1' 1 卜にあるのがi iFJ 3tj たの状態であ

ろう 。

災 与を受ける労務 荷はその ，}hんとが， 卜ad 労務 白であ

る。 羽JJj j を担当する人々 はいかに して，災'， '{- を未然 iζ 防

止するかを日夜，検討し ，あらゆる手段を諮じて，災企

管理の充実をはかつておられる乙とと思う。

災害の98% は人災であり ，あとの 296が天災であると

伝えられている 。人災は人が起す災害であり ，防どうと

思えば防け、るはずの ものである 。そうすると今日の災古
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の殆んどが，人災であり ，防止するととができるとと K

なる 。

Ｇｊ，Ｈ全官辺Ａの先ずＳｦｊ［ ー に必ｾなのは「柄ｩｊである 。 相 ｬ の

ないと ζ ろには安全はあり得ないといっても過言ではな

いと思う 。

作業所の所長をはじめとして，現場員，事務員，下討

業者の IJJ: &i 役，一般の労務者κ 至るまで上からー卜までが

ーツの家路にあると悶じような状態でなければならない

。家出でも規爺を I:r 心として，家族会員が和気.i l J と々し

た環境であれば，家庭円満，家の LI] はいつも笑いに満ち

あふれでいる ζ とであろう 。作業所についても閉じ ζ と

がいえる 。現J ; } を管理する者としては常にとのような ζ

とを心がけておく必要がある 。家 出は肉親速のｾまりで

あるが，作業所は他人の集団である 。との他人の集りを

いかに家l定的なふん囲気に盛り上げてゆくかによって，

私が保てるか，否かのポイントとなる。

安全は「愛情」が附随する 。愛情のない安全は;j j ! 悲で

ある 。例えば. ｉｊｉＧｪ 口ｾｾ日 ｬζ 手間をつけるとする。あたかも

I  ｾ ｉ し分け程度の貧弱な弱々しい手間を取付けて ， 安全施

設を波似l したと悦に入っていた。と乙ろが. 1J 14 LJ 郎の棋

を通った労務者が，何かの調子で，よろめいてその手間

に触れかかったと ζ ろ ， その手作 ｬ が破 損して ｉＩｉｾ LJ 1'.11へ墜

昨年した。ζ れなどは本当 lζ 災' 古防止という: i l l 援な乙とを

磁の Irf ζ 入れず，形式的 iζ 行なったがために起る不 !.l1¥

である。作業所の中で働く者がすべて臼分の親であり，

兄であり ，弟であると思えば，安全施設にしても，安全

教育にしても愛情をもってあたるはずである 。愛情をお

たがいが搾げ合う精神，乙れが「利i J となってくる 。

本の山ている釘を抜く心，突き山ている番線を折り

山げる気持，乙の気持を作業所lζ 働くすべてのノ¥がもっ

て乙そ災害は減少するものである 。労務者を監修する者

として常 fC I親切」を忘れてはいけなし、。も のの道理が

わからない労務者に対しては ，親切に その巡El ! を説明し

納得させるととである 。 それには， いろいろ苫労は多

い。前述したような階級屈の者を相手としての日々であ

り，ロでいうようにうまい工合にゆくはずがない ，とい

ってしまえばそれまでの乙とである 。 しかし ，皆，人間

である以上， 普通の人であれば判ってくれるはずであ

る。特に乙の作業所の者はすべてが ，自分の ｉｾ 親であ る

と思えばそ ζｦｃ 愛情も芥ＡＮｴえ ， 籾切さもか ｊｾ 、てくるであ

ろう。

ほんとうの規切 さがあれば ，例えのれんに腕押しと辺、

つでも ，協ゆまず安全の鐙を IJ ちl!13らすべきである u

ハ朝 礼 の 実 施

「拘i J を保つための 8 ツの力ー法として . 1J j U作業開始

lii Jf ζl ! jVJ平LJ を行なう乙とも一方策である 。労務者を全

員集めて，人員点呼，服装検査を行ない，作業所長より

i:YI の挨拶を述べ，安全当番が当日の危険災害区域を伝え

る。とき折は ，安全協力者の葱: u という乙とを折り込ん
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でゆく 。 ζ のように毎日 ，監醤する側と ，働く者とが朝

顔を会わせて後拶する ζ とから ，人と人との結びつきが

生まれてくる。

ム安全に対する提案

どんなささいな乙とでも，奇想天外のような ζ とでも

一応取り上げてやることである。案外，空: 町内なような

鋭奈の中から ，ーツのアイデアが生まれてくるかもわか

らない。そして提案されて ，すぐ実施できるものは速や

かに尖行 lζ 移すべきである。 I災害は待つ乙とな し」に

やってくる 。実施が早ければ早いほど災害はそれだけ減

ってくるはずである。

ム安 全 委 員 会

型エにだけにとらわれてはいけない。内容のある もので

なければならない乙とは言を待つまでもない。そして安

全委員はそ乙で働く人々の ，生命を守るべき義務者でも

ある 。家庭でいえば，親爺であり主婦でもある。従って

親爺は子供述を監管し，健康に育てる義務をもってい

る。家の IIJ の問題は家族会議を1) 郎、て，結論をだす。家

族全員の怒見を IUJ くことにより ，家族一人一人の人権が

尊重され ， 語 気の ｾ�ｬ は健康的になる。それと問機 ｉｃ 作業所

の安全委員会も ，各委員が，ZS見を卒直f C 発表 し合い ，

ｬ￬ 如何きのｾ勢で作業所の安全管理を積極的 ｬζ 推進すべき

である υ

ム安 全 施 設

安全 lζ 対する諸施設は完全にすべきである 。前述した

ような不完全な施設は論外である 。作業所の安全施設は

ぜんぜんやらないか， または完全にするかの二ツであ

る。乙のようにいうと不思議におもわれるであろうが，

少し註釈を加えるととのような乙とである 。安全施設は

ぜんぜんやらないと仮定すると 。そ 乙で働く労務者

は当初から乙乙は危険だから注意する 。なまはんかに安

全施設の不完全なものをしていると ，前述したような乙

とがお乙る 。今日においては当然の乙とながら ，安全施

設をぜんぜんしないでよい と考えておられる人は，先ず

ないであろう 。そうすると ，当然，安全施設は完全でな

ければ，いけないとい う結論になる。家庭であれば，と

のでている釘で子供が足を怪我しないようにと ，釘を抜

きj取るであろう。乙のような精神の上にたって安全施設

を行なうべきである。

ム安 全 教 育

安全はなにもむつかしい乙とではない。すべてが常識

ｉｉＧｊ な ζ とばかりである。 上から落ちてく る 物か ら 政 を Ｈｾｾ

必す るためには 「火全帽」を被る 。IJfj ｌｊ 自 ｾｈ ζ 絡 ちは いよ

うに丈犬な ｮ ・ ｮｱｊ を ｬｬ ｩｩＮ ｻ， ｪ ける 。 Ｉｩｊ誌は仰ｉｪｾ防止のために

「位つなぎ」を JIX{，j ける 。室内では$ きやすいように適

度なi J 胤 lリ]J をするなど，すべてが常識的な簡単な乙とで

ある 。 しかし ，ζ の簡単な ，子供でもわかるような 乙と

が，災際にできないのである。それにはいろいろ問題も

ある 。作業は日々，工程に応じて変貌してゆく ，それに



別表 1 各産業ならびに建設工事別死傷件数
別 ＦＮＲ の数下が示すごとく ， 雄投業死亡災Ｇ， ｉ ｾ

¥、、丸
摘 必

のう ら，やはり - ifi j ; い原因が， ，1事活災' ，I1J

死 亡 n ｾ＠

年 次

てあり ，全 体の25' tJJI. 上である。

j ;  Ｑ 軍 ｾｉ ｉ
37 38 

ミのI司::Ri l 次回通り てあ る。

担 i!'. T  166，176 160，304  1. 097  1. 211  

足場からのゆ治 18. 7Q;  

ｾｲＮ＠ "t 57，322 50，0.13 823 1. 233 

Ｈｾ Ｎ 目黒苛か ら ｩ 手探 14 .7Q;  

貨 物 取 11'< ::t ｾ ｉ ・ 3.1，827 34，228  347 364  

li' j: l商品、ら山
"  

9.5Q;  

1主 :* 7位 ｾｾ＠ 137，2Bl 124，38' 1  2，'158 2，271  

ス レート の l dl k 、 7.1  '+; 

J也 下 鉄 ( 建 : 止 )

Ｚ告 ， 開円郎 か ら ｉＧ ｾ，帯 5.7%  

961  971 28  14 

j亘恨の」こから I;r f. 耳; 5. 5免;

水 jil 

"  
6. 053 3. 419 91  82 

J話集から l宇治 4. 6'ち

鉄 m 軌 逃 3. 972 3.023 73  69 

コンクリートタワーか ら明 第 4.4場

鉄骨鉄筋コンク リートl ] 築i 2. 786 22.513  402  404 
将［子から ， ｾｦｴ 年 4. 2%  

木 治 そ の 他 建 築 31. 440 26，019 291 320 
町iJCi からゆ指 4. 0%  

そ の {也 主主 築 9，975 11，887 353 376 
その 他省略

Al 土 埼玉 59，361  53，162 934 822 

うE ，ui  不 Iil: '10  

水 1) ｾｏ＠ ffi 所( l ] : l ) : ) 6. 053 3. 391  185 144 

別表 2 労務汚死傷原閃別発' 1 : 状況

日十 J t 

亡 休 業 8 円以上 Ｂｾ＠ 死
時1 休 業 8 n 以上

劃j

動 力 伝 導 淡 fii 5  1， 665 1， 670 0.2  1. 4  

;J) 

連 動 刀 J益 重 織 119 2，333 2，452 5.2 1. 9  

転

動 力 運 搬 機 555  7，507 8，ω2  24. 1  6. 1  

災

一 般 動 力 機 35 5，7ω 5，825 1. 5  4. 7 

業所行動作

手: l ! J 儲 震 速 拙l 機 34 3，343 3，377 1. 5  2 .7  

手 :;JJ 段 工 J 1 4  5，436 5，440 0.2  4. 4 

取 4員 遂 ｾ＠ 59 40，268 40. 327 2. 6 32 .9  

罪E 末 1.1 域 447 19，8)<1 20，261 19.4  16.2  

災

'f! ｾ＠ 踏 抜 26 11. 469 11. 495 1. 1  9.4  

際 百年 596 19，974 20，570 25. 9 16 .3  

絡

m 主i 249  77J  1，020 10. 8 0 .6  

殊

f白
agas ， ｉ ｾｉ＠ 21  200 221  0.9  0.2 

険

t誕 ｾ￪＠ 破
g抗1!: '1 

32 501  533  1. 4  1.4 

災

rrs 熱 20 1. 219 1. 239 0. 9 1. 0  

雑

火 ヰE 15  30  45 

原因

倒 111 24 213  237 4. 5 1. 8  

災
雑 61  1. 945 2，006 

メ泊、

計 2，302 122，478  124，7ω 100  100 

う|モ特 号/ 11¥俣蓄を I ! 言支孟

/ 防火シャγ q - 全般 I ; る極主

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 J古

大 阪 市 北 区 玉三 位 町 30 電 話 ( 34 1) 9  0  0  4 .  9 0  1 6 .  4 8 2  5  

本 社 東 京 都 北 区 田 端 町 事 務 所 及 本 工 場 埼 玉 県 与 野 市
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つれて安全施設もかえてゆかなければならない。労務者

IC注芯 しでも ， すぐ応じてくれない。工期は迫ってく

る。雨は降るといった調子である。そ乙で労務者IC対す

る'lI:. 全教i ' - ' f はとのようにするかが問題になってくる 。先

ず，愛情， 次lζ 親切 . 1'R気， といった三つが必要であ

る ， 安ノ ￋｉｾ｜ｉ つにしても . rlli こは 被りたがらない者もい

る。それにはそれなりに何かJ!ll山をもっているはずであ

るから ， その理 山をたす Ｇ ｾｊ ，処[ 泣できるものは処置し ，

そして災/ 凶[lは11 分のためであるという乙とを知らしめ

るべきである。労務パは i l 々，変化するが，UIL併する方

は10: nでも繰り返えす乙とである 。安全は「抑しの

下」ともいわれている。愛情を以って ，親切に ，そして

級気よく指導するととである。

ム環境の釜理

裕J l U. 経'Iil' Hま3え宅金の芯磁といわれている。整理，強似

という気持のないと乙ろには，公全は考えられない。

!l在Jl U，整頓は別個のものであり ，整理だけではいけな

いし ，必ず盤理と整i阪は切離して考えてはいけない。整

問とは . 物を片付けておく乙とであるが，乙れ lζ 務理と

いう乙とが付くと ，物をI1瓜序よく ，'，: r¥" ( C 使用しないもの

を下に使用するものを上lζ ・…・・といった工合に次の作業

に便利よく ，また次の作業が能率的 lζ 行なうととができ

るようにするのを整理，整』顕というのである 。もちろん

作業所間は整W. 整i J I T i された環境のよい職場でありたい

ものである。

型fHの巾 lζ も211:かれている通り ， I果実はその木によ

って知るべし」と。なるほど，甘い実は ，よい木から取

れるものであり ，建物としても同じ乙と，よき環境の作

業所から ，立派な建物が完成されてくるものである 。環

境がよくなる乙とは，一面災害の起り得るチャンスも少

なくなる。そして能率も上昇する結果となる 。従って立

派な建物ができ上 るという乙とである。

ム人 間 関 係

人間関係はいわゆる ，ヒ ューマン ・リレイションであ

るが，建設業はあらゆる職業の労務者の代作であるので

特 IC人と人とのつながり ，結びつきが必EEである。監将

する折だけでも ，労務者だけでも作業はスムーズ lζ 進歩

しない。統帖する人があり . ii1HI する人があり ，働く人

があってとそ建物は完成していくのである。すべての人

は人1mであり ，おたがいがその人格を尊重して人として

の交わりを l凌くして乙そ， E在位する人も ，労務者も 一体

となり ，相携えて，協力し介う という気持になるもので

ある。

以 iこが作業所における安全i<i: J l J l の一方法であるが，ま

だがi*としては ，企業にプラ スするものであるという乙

とを銘記すべきであろう。

わが| 司においての労働災' .' - ; - による経済煩失は ，11日和38

3ド皮において ，2，330 似円といわてれいる。央大な ，国

家的損失である。経済的以外においても ，怪我をした木
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人，死んだ人のあとに残された家族の人々 の苦悩は，金

銭面lζ は計上する乙とのできない，いかに尊い代償であ

るととか。それを考えるとき ，いかに安全が重要である

かを，すべての人々が心の奥深く ，刻み込む乙とを念ず

る次第である 。

む す び

人聞には三つの型がある。ーツは人からいわれなくと

もrl ら進んで砧析的にやる人，もうーツは人からいわれ

て始めてやる人，あとのーツは ，人からいわれでもやら

ない人，乙の三つの型がある。過日 ，ある監倍署の署長

さんが話していた乙とがあるが，田舎の方でも次のよう

な乙とをいっているそうだ。田植が済んで，暑い瓦の最

'111C ，雑草が生えて乙ないよ うに ，手入れをする人を大

出といい ，雑草が生えてきたのを見れば，除草する人を

rlリ品といい ，鮒 t下が生えて ζ ょう と，一つも手入れをし

ない人を小山という。ど承知の通り ，大山さんの収穫は

平年作以上となり . 'I'J.良さんは平年作，小山さんに王つ

ては収穫もグーンと落ちると ・・・・・ ・。

安全についてもまったく同じ乙とがいえる。作業所間

で働く労務者のうち ，いわれなくても白から進んで‘ 安全

について協力する人，いわれて協力する人，いわれでも

協力しない人とがある。 j災家の話しは稲作の収穫が結果

となるものであるが，乙と安全に関しては ，結果が災官

IC結びつくか，つかないかという生命lζ 関するだけに ，

問題は重大である。木年に入り ，佐藤内閣は交通事故の

多発を憂い，それに対する措置を検討している。今日ま

で，わが国においては . I安全」という ζ とをあまり重

要視していなかった。欧米においては，子供の頃から ，

族として子供の心IC打ち込まれている。学校では教科の

一課程と して，安全を取りあげ ている 乙と を見てもわか

る。日本人はあまりにも ，命を組末 lζ しすぎるきらいが

ないでもない。

政府においては ，昨 年 Ｖ 月 ， 建設業ほか Ｔ ｾ 極 ｬζ 対し

て，自主的な安全活動をするように法律を作り ，一回 ，

安全推進の向上をはからせる乙ととした。 従 って . J:tミ京

IC'I'央労働災守防止協会を設立し ，建設業を含めた 5 業

種が，自主的な安全活動をするため，それそ' れ協会を設

立して，より一回，安全を強力に推進してゆ ζ うという

乙とになった次第である。乙の協会が大い IC活動し ，災

ｾｉｾ が ｬｻ ＧＱ 二でも減少してゆくととを祈ってやまない。

災害は起るものでなく ，人が起乙すものであるという

乙とを深く IIFIζ 銘ずる乙とである。限られた原稿では十

分にいいつくす乙とはできないが，安全は人を愛し ，会

社を愛し . W: 界を愛する乙とになるという乙とを芦を大

きくして叫びたい o ' l I : . 全はもうかる。安全はr mがよい

か，: I Dいかにより ，その会社の収lMJ{L正ねされるもので

ある。安全を巧えずして経営はなりたたないと ，在、は碓

{日するものである。



新 ら し い 技 能 ヱ シ リ ー ズ

2  床タイルエ

第2回 -床タイル一一

田 中 忠 雄 氏

(;f1J i ' t 幸郎応)

床タイ J レ工は ，前の [1般人シリー

ズJ IC一度畳場しています。戦前は

床タイノレ工というよりも室内装飾工

と申すべきか，とにかく内装工事の

万能工でなければ一人前として認め

られなかったのですが，戦後は分x <

が進み ，4守IC床タイ J レ九11だけでt ある

粍皮飯が食えるようになっていま

す。床タイノレ工が乙乙 iζ TIf .>(f 場した

所以です。

さて，床タイ J レ工の仕事について

は，下地lζ 接着剤を塗りたくって，

あとはただタ イノレを並べるだけと思

われがちですが，みるほど簡単でも

楽でもありません。もっとも戦前派

のように相当長い年期を入れて ，室

内装飾一般に通じなくても ，一人前

として独立してやっているととも 事

実です。戦前は賛沢のように患われ

ていた室内装飾も ，戦後の建築ブー

ム lζ 乗って急速に仕事量が11!' 1え，仰

に床タ イノレの普及は著しく ，今日で

はもはや床のタイ ｊ レｬｉ ｾｩ 仕上はねＧ識と

なっています。しかし ，タイル1I ，Ii 工

事の基準( 胞工蕊準) が確立されて

いないので，非常に丁寧な仕事もあ

れば ，それ乙そ接白剤lを塗ってタイ

ノレをならべるだけといったヒドイ 11・

::J]: 振りも ，とき lにζ は見受けられると

いうわけで

-
創業がl明珂治 lωO{年Fという文こ字子i通邑り老老

免舗{有}の2室主内主装!EZ淵釘的飾1; 工専i干1m問}日刈!日Jr.l所?で，もっぱら後

輩の指導にあたっておられる1 T l 'l' さ

んにその! 日j の明日をお伺いしてみま

した。 ｉ ｊｬｲ ｉＧｾ んは乙の業界 ｉｃ 入られ

て34{ 下というベテラン rl l のベテラン

です。

1" ，";- 常1)'] 淡町1; といえ(-: t: ' )lIIT t  TI 'I 'Ff; の

工 ιｊￇ がｊ［く価 ｲｾ Ｎ ｌｊｾｉ む相、「余怖が

が異っているので， 乙のタイミング

を見当イ.J- けるζ とは床タイノレ工の1 ft

寝な技能です。

床タイノレと -nに三ーっても日，f' 査が

あり ，イ1:'Ji むきわめて入念なもので 多い ，商品名はわょっと党えきれな

した ο ま た版人 も ｊｾｬＴＡｦ のえ慣があっ いし，収倣い方も児る u 胞仁侃度に

て刷る乙とがあってもf n J とか円心し t l : ぷし ，必要l I !i l C はローラーでjでずj-

て解決するようなと乙ろがあった。 する 。 rIJ也の.i i l l りがやかましくし刈

まあ誠; 芯があったと思う。しかしま れる。タイノレのカットが，たとえ疋

た ブ'11J :恨の契約は ー般に怜: hI Tでい しくとも下地と か並べ方によってn

まのような日取り flj lj でなか った乙と 地はなかなか通らなし、。目迷いも見

にもよるのでしょうが』 とよき 11与代 持しい。とかく冬期は施工条件が忠

の讃美とともに ， rとにかく現在仕 い。室温がl OoC以下になる ζ とはし

事の質が低下している乙とは事実で ばしば。また，色迷いは，外光ICよ

たいへん残念です。何とが向上させ って相当注立しでも見誤るととが多

たいと努ノJ しています。それにはま し、。lFJ れ絡しもする。以上の作業を

ず職人さんが新しい技能t としての Ｒ ｾ Ｕ 人で組 んで分業のようにして

臼党を高め誠なをもって仕事をして やるのだが，引渡し検査に介格した

欲しし、。またいたずらにメーカーの だけでは本当の仕事はわか らない。

競イ? に巻き込まれないで，するべき 1， 2年経ってどうなるか。正しい汗

乙とはする ，要求するものは要求し 仰をして欲しいと思っています。

て，いい仕事を残すようにしたしリ 床タイ J レの仕事が多いので，他の

と，現今の床タイル業界の過当競争 装飾の仕事になかなか手が廻らない

に批判的でした。 のが実情です。いまのととろは仕事

さて ，簡単なようにみえる床タイ が多いからよいものの，少なくなれ

ノレ貼に ついては次のような説明でし ば何でもしなくてはやって行けない

た。 でしょう。考えてみれば不安定なも

〈まず下地のJT介せ， その乾燥 のです。仕事が少なくなったときの

度 ，不健の手直しが大切とのとと。 乙とを考えれば ，皆んな集まって，

モノレタノレ下地の場介は ，表面が砂の その対策を立てなければと思ってい

「ザラック」ような仕上りのものも ます。また床タイノレは貼りさえすれ

あり ， 最思の ｊｾ 介は塗り直しです。 ばよいのではなく ，室内装飾として，

下地のできが怒いと仕上りがヒド 何か他l股と架った「センス」も身に

イ。工期が切迫しておちついて仕事 つけねばならないと思います。〉

ができないときもある 。 材 料 の 級 コストを下げために ，材料も ，筏

入 ，色介わせ ，他iぬとの打介わせ n剤も ，工法も ，どんどん祈j常にな

ｊ 位ＯＱＧ，し，後 ｩｲｬ 舟 ｬ の 。 ｾＮＨｉ￯ ， そして肢を りつつあります 。 設 ｾｉＧ 者はは ， デザ

rlll げて塗りつける乙の作業は ，相官l インヒ ，} ，ぷタイノレの材質色，棋織を

i l J:労働lだとの乙と 。接白剤lの硬化を 決定された11: 七J，( Iζ 必いて ，それぞ

タイミング九く比定めて，lI，lj るのだ れの℃法が，胞に条件 ，使用条例ーに

が，官i ] 'Pでもコツがあり下を1

'

;すょ したがって{ 上級;li に7lT入れられ る。

うでは 4 人，)i jではなし、。 新らしいt支能1 は，I/(u' f. されたてだJ

j_tJ i J 相lの府知は次第に多くなり， にしたがって，まったく手放ちのな

どんな条件でも使えるものは ，111": 段 い施工を行なうべきで ，次かろ ，ｭＮｾ＠

が I"j ぃ。いろいろな条件によって伏 かろの11 ・Hは '1' く. i l J 政したいと強調

い分けをする 。それぞれ，その性質 芯れていました 。 ( 松本大平記)
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北 京 科 学 シンポジウム 参 加 の た め 訪 中 し て 6  

上 海 の不 良 住 宅 改 建 活 動

松 井 昭 光
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砂上海i I i では ，改装工事がめだった。既設のE主物を改装

しなおして，フノレに利用しているようである 。上海市内

の建物Jが無傷で解放されたのは ，上海の解放戦と労働運

動 ときりはなしてみる乙とはできない。ひとつには ，解

放市が U( i Hζ 人るとき . i !i街戦をさけるため ，いったん

後温して . I . X動勢ノJ の主力を郊外におびきだして刈外で

せんめつした乙と ，ふたつには . i !i内の労働 xが身をも

って，干[;T14 t. il 見と反動勢) J がt ! i 内iT(' !l l )fIl L没を liU成して逃

げようとしたのを ，敢然と防いだととである 。解放市と

上海労働ちとが相 l呼応して . i !il 付の: i l 物を将- * とも社会 .

主誌と人民のために必要だという観点から ，占11 t! 1施設を

無傷で解放す る方針をとったということは注目守れる乙

とである。

砂上海で・は ，新ら しい建築は市内よりも郊外周辺 11::多く

池設されている 。それが衛星都市， 新村( 新住宅地) .  

工協の建設となってあらわれているが ，i ! i 内では，若下

の; 己念的II 造物をのぞいては ，む しろ改装工事が台かん

である。いくつかの地区ではスラム改良が行なわれてい

た。そのひとつの例を紹介したい。

，;  :- Jf 0;1 ｾ伊

砂 il' iJ .li. j平地l天のス ラム改良，正確には ，上海t ! i問北区渋

ｊ 凡 ｊ 平改Ｚ￭ｬ ｾ＼ ｉ Ｍｩ 面というが ， 祭内されたときは Ｎ ｉ Ｑ 下ｾ設 Ｑ Ｍ Ｑ Ｑ

で ， 一 郎 Ｈ ＱＰ 似分〉が峻てして ， アパ ラ ｪ 毛と ｾＱ し、コン ト

ラス トをなしていた。

乙の地区は . 1937年 lζ 日本の爆繋をうけたと乙ろで ，

解j氏前までに ，約 3. 800 世帯の アパラ ill が91ちならんで

いた貧民街であった。それが1954年の道路一郎拡張のた

め他所へ移ったり ，工場宿合へ移ったり ，あるいは571，ド，

ω年 lζ 郊外の新村 (新住宅地) へ引越した りして ， 約

ＲＮ ∞ ＰＱ 山首が残っていた 。 その ＲＮ ∞ ｏ ｉ ＱｊＺ ｾｴ［ＮＨ 正確には Ｑ Ｎ ＹＶＵ

世花: ) IL対して改建計画をたてたわけで・ある。 1964年か

らねてし . 1965年 ' 11( 1: : は完成予定だとの乙と 。データは

つぎのとおり。

総面積 5.2へ 7 タール i打J )j nlJ 也而m 4. 125ヘク 9 ール . i J 1J ) j *止処築

ｉｉￔｦ ，ｾ＠ 66. 990m" ， { } : ' 1; 処芯延 IfIj限 61. 820m". 世jJ)j 辿築 'M凪: 33%， 11. 

'tllri ｦｩＧ Ｑ｜ｾ［瓜 Ｑ ＷＮＷＰＰ ｭ Ｒ Ｏ ヘク タ ール Ｎ ｽ ［可ｾｾ而 ｨｾ 世 Ｇ ＩＯＧＱＺ 10. 100m"1へタタ

ー 司 'v

il iJ h総戸数 1. 965戸 (100先; )

一 室 戸 ＸＵＳ 戸 Ｈ ＱＳ ＵＧ ＶＩ 一 段宅の而政 Ｑ Ｕｭｾ ， 12mヨ

- - "''1' -戸 884戸 (45%) - "  15- 20m"  

て 可f 戸 228戸 (12%) - "  20 - 25m
2  

K II I(  OJ ! 築而 lWI C対する Iif 宅面積〉 で 56_2% ( ポイン l 明) . 59，2:t 

( フラットJ fD
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構 治 5 階lJl!.>l 、瓦造( ラスプ プレハプ rt 笠 コンクリート版)

;')::n _t 梅処築設計院 胞 に ーl二品H: l!築工程公司

乙のアパートは ，通常のf主rB[夫のアパー ト建設単価に

くらべて約 155ぢぐらい安いようである 。仕上も質系であ

るυ またわれわれの冬季四時間日照の感覚からいけば，

ずし、ぶん| 持I J ! ! 間隔がせまっているようである (2- 3時間

n照 ぐらい) が，工粍間jl 1: : 聞けば，乙れでよいとの乙とだ

った。住戸のプラ ンは柔似性がある間取になっている 。

惨ζ 乙で，とくに 印象的だったのは ，居民委員会の活動

であった。居民委員会とは ，たとえば工湯では労組があ

るように ，居住区にある大衆組織である 。その任務は ，

通常 ，文教 ，1材生，宣伝，婦人工作なとであるが，乙の

j也lヌでは ， それ以 外 ｬ ζ ， 改 正 ｾの問題 が ｲｬｬ 心にな ってい

る。もっとも . w' rc' j C l 1 : : 直接協力という形でなく . ;;fE 

がどの階のどの需に入れるかという「住みかえ」と いう

南太↑ HIJ包 I C 居民委n会が大きな役' ，1討を果しているので

ある。なかには ，アパラ屋のプJ がよい ，ア パー トlζ 引っ

乙したくないというj Jjj 問荷もいると聞いたが，そういう

人に対して も，強制で なく ，住みかえしたくなるまで，

ねばり強く説得するという。

_L.... o  i  ， 

上海 Ｚｴ ［ｊｬｬＮ ｊＡ 地区改辿 ｾ ｴ 間

すでに峻工の フラット株 IL 引越した翠IJ さんという 家族

lζ 会っ て，い ろいろと 質問を したが. i天と 地と がひっ

くりかえった」というような表現をしていた。劉さんの

収入は ，主人が82兄，妥が 72元，計 154兄で，家賃は 7

元50銭。ちなみに家賃の算出は， ￟ｾ 室 Ｑ m
2
当り 30銭との

ととである。したがって. 25m
2
の二三宮戸に住んでいる

ζ

とIC ｴｊｾ る 。

砂乙乙の居民委員会の委員は 16名であ るが，委員会のも

とに ＴＰ ｾ 、くつの小組があり，ひとつの組は約 ＳＵ 世 格で構

成されてい るようである。 小組には ，正面lの組長と婦人

仁作をする人が居民 J三次から選ばれている。 16名の委員

IL は退職労働 -r ，が多し、。それは，退職労働者は，い まま

での賃金の 半分 ぐらいを 国からもらえるから ，あとは社

会奉仕で・充分やっていけるとの乙とである。
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空気一水ヒ ー トポンプ の 実例

空気を熱源とした ヒート ポンプ式冷暖房装置は ，地下

水を用いる乙とのできない市街地において，近年数多く

採用されるようになった。乙の方式ICは，空気対空気方

式と空気対水方式の Ｒ ｂＡあり ， 前ｦＱｦ Ｇｩ 冷ｾ直後型Ｈいわ

ゆるj @1彫刷) ， 後者は冷楓水型で， それぞれ特長をもっ

ているが， ー般の冷暖房方式と同じく ，冷治水砲の方が

蓄熱のできる乙となどから ，その保守述転上も ，設備特

)1:，七もまた更に将来日 l' i i I T i の而からも有利な点が多い。空

気を熱源としている関係で，冬JifL 外気条件の思いとき

受熱困難であるという在来のとの施 ヒート ポンフ。の欠点

も，蓄熱する乙とによって補う乙とができる 。

1. 設備の内容

今回実例としてとり上げた S ヒリレは当社設計胞工の小

重正
3 3  設備部門

lili t. ! ]  llll: K K  

大阪股間部俊備謀長代F . I !
中 山 春 樹

Rf  

l..E. 

"  

第 l 図 空 調 系 統 図
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].  冷却兼加熱器への送水口

1_  2.  "  よりの還水口

3. 1 階空調器への送水口

4.  11 よりの還水口

5. 2 階空調器への送水口

6.  11 よりの ibl 水 口

7. ミニコン測温体取付ロ

有効 SI 熱水量J : 30m
3  

第 2 図 答 熱 槽 ! 詳 細 図

蓄熱樽断熱施工 中
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):j' E  3 図 暖房巡 ｩ ｬ 伝のｾ紛 ￃ ( 4 日間)
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めている。

後械室面積 36. 4m
2  

( 11. 0
1
') .  

* ただ し，乙のうち 2. 0m
2

は術生

ポンプ室で階段室下郎を利用して

いる 。 屋上機械室は 13. 7m
2

で乙

の内 lζ
冷凍機認を設置 しで ある。

乙の建物は製品の発送を主にして

いるため迩搬に使なるように地| 粧を

設けず 1階を製品倉庫と営業室とに

しており ，機械室をとる余裕がない

ため ，止むを得ず冷涼機関係のみ屋

断lζ
設けた。設備の概要は次の通り。

冷 iJI[機 : 高速多気筒直結型，標準

能力56. 4∞Kcol/ H ( 冷房時) 屯動機

3 相200V. ω "' . 15KW. 使用冷媒

モノクロ J レ・ジフ J レオ J レメタン ( R-

22)  1台。

空冷凝縮器 : l直膨 コイ J レDX・3966.

1. 550協 2 基，軸流送風機550m
3
/ min.

ギヤ ー ドモ ーター3. 7 K W1台。

冷 却 兼 加 熱 器 : シ エJ レチュ ーブ

型 ，伝熱面積24.4m
2
。

冷温水循環ポンプ 70mj mゆX 440

e/mX  15mX 2. 2 K W ( 蓄熱槽一加熱器

循環用) . 4Om/ m世× ωe/mX 5mX O. 4

K W ( 調和器用) . 40m/m世X 1∞e/m

X 10mX O. 75KW ( 調和器J H) 。

空気調和器 : ハン ドリ ングユニッ

ト丞直床E 型 2 台。

凝縮器スプレイポンプ( 夏季のみ〉

:  25m/ m世X 12tm X 25mX O. 4 K W。蓄

熱 糟 は 1 階倉J i l 1 2 亙スラフ' 内 lζ 設

け，断熱は上古sスラブおよび柑の周

壁を 50m/ m厚のスタ イロフ ォー ム板

にて被砲し . ｾ主の部分は更にラスモ

ノレタノレ塗りとした。空調系統図およ

び蓄熱糟設備図を第 1図および第 2

図lζ 示す。



2. 運 転の実 績
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( 暖房時 の み〉

1. 帯熱槽下部水温 39. 9

0

C  

L  

2.  H  中位水温 40. 0 

9F 

3.  "  上部水温
40. 7 

1iO1 0 H c O 7  

8 壁

4  w  上部空気温 40. 0 

5  "  スラプ表面温度 16. 0 

ｾ Ｖ＠ 6. 

"  "  
( 目地上部) 18. 5 

7. 
"  

<ffi 話ボックス上部) 15.8  

との事務所ビ、ノレの暖房 ｮｾｪ のＮＺＱｬ ｈ 正実

績は 第 3図のどとくで， ζ れは屋上

および事務室内 IC 自記温湿度計ーを取

付けて ，外気と室内空気の状態を記

録したものの一郎である 。冷凍機の

運転時間を知るために圧縮機の上部

lζ 自記温度計を取付け ，迩転，停止

を ， その上部の気 ｬｬｾｬ の ｴ 下 ｉ ｃＺＺよって

知る方法を採用した。冷凍機の運転

は怒熱槽の水iffiHCよって発停するの

で空気熱源のヒートポンプで，しば

しば心配されるフロス トの問題も ，

たとえそのような状態になったとし

ても，直接室温 iζ 影響する乙とがな

いので有利である。今回は更に設計

の段階において特に ζ の点に留意

し，気象協会測定による外気温湿度

のデーターや，大阪市内の空気熱源

Q  FF (床下 1.. 一部蓄熱惜)
8. 

"  
( 外仰'1 . I t I l 中架上部) 15. 7 

1 2 φ - i  

'P 官' g ( fF. 房) そ

9. 
"  

( 住の表面) 13.5  

10. 

"  

( ミニコン測温体取付口) 20.5 

11 .  

"  

( マンホール- ; G{ )

12.  I出仕切堕の内表面

13.  i 1 i 熱榊のないスラプ表面

30.0  

18. 0 

15.5 

乙のとき ，外気品皮 10
0

C ，合服内気温

12.5
0

C， 隣りの司I務室は 20

0

C

穿'54 図 蓄 熱 地 ! 回 り の 温 度 実 測 例
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ヒートポンプの実施例などを参考 lζ

して，外気温度と冷媒蒸発温度との差の長適値を 3

0

C と

し，ζ れより空冷凝縮器の各諮元を決定した。凝縮器の

コイノレを通過する風盃を増す乙とは ，単 lζ 熱交換のため

の視度差を少くするばかりでなく ，コイノレ表面の空気状

態を良好にし ，フロストを起しにくいように作用する。

なおフ ロス トが万一起きた場合には ，凝縮器用送風機の

fg流を メーターリレーにて検知し ，それにより切換四方

弁を自動的に作動させてホッ トガスを凝縮器コイル K 送

り込み除箱する装置としてある。今シ ーズンの実績から

みると，相当条件の惑い11寺もあったが，現在までに メー タ

ーリレー の作動は l 回も起っていないようである。 第 3

図 にみるように ， Ｑ 日の空調辺転 ｈ 抗出は Ｑ Ｒ ｾＱ Ｓ 時間で ，乙

れはビソレの人が朗，山車}J されて空調器の起動をしてから ，

退社時lζ 停止吉れるまでのヒツレの実働時間とみてよい。

冷凍機の述即時間は ，外気条件や蓄熱7 J < . i且によるが，

第 Ｓ 図 によると Ｖ ｾ ＸＱＱ 剖聞となっている。また ， ビソレ側

で特 lζ 残業などをされて実働時閣の長い場合も当然負荷

が多いので， 冷凍機の. i i l i 転時間は延長される。設計の

際，暖房負荷を求めるに当り，外気温度の各時刻毎の値

を設定したが，その値と 第 3図lζ 記録された外気温度の

カーブとが非常に近い他をとっており ，設計上は建物暖

房時市j 91時間 K 対して冷凍機運転時間 14時間あまりとな

ってよいはずである 。

乙の現象は ，冷涼機K 大分余裕のある ζ とを示してい

る。 ζ のビソレは前 lζ も述べたとおり ，将来，倉庫が事務

所として使用されるとのととであるため ，その分の負荷

をも見込んで冷i点機は少々大きく設計しである。本来な

らば乙の負荷は蓄熱槽 lζ 持たせるべきととろ ，建物の制

約があってとれ以上槽を大きくできなかった。運転状況

の 1例をあげると ，次のごとくである。圧縮機高圧圧力

15. 7kg/ cm
2

G ，低圧圧力4. 3kg/ cm
2

G ，油圧6. 4kg/ cm
2

G ，凝

縮器兼蒸発器冷媒圧力4. 7kg/ cm
2
G ，外気温度8. 0

0

C ，凝

縮器出口空気温度5.5

0

C。

室内の空気温度は吹出口 29. 0

0

C ( VHS グリルの 9 点の

平均値) ， 天井面より 1cm下で21. 5

0

C  ( 吹出口空気の直

接影響 しない部分〉。床上 1mで'20. 5

0

C ，床上 1 cmで19

0

C

(  1階受付カクンタ ー付近で 18

0

C 乙れは玄関 ドアー下の

l隙間より冷風が入るためである) ， 吸込ログリル前面で

19
0

C ，蓄熱柑内の温度分布は ，冷却兼加熱器と蓄熱槽の

聞の温水循環ポンプを運転しているため比較的均一にな

っており水面と糟下部とでほぼ l

O

Cの差である。

なお蓄熱槽回りの温度は ，表面温度計その他を使用し

て測定した結果ほぼ第 4図のどとくである。乙れにより

断熱効果は設計通りであるととがうかがえる。

次 lζ 乙の実例 lζ 基づき ，実際の暖房能力および運転勤

力を算出してみると ，次のようになる。例を第 3図の l

月26日のデータ ーにとってみる。乙の 1 日の全暖房負荷

は，冷凍機の全運転時間により計算できるが苓熱運転で

あるため ，前日の分を加えまた翌日に繰り越す分を差引

くととになり ，グラフの場合冷凍機は初めの速転時間 3

時聞に巡転前の予熱を加えた分が本日分と見倣し得る。

したがって l 日の暖房負荷は次のように表わせる。

全暖房負荷= 冷凍機能力× 迩転時間+ 予熱量( 蓄熱

盃) 。 予熱置は蓄熱水温 3
0

C 差で冷凍機が作動するよ

91 



うにセッ トされているので，予熱量 = 3

0

C x 30，α lOkg X  1  

Kcal / kgOC  = 90，α わた。1冷凍機の能力はその時の迩転状

況( 凝縮圧力 15. 5kg/ cm
2
G，蒸発圧力4. 7kg/cm

2
G ) か ら，

モリエ J レ線図上で必要数値を求め冷凍機能力 = 43Kcal /

kg X ω.  l m
3
/ H  x  1/ 0. 045m3/ kgヰ 57，“ わKcal/ H となるの

で， 1 自の全暖房負荷は

H  = 57，“ )()Kcal / Hr X  3Hr  + 9 0，α )()Kcal 

= 262，8∞Kcal  

運転馬力は ，I P=  (剖.1/ 641) X l / 0. 045 X 6. 5X l / 0. 8 

宇 17馬力 ( 12. 8 KW) ，機械効率9096とし ， 14. 3KWo  m 

圧， ' j [ ( 流の読みから計算すると ，48Amp x 2∞V X  1/ 3  X  

0. 9  ( 力率) = 14 . 9KW。 なお乙の設1 I 11i ICは冷凍機，凝縮

.1*，循環ポンプの 3 つの動力がよみとれる積算i uJ ul を

つけてあり . 実績からみると半月間で 2，7∞K WH照度，

1 日平均にすると 2 2 K Wとなっている 。

3. 経 済 性

ヒート ポンプ式冷暖房装置と 一般のボイラー ，冷i.!-U機

による冷暖房装置とを ，その; 没11m担(. 経常 yl (の両市から

比較してみる。設備践については熱源関係のみ比較す る

と，蓄熱機断熱工事，自動制御工事などを含めても ，パ

ッケージ ，ボイラー( 蒸気) と比較すると，約 596程度

安くなっている 。

経常資については ，普通，単 IC重油の1両氏fJ とmカ消

費量の比較のみ考えがちであるが，運転していないシー

ズンオフにおいてもその設備に対する必本料金が加わる

ため， 一般に;考えられているほど差が大きくなし、。いま

例として 1月26 円の運転をもとにして両者を比較して

みる 。

ボイラーとしては，セタショナノレボイラーを選びその

常用出力を 83，0∞Kcal/ H， そのH年の市: 仙使川市は 12. 6

e/ Hr とし ，1 回全暖房負荷 262，8∞Kcal lC対するl f i : il 1J:，::

を算出すると 40e となる 。 Billitli 使用としてリットル当

り9 円とし ，その他プレヒータ ーおよび真空ポンプ矧の

電力を 2 KW ，乙の負荷率を0. 1とし ，ｾＱＱ カの単価を ｋｗｈ

当り 7 5円として算出する 。乙の他，設備容111: (契約mJ J )

によってきまる基本料金( 関西電力料金表参照) 1l ，250円

の40労を加算す る。 1 カ月分の合計は次の通り 。

円! s t / 日 日 K W  H/ 日 円/K WH 日

( 9. 0 X 40X 25) ト( 2. 0 X  O. 1  X  7. 5 X  25)  

-1  ( 11， 250X O. 4) = 13，537.
5

門

一方，ヒートポンプ方式の熱源関係の電力低を計算し

てみると ，全暖房負荷を冷凍機能力で除して，冷凍機の

本日分の巡転時間 4. 5 時聞が得られ， 凝縮器ファンおよ

び循環ポンプの動力は . それぞれ宙流計の読みなどから

得られるので次のようになる 。

冷 己l! 機 14. 9 K WX  4. 5Hr = 67. 05K WH  

凝 縮 器 3. 7KWX  4. 5Hr= 16. 6KW H  

循環ポンプ( 蓄熱機用) 2. OKW X  4. 5Hr =  9 . 0KWH  

循環ポンプ( 空調器用) 1. 0 K WX I2. 0Hr= 12. 0 KWH  

U 力むは 111 で約 10 5 K WHとなる 。 したがってとの運

転状態で l カn ( 実働25円〕の屯力料金を概算すると

K WH/ n  ｦｾ＠ KWI-I  11 

105 y  7. 5 X  25 ，ー 19，687.
5
p"J

JE級は毎) j 凸，150 円となり ，年間 lとすると( 暖房シー

ズンのみのえとなるか ら) • 約 3万円ほどヒ ートポンプ

ブf エにがコスト rej になる 。

結論として， 空気熱源式ヒートポンプは ，蓄熱迩転を

するととにより ，技術的にみても相当大幅にその適用範

聞を広げる乙とができ ，更に設備費用の而からみても 利

点が多し、。ただ経常貨の簡でなお幾分かの不利な点を残

すが， ζ れも実際運転而においてボイラ ー運転と 比較し

て操作が簡単また機械室のスペ ースが少い ，火災の危険

が少い ，環境衛生上も煤煙を製造しないので公共の立場

から推焚されるなど，有形無形の利点と考え合わせると

き. 1] 11ζ 経:中:;'1'i. の; 割高のみで比較できない} ，'l が多い 。

今後，空調f日熱源として蓄熱を考えた空気熱源のヒ ー

トポンプは " ，，小規岐のヒソレに大いに探用されてゆく乙

とと忠う 。J忌後 lζ 本設似l の設;[ 1などにとn 協力願った側担 jl

谷製作所の方々に謝怠を表する次第である。 0965. 3. 31)

怠 考 古 雄策E止憐 JI 間1法 ｾ ｉ 上宇市ＡｬｬＧ

空気捌和衛生工学便覧( 上巻) 空調術生工学会編

i l ! 築設備ハンドブック 渡辺l J l ! . 柳町政之助編集

冷凍猿置の性能 日本冷凍協会編

7 l¥ow'7 ｾｊ わ ｫ 塗料Ｏ
. 巳ニール・セメシト・ぺイシト

ヴ〓。、内侍4 ( ，. ・

Ｗ γｊ＿ 七 ＱＲＺ ｾ 惨水谷ペイント
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超 高 層 建 築 に も 使 わ れ た 完 全 防 水 材 (ご計ゴム)

本11凡- 7' 1-; ' ' 1

- 三 ツ 星 ベ ル ト の 技 術 陣

が 独 創 開 発。 伸 縮 性 、

而サキレツ性三、而判長' 性、而サ

薬 品 性 に す ぐ れ 、 い ま ま

で 難 問 題 だ っ た 完 全 防 水

処 理 も こ れ で 解 決。

l ・ 北海 道立 寒 地 建 築 研 究

東 海 道 新 幹 線の 橋 梁 防水 工 事 。 |

A z- y星 ベ ル ト | そ の 他長 躯 軽量 建 築 、変 形 建 築 | 所 に お い て 材 質 の ご 検 討

本 社 / 神 戸 市 長 田 区 浜 添 通 り 4 丁目 |の屋 上、厨 房 室 、地下室、プー ル、 |ず み 。

T  E  L  ( 67) 5071  Ｈ 大代 表 ｾ ｟ Iトンネル、 貯 蔵 庫 等の 防 水 に そ |・ お 間 合 わ せ は 本 社 ・

支 I吉 / 東 京 ・神 戸 ・名 古屋 ・福 岡 ・ 1 . • . . .  .. .  I  

大 阪 ・ 札幌 |の威 力 を 発 揮 し て い ま す 。 I支 庖 へ o
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読 者 の 頁

「会日の頁」を「読者の頁! と改題しました。

投稿を歓迎しま。ハガキでお寄せ下さい。

けいさいの分 ICは粗品 il 主望。

口 ノ ー 卜 の 断 片 口

人間性一一建築物は何らかの形で人

間性を表現しなければいけな いと

思う。 しかし頒廃的な社会ではそ

れを無視する傾向にある。

フツレーノ ・タク ト一一いわく「芸術

はn味である J 。ぼくは思う。そ

れは「主観」であると。しかしぼ

くは己の無力さがゆえにそれがど

乙まで出しえるか自分を疑う。

組都市計画一一地球のどまんなかに

H寺限爆弾をしかけそれを爆破させ

となどなになったかけらを もうl

度集めて・…一。人間の ととを忘れ

ではならないが何か思いき った乙

ょう，引伸しレンズを充分絞 るとと

はもちろんである。特殊な窓図のあ

る場合とか，普通の人物，風景，ス

とのない ものか。 ナップ写真は別と して， 建築写J l は

科学，社会が進歩( ? ) するほど 特K Iたてり J が垂直でなければと、

小心的計画になる。一刻も早く脱 うにも見られない。

却してほしい。

神戸市兵雌区荒田町 2 丁目 62の 2

県立兵仰工業高校建築科 3 !f

森 田 茂 夫

食 女 合

ロ スケッチブックより 口

4 月号，スケッチブ ック相IU (P.40)  

の No. 8 ｾ巾 ｦｇ 々応の写真はｾ物が

上ですぼんで小さくなっている。乙

れはノマースペクテ ィフe で当然なのだ

が，まっすぐな建物がデフォノレメさ

れている。できるなら建築写只は組

立l培箱写真機で扱るのが一番よいの

だが，一般には殆んと. 小型カメラだ

から ，撮影時lζ フィルム聞をアオノレ

ζ とができない。それには引 fll1 しを

ス トレート にせず，印画紙面を傾斜

させる( アオ J レ〉乙とによって，パ

ースのないまっすぐなｾちの写［ＡＺｾが

できる。乙の場合ピンボケにならぬ

D.P.E応では面倒がってやらないかも

知れない。しかしせめて雑誌にのせ

る場合とか ， 一般に紹介する写ｾＧｊ［は

見よいものにしたいものだ。

ついでは No.1 福井商工会館の写tr

も下部のわずらわしい部分は .ii. の

木造主t物の屋板の一郎はやむを得な

いが，カ ットすべきと思う。

徳 島 市 天 羽 鴻

会 ic: *  

口 会員の皆様にお願い 口

毎月お届けしております「他築と

社会」が，転居先不明で多く返送主

れてきており ，係では経理がつか 回

大変困っております。住所および勤

務先等が変りましたら，どめんどう

でしょうが，なるべく早くど述絡下

さし、 o

fG⑫9640 日本建築協会 W: 務係

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“11111111111111111111111111111111111111111111・

工 事 別 建 築 材 料 集 成 記 事 訂 正

本誌 11965年 3 月号( 工事別建築材料集成下) J の本文記事をつぎのとおり訂正いたします。

. 72頁P993 スタイロフォーム の取扱業者欄「日商は および住所」は削除。なお的問は I P093J Iζ 訂正。

・73頁P097 エスパン波板， 平板 の材質規格特徴欄は「塩化 ビニ ーノレ製波板，平板，金網入波板。鉄板小波 ，鉄板大

波，スレ ート 小波，スレート 大波，平板。長さ し818- 2. 424
0 標準色，無色透明，水色透明，黄色透明，桃色透明。」

に訂正。取扱業者欄「日亜商事KKおよび住所」は削除。

・78頁P152 スタイ口 畳 の取扱業者側「日商KK および住所」は 「高島KK 大阪市東区伏見町 5 - 15' 01.1，活202 3061J 

に訂正。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111"111111111・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111
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四
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四

制

問

奥

村

重

兵

衛

商

庖

株式会社 武 智 工 務 所

取締役会長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋 ピJ レ3 階

包話 (202) 3233 ・3234
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日本建築協会月間の動き( 3 月分)

定 時 評 議 員 会

25日 31時半 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 評 議 員 五 十 嵐 小 林 正 副 議 長 外14名

委任状出席 59名 計75名

理 事 東 畑 会 長 外 2 理事

議 事 (1) 議長及び高IJ議長互選の件

(2) 11日和40年度収支予算承認の件

(3) 副会長 1名理事15名選任の件

(4.) 役員E 任承認の件

なお評議員会閉会後，会館i:lii 没借入金の内50万円の償

還抽せんを行な った( 本年償足立金額 100万円，内 50万円

を日本tll 築学会へ償還)

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門)

15日 4 時一 51時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 板 垣 評 議 員 外11評議員

評議員会副議長候補者並に技術部門選出 5 理事の候補

者推せん IC関して懇談

理 事

. 6.  

=  

17日 3 時一5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 塚 本 副 会 長 外 8 理事，稲垣中原両監事

議 事 (1) 定時評議員会開催の件

(2) 昭和40年度収支予算案決定の件

(3) 創立記念日行事の件

(4) 講演会後援の件

(5) 大阪府建築士会より 1'1
3 し越しの件

(6) 常務理事任期満了に関する件

(7) 事務局職員停年延長 lζ 関する判二

(8) その他

(イ) ，)iJ 年度役員委員見学恕線の会開催の件

。1) 他策国際i 1 ¥* 持協議会幹事の{ 斗

(9) 入送会者承認の件

(1日 報 告 事 項

主記主計理事会

5 日 4 時 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 田中主計，田村主記外 4 理事

昭和40年度収支予算案の検討

事 業 委 員 会

委 員 会

2 日 51時半 7 1時 於 会 館 集 会 室

山 席 者 増 井 委 員 長 外17委員

議 事 (1) 創立記念日行事の件

(2) 前年度役員委員の見学と懇親会の件

(3) 4 月，5 月の事業企画の件

(4) 次年度委員会への申し送り事項の件

(5) 次年度委員の件

(6) 第 3 回海外建築事情視察団募集の件

小委員会 ( 若い会員の集い)

2 日 正午- 21時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 岩 木 主 査 外 3 委員

次年度: への申し送り事項と委員の件 IL 関し協議

打合会 (若い会員の集い)

15 日 6 11寺- 8 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 岩 本 主 査 外 5 委員

新年度の事業企画について打合せ

住 宅 委 員 会

委 員 会

3 目 白時一 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 海 上 委 員 長，福永副委員長外 15委員

議 事 (1) 住宅相談所 lζ 関する件

(2) 小冊子発行に関する件

(3) 次年度委員 lζ 関する件

小 委 員 会

10日 611寺- 811寺於会館会議室

出 席 者 海 上 委 員 長 外 3 委員

次年度委員のJ 1 t せん lζ ついて協議

出 版 委 員 会 |

小委員会 ( 基準法早見表〕

10日 4 1時- 6 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 西 島 主 査 外 3委員

増補 ｬ 仮の原 ｾＺｾｪ について打合せ
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電気設備工事編集打合会

13日 2 時- 6 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 羽 馬 委 員 長 外 2 幹事

原稿調整作業の報告と特別資料依頼先の打合せ

幹 事 会

18日 4 1時- 6 11寺 於 会 館 会 議 室

出席者 問中，野中正副委員長外 6 幹事

住宅委員野々村氏外 2 委員

住宅委員会企画の「住宅ガイ ドブック」出版計画並K

次年度委員の件について協議

委 員 会

18日 6 時一 B 時 於 会 館 会 議 室

出席者 間中野中正副委員長以下10委員

議 事 (1) 「住宅ガ イ ドブック」出版企画の件

(2) 「建築基準法および関係法規早見表」の増

者fi 版出版の件

(3) 次年度委員会への申し送り事項について

(4) 次年度委員の件

編 集 委 員 会

12日 4 時一 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 木 村 委 員 外 6 委員

議 事 (1) 経過報告

(イ) 4月「内部空間特集」号

(ロ) 5 月「人間工学特集J 号

付 6 月「社会開発特集」号

(2) Ｗ 月「第 ＱＲ 回 ｔｾｊ 年建築家特集 ｊ 号企画審議

(3) 8 月「施工特集」号について

(4) 9 月号以降の特集について

(5) 次年度委員の件

(6) 新旧合同委員会の件

法 規 委 員 会

24日 3 時一 5 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 佐 野，駒正副委員長外 7 委員

議 事 (1) 建築士法改正問題の経過と情勢報告

(2) 土法改正κ 関する怠見交換と今後の同問題

の検討方法 11 : ついて

(3) 次年度委員の件

教 育 委 員 会

現場実務講習会打合会

19日 正午一 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 辛 木 主 査，岩下委員，政岡，矢野講師

40年度講習会実施企画について協議
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若 い 会 員 の 集 い

6 日 1時半- 311寺 半 於 会 館 集 会 室

ゲス トiζ 田辺員人氏を招いて「地域開発と空間計画」

についてお話しを伺った。出席者10名

円 J立 記 念 日 晩 餐 会

30日 6 時一 8 時 於ガスビノレ食堂

名啓会日，顧問，友好ー団体代表をお招きして記念晩餐

会を開催。 デザートで大阪市史編集室長川端直正氏の

「大阪の街の移りかわり」のお話しを伺った。出席者80名

見
ーｾ、
寸ー

. 6.  

τ"" 

御堂ピル見学会

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

10日 311寺- 5 時

大阪府建築士会と共催。参加者 185 名

員塚市庁舎見学会

設 江| 日建設計工務株式会社

胞 工 浅 沼 組

27日 l 時- 611寺

浅沼組と提供のノミスにより実施。参加者40名

後 援 し た 会

超高層建築講演会

l. 主 催 財 団 法 人 建 築 業 協 会

l. 日 11寺 3月16日 111寺 511与

l. 会 初 毎 日ホール

軽量鉄骨建築権法講習会

l. 主 催 社 団 法人 日本軽量鉄骨建築協会

l. 日時 ＳＩｾ 23日 12時半- 511寺

l. 会 場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー

111111I 11111111111111111UIl IIIIIIIUI Il IIIIIIU! tII 111I 1U11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

編 集 後 記 : 刷・とみに注目されたした人間工学に ついて ，建築

と関連づけて企闘を考えてみたのですが， 1. 概説，2 環境の人間工学 .

3 家具と人IUI 工学 ， 4.5記全と人間工学， の四つをとりだしました。とく

に「環境の人間工学J については ，①照明， ②色: <5， @音事? ，o空調 ，

@j l ス粉じん' @オ 7 イスのレイアウトのそれそ' れの問題点をあ占らか

にしてもらい止した。 E の企画 ICI よ，生方文次氏，松 Ff i ' J - 郎氏のはかに

人間工学の権威てあら れる阪大のn辺畠厳先生 IC ，特別件 '11 とし てど協

力いたださました。u . : し て感謝申しあります。また執第百 科位にもお礼

1/'し ます。

なお ，rスケッチブック」槻で，最近竣工の新らしい辿築をl閥次けい占

いしていきますので， ζ れはと思う新建築が竣工すれば， その写 l'.( と概

裂を送っていただくようおねがいします。また:r銃者の頁J 欄 IC ，どんな

原稲でも結摘ですから ， ハガキでお寄せ下さい。乙れは ， 第三極郵便物

法規の関係上. 以前の「会員の頁」を「読者の頁J と改組したものです。

次号は「社会開発特集」の予定です。

。1IIIIIUUl l l l l l l111111111111l UIIIIIIIIIIIIIIIIIILIIIIII III111111111111111ILl IIIUllllllll t11111111111111111111111111111111111111111111J 1111111111
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5225 大島化学のひふくτっlぎんさ

E  

曙 羅 酔 大手????で式詐山本社大阪市ｊｊ［ｘ Ｊｾｴｩ 江 Ｚ 之

田中 l ' ヌカイライトベンチレーター

z 、ヌチー) 1 ，サ・ν シュ ・ドア ー

スチールシャ・νター・オペレ ーター

何回中工業株式会事t大阪出張所

大 阪 出 張所 兵 脱 県 尼附 mr判 竹 谷 町 2 - 89 T  E  L 大 阪(41 1)634 1(代 浪 ) (411) 63 

公開特it fE 2李総結;点在的I73; 量 ( 株 ) iit i詰35iF1515

Hll: I W. ーだ 3 4 Z 1工 務 EE T E  t 菜 子 ② f Z3

信 用 あ る 技 術 と 伝 統 の

ＷＱＷＷＱｾ ト

Z車
専 業 大 鹿

套歪タミ保商庖
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一 一 特 命 3く は 指 名 の 場 合 は 木 附 を こ ' 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

.;;:JSSI b  空気，ｾｴＮ ｪ 和 装置、各州 ｩｔｩ 耳鳴

『ーー-'" Jを，i I . 製 作 ・地 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計

エユ n

長 兄

回
品ｾ

ー吾ー

妻子l
fi!!! 高

大 阪 市 北 区 立 烏 浜 通 1 - 2  5  (新大ピル)

m rlli 大 阪 ( 341) 8  3  5  6  

東京都中央区日本紙本石田T4 - 2( 三升第二別館)

東 京 ・名 肯 屋 出 版 所 九 州

埼 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 都 足 立 区

村

応

州

場

本

支

I

東京都千代印区神田駿河台 4 丁目 2 番 地

大阪市北区梅田 8 番地( 新阪急ピ J レ8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社

大阪支庖

屯気 ・l波冷房 ー

鼠計施工
水道 ・衛 生

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

(1日社 名 隊式会 社 大阪電気閥会 大阪暖房! 商会)

取締役社長 菅 谷 三 郎

設計施工

雲言 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 . 1$1 

房 ・換

緋

冷

忠告

暖

大阪市西区江戸綴 1 - 60 屯話 (441) 8231 大代

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

京 都 ・神 戸 ・岡 山 口 松 ・広) ; ，，j . 熊 本

札 帆 . flll f， 新 潟 ・富山 ・金 沢 . tI，¥弁

本 間

支 )，1;

ｕ Ｚ ｾ＠ ｾｌ ｾ 所

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪百l 局7575 ( 代表)

京都市東山区大和大路正面上 J レ包括京都56局4945 ( 代表)

神戸市生日|区 下山手通六ノ ー ・電 loM'I' 戸34局 5 8  9  2  

庸口城
取締役社長

暖冷房・換気 ・空気調和

病院諸機械 ・給排水 ・衛生

藤 省 三 商

業

年

寄

ニ

『

耳

正

創

大

庖

東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 .  3763 ・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 同 ピ ル 714号

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 5  

札幌市北四条西16丁目 l 番地 高田骨ピル二階

包 括 札 幌 ② 0 0 1 0 . 0 9 5 6 ・(2) 4 6 6 1

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ピル522号

電 話 中 局 ⑫ 1 7 6 6 ⑫ 3 0 4  2  

庖

幌 庖

庖

式

社

京

株

会

東

阪大

キL

水 道 ・141生・暖冷房 ・其{ 也管工事

設 計 並 旋 工

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1  ｾ在地

電 話 大 阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

庖 東 京 都中央 区新宮 IsT 3 丁目 5 番地( 事5栄 ピ ル)

電 話 ( 551) 7 4 5 0 - 9 番

札税市南 十条西 + 三丁目 九六回 世 話 札 悦@ 2 9  5  9  

金 沢 市 高 岡 町 三 五 司I 詰 金 沢 @2  0  7  4  

福 井 ，Ii 城 之 崎 下 町 一 O 司1 ｊ ｾ 福ｊｴＭ ｾ 2  4  3 6  

高 松 市 二 番 1 九 地 以 高 松 (2) 5 19 5

問l 山市大供舵 ノ" " ニ八O ノー 電 話 岡 山 ぬ 5 4  8  6  

本

札帆営業所

金沢 常揮所

甘，¥J t-出張所

尚松出場i所

岡山出強所

名 古 屋 庖

ネ土

h 、

-:z:;.. 式
ル

木

L

b

n
1

 

業工賀5頁

Y  6  S サ ッ シ

ｾ＠ 環 境 衛 生 地設

1 =、荷 役 運 搬 機 械

7 一ー一一司「 化 ザー鉱 山 機 械

室主 大 阪 支 庖

冷 H泣I J }

給排水、衛生水j[i

電 気

l冴 房

三 機 工 業
衛 生 設 備空 気 調 和

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大 阪 市 東 区 北 浜 2 T 円 2 2 帯 地 1tt.l.' o大 阪 ( 202) 代 袋3071

本 市1 東 京 都 干 代 HI 区 コ打線E附T 1  T  ｉ ｾ＠ 10帯 地

支 I?i ＱｾＱＧ ， Ｕｲ ￆ 所名 古 屋、相 ｬ 向、札幌、広 ｊ 品 、 ＨＱＱ， 台、
1: i  山 、 金 沢 、 静 問 、 問 松 、

品ｾ 1嶋見、十111児、 六 郷 、間 側 、 中 山 、古 賀

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 電 話 441- 5171

庄 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・福岡支

空気調和装置 ・塗装設備

設 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市北 区 中 ノ 島二 丁目 ( 新 朝 日 ピ ル 5 階 )

電 総 大 阪 @ 3 7 2 1 (代)

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 丁目 3

Ｈ車四日ピ ｊ レ Ｘｾ 皆Ｉ

名 古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 丁目

( セ ン タ ー ピ ル )

北 陸

コ二

給 ・排水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房設備

株式

会社

22 西原衛生工業所大阪信

本 社 及 東 京 支 1苫

島広

所

所

割瞳

絡

営

連

電 話大阪⑮ 3531番

98 

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11
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暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

東京都千代日l区小川町 2 T Ll I 桧 ピル (初1) 7751- 3  

福 岡 市 養 巴 町 22 (74) 1  1  5  8  

名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 (97)  1  8  2  0  

福 井 市 玄 永 上 町 1 0 5 ( 2) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 ( 2)  5  0  9  8  

広 島 市 紙 屋 ー阿 8 (21)  4  5  3  7  

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工
株式会社

社

!!i 

出張所

本

支
社

本 社 大阪市西区京町堀 1T  10162  Ｑｉｴ ｊｾ＠ (441) 代高26日 代 J! 割 引

出強所 東京崎北区上十条 I T Ll IO 電 話 (911)  3  9  4  1  

杭古/C I l 市中村区牧野町 l の6 電 話 (54)  0  9  6  6  

神μ 市生田区北 I止狭通 7 T n l の l 電話 (4 ) 1778 ・4186

1五 品 市 中 町 2 帯 地 的 4 電 話 (2) 75 75' 7588 

A

Q

一

A
式株業エ回山

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

暖

: 目

4

2

 

業 社

大阪市東淀川区力u! ，"，¥fflT357 電話国ｾ ｬＲＲ ＷＱ Ｍ 9  (代)

東京支社 東京都港区芝浜船町2- 7 電 (431)7341- 5

支 底北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

工日朝

式

社

株

会

φ  

l暖 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役判長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 1 門ー務地

fE 話 大 阪 ⑪ 3 3 9 1 - 5 i' 昨

束 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 ) L 帯 地

ffi 諾 (351) 2  1  7  7  - 8 務

神 戸市 生同区下 "， 1ユ通八丁目 三三 屯 話元町0 30351昏

j ll ! 台 市 東 四 お 丁 凶 五 電 話 ② 5136静

株 式会社

底

本

支

神戸出張所

仙台出張所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

投 計 並 11Ui 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 エ 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 |阪坂恥引I刊 川 |

オ木王 刻社屯 策京都千代 回区丸/ 内3一2引( 新耳束E京ピ Jルレ)

電 話 ( (211) 8 5 11 ・8 5 6 1 (代 )

仙 台 市 新 伝 馬 11汀 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 1115 3 - 6  

包 括 ① 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京都 市 中京 区雨林 II Ij 通 リ自li ノj、防上ノレ

EU話 @( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

阪市北区天満楠筋1-37( 天満橋北詰)

電 話 ⑩ 8 8 2 9  

凶 日市市浜田西末広UIJ 'il!:話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

封i繁JI I  代表取締役

⑨ 

ネ土本

大 阪 営 業 所
仙 台 支 出

四日市営業所

津 営 業 所

空 気 調 和 設 備

施

衛 生

設

給 水

社

A

Q

一

A

工

業 株 式

平

大 阪 r ! i 凶 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

返話大| 坂 (441)代 1 9 9 4 (443) 代 0 3 3 1

l ⑤ 暖 冷 房 空 気調 和 環 境 衛 生 工事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 50

大阪事業本部 電 話 大代表 (312) 8  6  7  1  

東京事業本部 東 京 都新ー 宿 ー 区 ー 三 Ｎ米 白 田 ｕｾ
電話 (341)7171- 5.1622.1624. 5315

名 古 屋 市 中 区 域 代 阿 7

電 話 (23) 4 6 9 0 ・3 5 2 0  

京 滋、下関、新潟、 金 沢

名古屋出張所

計

エ山平

中

口

小
山平取 締 役 社 長

名古屋事業本部

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置 |  

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー |  

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター |  

設 計 ・製 作 ・施 工 |  

鋼 機 株 式 会 社 |

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 (大 ピノレ)

1Ii 大 阪 代 ⑪ 8 6 2 1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

i道 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 l の46 ( 大同ピル)

屯 東 京 代 (501) 3  1  5  G 番

l 営 業 所 名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 間

各 事 業 部

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

99 

理 研

大阪営業所

本社・工場

本社・分室

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 務 地

電 話 (811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支后出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本
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工各 種 電 気 工 事 設 計 施
電 気 工 事 設 計 施 工

藤 電 気 株 式 会

西 村 庄 市

社エ
社

A

2

 

株 式

ｾ＠

ヌL

戸ー=‘

屯浅 海

雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2

fG 話 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 淵 池 町 1

1屯 話 ( 481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

正海浅取締役社長

社

東京支社

木

取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 出I' Ih!J III J 六 ) L

fU 訴 ・大| 仮 ( 313) 代 表3456

東 京 支 庖 * 京 都 中 央 区 西 八 丁 郷 二 丁 目 十 二

電 話 ( 551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名古屋 ・神戸 ・附山・広島 ・ 北 九 州 営 業 所所3長

J孟‘‘ ，

' I. J 一

‘ニ'

電 気 工 事 設 計 施 工

事

工

式

装

工

・

計

施

株

事

計

業

工

設

気

工

電

.. 

社

A

Q

E

 

原栗
工 業 株 式 会 社

告

別電中 央

• 
騰

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 11可 五 六 番 地

国 語 大 阪 代 表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・御

坊 ・新 宮 ・松 山 ・草 津

村

メ入

7  
取締役社長

社本

英

大 阪 市北 区永; ! i aJl IJ 8 孫 地 (1: 1  g量生命館)

屯 話 大 阪 ⑩ 代表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出Ｕｊｩ 所 舞鶴 ・ 広島 ・ 八鰍 ・ 福岡 Ｎ Ｇｾ 山

原架取 締役社長

支 庖

?吉 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

. .6.  

ココE
商

と

丸ト 電マヤ株 式 会 社

太

大 阪 市 北 区 西 細 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341 ) 代 3 0 5 6  

東京都港区芝田村町5- 29 相 馬 ピ ル51; 皆

電話 東京 (434) 3848 ・(431) 制 35

大阪商・北海道- 名古屋 ・四日市・福山福岡

ZE 捌 衛 生 設 備 用 各 科i 向! l i1J 制 御 盤

監 伐 盤 ・グ ラ フ ィ ッ ク盤 ・指 示 計 器 盤

端 子 盤 ・高 低 圧 受 自己'; i!: 鍛 ・分 屯 盤

各 般 フ ロ ー ト ス イ ッ チ ・ : J { の 他

各 .fir( 自 動 装 置 用 電 気 機 器 設 計 製 作

森 井 電 業 株 式 会 社

取締役社長 森 井 定 I!持

専務取締役 佐 野 春 宮

本 . 社 東 J主 都 港 区 芝 =三 川 綱 町 一 番 地

電 話 束 京 (451) 代 ぷ 9 6  1  1  

支 J，'i 大 阪 市 北 区 常 夫 町 卜 六 番 地

電話 大阪(443) 代表 8 3 8 1 ・伐1111(441) 05 0 2

出 張 所 名 古 屋 広 ね ・ 福 岡

工 場 東 京 大 阪 制 | 司 ・名 古 屋

iJ ti 本山取締役社長

社

東京営業所

本

@  

巳

川

-
n
v

'

 

設

厄

一

刈

一
一
電

m

陽
四

月

中

旬

寸⑤

 

社

工

会株 式

張出

電気・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会 社

取締役社長 山 本 博 三

大阪市北区中之島三丁目三籾日ビル 6 陪

電 話 大 阪 局 ⑫ 7ii j j誠実j

大阪市西区土佐』図通り四丁目 八 番地

電話大阪局 ⑪ 5201番 (代表) ⑬2367祷 (ii2)

京都市中 京 区西ノ 京 宅合町二十帯地十-

111 話 京 都 局 ⑪ 9 2  9  6  (代表)

キ土

大阪営業所

本

f云

大 阪 市 北 区 制 笠 町 五 o ( 堂 ヒツレ三階)

l l.i 話 (312) 1  4  7  1  ( 代〕

東 京 都 中 央 区 明 石 田T 1  5  (辻 孝 ビ ル)

m 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 答 地

電 話 ( 99 )  5  1  3  1  - 3  

小 松 市 ・ 堺 市 ・ 高 槻 市 ・姫 路 市

納嘉取締役社長

社

r.5 

本

支

京都営業所営業所

t_i J，lj 長所

電気工事・設計・施工
電 気 工 事 設 計 施 工

社
A

G

Z

 

式株

ｾ＠

ヌL電本中
社

4 企』

ｾ＠式株

. t = 

ヌL電東;工

R明

大 阪 市 抜 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

m 話 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市械東区野江東之町三丁 目一一 電話大阪側7004

大阪市城東区野江西之町三丁目一一三 電話大阪側2]q3

正本中取締役社長

ネ土本

取締役 社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

氾 話 (716) 4  0  3  5  (代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

';G 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

機器工場

資材倉庫

出頭所
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一一特 命 X は 指 名 の 場 合 は 本 |司! 7'f: ご 利 用 の 程 お 問 い 欽 し ま すー一一

社

電 気 工 事 設 計 施 工

盟

〈

敏代表取締役 林

株 式 会 社

夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ビル 7 階)

屯 話 ⑩ 3 6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日本紙箱崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 ⑪ 1 4  7  8  (代)

川 崎 ・相 模 原 ・堺 - 福 山

ヰ土

庖

本

支

電 気 工 事 設 計 施 工

並 梨 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場 )

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 I"T

電 話 大 阪 ⑩ 6531 (代) - 6  

支 唐 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡
出張所

山 - 北九州

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト・ ク レ ー ン

N ・T . E 型オ ー トペご キ ン グステ ーシ ョン

( @) 製

θ J . ! s . 工レベータ工業株式舎社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 縞 筋 6 (ヲミプ、阪急 ピル)

'Il! ，l/i (351)  4  9  2  7 代 表 7 0  7  1 交 換

東 京 営 業 所 東 点 郷 台 東 1)( 技 者 側f 2  - 7  (銀 協 ピル)

司! ，1/i (832) 5  2 4 1 代 表

名 古 島 営 業 所 名 古 庄 市 中 区 宮 出 関f 5  8  

1tt ;!，f;  (24)  8  4  I  6  

作計言支

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高腿続五丁目 二八番地

屯話 大阪 (202) 0  3  2  5  - 9  'lf¥: 

本 社 東 京 都 千 代 間 区何事jl lJl J 丁 目8 帯 地

支 社 札 幌 ・仙台) L / J勾 ・名占) ; 1 ，稲岡

山11}所 ｩＱＡｬ川 ・ 白河 ・ 俄 ｩ ｊ ｾ .  Ｎ ， ｾ［ｾｴＮ ｩ＠ .  '，;1; 山

L一 一

電 気 工 事 設 計 施

キ富士電業株式会社

工

矢 橋 大 理 石 商 庖
式

社

株

会

所

大阪市東区高1m橋ニT 同} L 野村ピ ノレ 干1併

電 話 大 阪 @' 4 2 5 7 - 8 務

張出阪大

実

大阪市西 区北堀江上辺 1 丁目 6 5  

電話大阪 (541 )0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

中田取 締役 社 長

社本

l@  

圃 **it ｾｾｩ 週・置週・

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 … … 大 仏 瓦

ピ‘ h

耐風雨緩勾l ! i e 用 瓦… 一 大 和 瓦

美術建築内外装用タイル… … 大仏タイル

C ONT R A C T OR  

負5青事

日業所

PAI NTI NG 

工装塗

3555 

京都市東山区今熊野大仏池田町9の9 (56)3725 

大阪市北区空心町 1 丁目 2 8  (:お1) 0703

名古屋市瑞穂区堀田通 l 丁目 30 (88)2703 

東京都渋谷区上原 1丁目 29の 4 (161) 1641  

本 社

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

東 京 営 業 所

庖装塗林

株式

会社

エ 場
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鉄 骨 ・ 加 工

設 、計 ・ 施 工

新 銅 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役主l 長 吉 田 信 武

社 大阪市西区立売坊! 北通 1 - 76 

屯 ぷ ( 531) 0609・6575 ・7418

( 541)  8 16 6 ・8 34 9

夜 1/11早川rJ ( 531) 2  0  5  3  

大 阪 府 大 束 市 二三 箇 425

本

T E L 大阪 ⑫ 1756- 7 東京 ⑫ 1335

ｧ ＮＡｊＮｮ ψｾ＠

イｾ告すー工業様式盆桂
大阪営業 所 大 阪 市北区牛丸岡T 5  5  東洋ビル

電話 ( 312) 7  4  8  1 ・4 5  7  1  

東京都品川 区五反 問1- 129三ッ 星ピル

電 話 (  44 1  )  2  2  9  1  - 5  

名古屋 市昭和 区 忠方町 2 - 8  ;11結 ( 84)  

福 岡 市 春 吉 3 丁目 春野 ピ ル 電 話 ( 76 )  1880  

塵 芥 炉

社

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

本



許ヰ寺

. 樹 脂 防 水 ゴ ー レ ヂ ン

・ 樹 脂防 水 コ ー レ y クス

・ 化 粧壁 材 ソ リ ジ y トス タイン 吹 付

. 樹 目旨砂 壁 エ パ ー サ ン ド吹 付 松

奈 良 市 南 城 戸 商 1'j II rf  2  8  

(jfr F l 移転先 )

奈 良 市 堂 大 路二 番目r (博物館前 ) ' ，r; : 話奈良4098

出張所奈良市春日間T 尾 ，団 組 内 I E話 6011 ・6012

本 書11 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 田T 2  6  3  9  

所j戚

屯 ￢ ｩｾￎ 奈良 Ｔ 0 9 8  

防予手生蟻白式平

泡 (791) 代7814- 6  

屯広μ (51 ) 4967 

氾東京 (491) 9698 

本 社

営業所 ・大阪市東住吉区駒川 町 3 - 54  

代理屈 広 品 市比 i白山本町 1 1  8  0  

東京都品川区東大崎 3 の239

• 

扇 7/C 浸 入 剣 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ナニワ緩匂 ｾＲ 買

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

炭

必

包

元

町

一

丁

目

七

回

電

話

削

き

歪

持苦絞五'c:J，6苦

i'/手t- 字ー・?ンれし

⑬ 

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町 一 ノ ー 0

電 話 大 阪 ⑮ 4 0 3 2  

耐酸 ｬ ソポ各種 ｦ 軍ｾ A0=二み

天窓瓦福林産地直売 t1 t! ) 域福= 勾

建築殉書面 ＷＶ ｔｦ ｾ
25吉田芳盤面庖

大rJJ 官民41tr $ ー;rQ)

. . . ト. . の新建材

l 空所主駐車11きさ

プリ ン ト合板 巴 官 オ シ

プリント合板Ｂ叉ＧムヲＮ，ｾ

ビニール合領 ピ ニ ラ イ ト

ポ リエステル化 粧板 ポツｾ，ＮＮ，

立体 加 工 合 板 0 . 0ヲンマー

ア ジ ロ 合 板

吹11-- "1.，イシ

新 建 材 一 式

工 芸合綴

合 成 接着 剤l

そ の 他
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• 

アルミニウム

ス テ ン レ ス カーテンウオール

ブ ロ ン ズ

東京カーテンオール工業株式会社

( 旧社名東京鋼板工 業株 式会社

本 社 及 工 場 束 京 都 荒 川 区 尾 久 田J 5 ノ 1 0  0  0  

電 話 ( 891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 山 田 町 1 8 梼 I也 島 被 ピ ル

-;II 稲 (361) 9  r  5  4  - .7  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 東 区 久 屋 町 5 の 9 (1主i商ピノレ) 2578- 9  

福 岡 出 狼 所 福 岡 市 橋 口 町 15番 地 の 1 (サンビノレ3階 ) ⑬ 8 8 2  5  

II. G. C. 武

米 国 パ ブ コ ・コン パ ウン ドア ス フ 7 ルト 1

} 販売

米国パ イヤライト ・コンパ ウン ドアスフアルト j

内外Z 業株式会結

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ 五一 電 話 (641 ) 3434- 6  

工場 大阪市阿倍野区旭町二ノ六六

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水工 事 懇

還 す ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事選

選耐酸モノレタノレ工事 場 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業 PR

大 阪 市 北 区 浮 田 町82番地 電話 大 阪 (371 }1333番

ブ ル ー フ テ ッ ク ス

ブ ル ー フ コ ー ト の 併 用 を

何れ も合成ゴム、 合成樹脂系の エマル ジョンで簡

単に施工が出来完全防水の目的が果せます 。

詳細説明書送呈
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l  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

• ム

宮商ア

4 1 5 1 - 6  

也 話 @

タ鈴

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 ft J苦 (371)

北陸常業所 令 沢 rl i 伝 聞 Hlf 1  .1  9  

ネ土

d 傘、

、寺戸7

社

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 襲 催 涙

大阪r ! i 浪速区 I{二Ul f 1丁目 742 (641)  5313 ・ 8128

販 売 工 事

各種似温保冷材料 冷 暖 房 r 事

各 種 冷 暖 房 機 措 防熱防音 1:事

冷凍 機 ・イi綿製 品 各種配管 1""事

作 極 樹 )]5加 j; AA 設 計 施 L

本 冷 熱 工 産 株 式

i以締役 社 長 石 川 良 典

本 社 及 大 阪 営 鍵 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 16 ( 石川ピル)

i'U: ，1市 大 阪 '( 443)  3  6  6  l  - 5  

九州支社及長崎営鍵所 長崎市茂坐町 13番地 ・'Ii: .lI'; ( 4) 0092 ・0308

営 業 所 及 出 張 所 広向 ・禍附・小 倉 ・大分 " u¥'"r. :， " 舞鶴 ・東京

A

Q

一

A

日

2  2  8  7  

邑一

畑山内

随
一

守

A
一

同

輔

H
一

バ。
一

リ

申
一

γ

固
い
し

③ 

.<:0‘  

: z< 式株

点ｩＱ ｾ キャリア ｉ ｾ業株式 会 社

東 洋 ゴム L 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パ y キング製造所

大 洋 版 業 株 式 会 社

特約販売 ・工事后

室 内 装 飾 紙 蔵、舗 床 材 一 般

東リ拘ーぺ吋ト発

井 株 式 会

大阪市東区南久宝寺 町四丁目 ( 心斎橋筋〉

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) ｾＶ ・ Ｙ 9  9  6  

日際 、壁紙窓掛、椴帳 、

フE

社

':::i::' 

ヲ己
東洋リノリユームの

亀

• 
震 111イ色空手Q )

色メン阿君)1に

責 任 施 工製 造 発 売 元 ・

ZE 黒 川 化 学 工 業 所

事応工場 神戸市車種区住吉町匡高 林 T E L 闘幻幻

• • • 
特 許 ニ ッ ポ ン |坊 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン j急 給 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 料

ビ ル コ ー ト

• • • 

標準包〆ント防水剤
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網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス ( た こ はZ) 長サ9問 問 的

タ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

(硝子繊維強化ポリエステル板 ) 各種波、寸法 (長尺物有)

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支底 大阪市北区玉江田T 2 ノ 4 (三菱倉庫 ピル) 電話 ⑪1389 ・3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県相段! 京市小山宇久保 2 2 4 定⑫3101- 4  

岩 元 式

スカイライト並号明シチレーダー1
サ ッシュ、ドア一、シ ャッ ター

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

4

ム

4

A

・
・会

灯

式

釧

寸

朱

一
一

川

4

4

広

1

U

堵

択

一

州

制

呈

E

阪

話

進

国

-

大

屯

げ

一

冗

社

7

4

4

 

ヵ

山

右

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

体育館・ ア ー ケ ー ド に 品 適

屋 上 強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ 言 車 頁 に お こ た え で き る

行 届 い た 設 計 施 工

内 外 式 連続 採 光 換 気装 置

コンチニアスベンチレーター

筒型各種ベンチレ ー ター

内 外 建 材 株 式 会 社

設 計 施 工 '

大阪市西区土佐堀船田T23 ( 大阪商工ピル ) T E  L (44 1)3983・4396

工場 大 阪 市 城東 区 天 王 国 IITT 1 の 14 1 T E L  ( 962 ) 1149 

媛冷房温湿度調整

言宣言十 施 工

各 種 送 排 風 機

設 計 製 作

関西媛房工業株式会誕
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ｉｾｄ［Ｍｱ ，ィ ｉｌ

!I:J ヲ%-]，

流し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電 話 ( 532) 1  2  3  4 代 表

F UT A B A Y A  D E C ORA T O RS .  L  T D.  

l l ! 築物船舶等 14 作 工 事

家具処具 ・ 市内民飾工 ￭ ｬ ｾ 設計施工

内外お飾織物 ・倣物知一式

⑧ 

( (;11業大毘 71ド)

二 葉屋装備工業 株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大| 坂市大淀医本I本 川 崎 町 2 の 6

( 天六 1 l ! 停商北 2 T )  

電 話 ・大阪 間11 3321- 3 ・3630

オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 娩 付 塗 装 に 依 る

o>>E 川 匂

、』 4 4〆

(B.T. K. S)  
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錆びない・三車京

ヌチ Ｍｊｾ サ ν シ・ドアー・シャッター
オペレーター・ドアーl 、ンガー

ヌテン・アルミサッシ・ドアー

i 室 主 三 高 製 作 所 I

本社工場尼ヶ崎市神崎五反問200 電 話 大 阪 {401) 6158 ・6159

9463 ・7939 (491)3200 

• 



‘・

• 

岩 佐 の サ ‘ リシ
• ｾｹ＠

ア ル ミ

ステシレス

スチール

力一テシウォ ＭＩｾ＠

スパシド レル

ス チ ー ル 工場

岩 佐

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 拾 五 電 話 代 表 (401 ) 6751

サ ッ b 株 式 会 社

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東二 丁 目 三 一 電話 代 表 (471 ) 5123 

措 佳 戸 ル ミ サ ッ L 株 式 会 社

「 甲種; 乙種防火ジヤクター製造施工
I  

l  ・ 品 種 キングゴールド Ｈ 特殊チタメート処理 Ｉ ・更紗ツキ樹脂劉附 ｦｾ

. スプリングシャッター ・重量スプリングシャッター ・手動式電動式・ンヤツター ・特許自動ンヤツター I  

建築業者登録番号 ( チ) 第 5 8 0ワ号 甲種・乙種防火戸

g艶

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 ・工 場 大 阪 市 西 淀川区 佃町4 丁 目3 3 番地 電 話 (代表 ) 4 7 1 - 8331

忠 岡 工 場 大 阪 府 泉 北 郡 忠 岡 田T 字 北 出 電話 泉大津 ( 2 ) 4 9 6 0  

太阪宮轟所 Ｈ ＹＲＸ Ｉ Ｔ ＵＷ Ｑ 東京 Ｈ ＷＷＱ ＩＭ ＱＱ ＷＱ ・名 古塩 Ｈ ＳＳ ト Ｖ Ｑ Ｗ Ｑ ・ 京市Ｈ お ト 日 Ｙ Ｑ 滋賀 Ｈｫ ， ｾＲ Ｉ 嗣 ＰＹ 神 戸 Ｈ ＲＲ ト Ｖ Ｕ Ｙ Ｑ 間 ｬ 咽 Ｈ 3 ト4103 Ｉ￧ Ｎｮ抽全 ｉｾ I 哩隅di
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設 計 ・ 責 任 施 工

発売元住 友 商 事 株 式 会 社 回開 柵

-

F

i

 

-
-
J

戸
・"

マ 凶 手 凶@偽

金 属 建 材

司動由仕t l I l l - t : ーパ本J I ，@ PAT
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ド ア 舵 ー 公 印用 M R 階

的if寸念主、 モ ノ ロ y ク

畦 鼠 ド ア チ エ y ク ア

ル ベ y ト

特 別 窓 金 具 毛 ノ ト コ

庁ミ γ ，ぐーー

そ州也高 組 tl 集 合 物- t : J J

斬 車 庫 金 物 ハ' " ゲ〒 ポ ー ト 知 念 A

師 リ 棚 付 金 I単 チ ャ ー ム

セ イ ヲ . ハ ユ ー ス ク リ

ー ン 、 ? イ ハ ン ガ ー

⑥骨
製 造 元 株 式 J 主 主 占 告 I j _ ａｾ＠ D  

会事土 "  .. 甥ＢｉＢＢＢ｜ｾ ｾ＠ I  r-

本 社 大 阪 lli 出 民 日 本 陥 商 3 r  11 Ｒ 酢 地 Ｇ ，ｾ ， ｾ A 阪 ( 632) 1151  ＨｦｾＩ＠

東 京 嘗 練 所 東京都 iL lk:("( ((1. 1  i 困I 2 rl l 1 l 4 酢I也屯，:!i 東京 ( 682) 3241 1代)

名 古車出 強所 れ占伝 Ih ｉｪ ｬＨ 耳目前田 Ｑ Ｔ Ｍ ＱＶ Ｑ 東 海唱 ＱＱ ｾＢＩ Ｇ ，ｾｾ＠ r，占111 ( 26):1 5  2  9  (ill) 

工 場 太 阪 I('f'-') 内 IIi k ' ，・水産 5 Ｕ 借地 Ｇ ，ｾ， ＺＡ［ 河内 (0729)( 61)6205(  ft) 

か 国 で 好 評 の ・ ・ -

___._ ..- 新 興 の 繊 維 壁

〈新発売〉

ノ

龍 鳳 ・ 桃 山 壁 - 昭 和 壁

.. 

- 清 流

・ 大 和 壁

・ 新 興 壁

・ ほ た る

・ 錦 上 壁

- 錦 上 壁 K

・ 日 本壁

・ 新 日 本 壁

・ 蛍 光 壁

・ い す ぜ か べ

- パ ビ ロ ン 壁

・ カ セ ロ ン ウ オ ー ル

・ チ エ リ ー ウ オ ー ル

・ ス - J ' ¥ー ウ オ ー ル

-防錆剤エパコン ・耐湿剤オートン ・化学糊スーパーシンケン糊

( 全国有名越材底にあり ます )

⑧ 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所
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内 装 資 材

専 門 居

建 本オ の

室 谷 商 事 株 式 会 社

神 戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ヒ、/ レ)

直 通 電 話 神 戸 (33) 0881- 3  

支 広 大阪市北区絹笠岡T50( 堂ビ‘ J レ5 階 502号室)

直 通 電 話 大 阪 (312) 2031- 4

倉 庫 神戸 市葺合区八幡通 1- 5  ( 電話⑫2923)

- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

拘d ト 踊Z耐帯

コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾枇

東京都中 央区銀座西 8 の 3 電話 ( 571) 2703 - 4・2370 ・4064 ・0264

名古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 田T 3  3  電話 ( 81) 3  6  6 0  
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新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

山一¥吉野后賓室語大阪支活
F 巴延弘ぷ臥 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新 大 ピ ル )

尽¥d鋪l 本 社芯ぷ!日区iJ 」fJl 93東 京 ピ 川

＾Ｍ，ｾｾｾヨ ρ 支 庖 領 問 問 所 札 帆 ・仙 台 ・名 古 屋 ・広 島

。ミτ 手F 関係会社 季語 喜E22: z hす 詩
( カタログ進呈)

-e  
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奥村重兵衛苛腐 に ご照会下さ L 、

大 阪 市 北 宍 木 幡 町 60 番 地

K.  K. 具 f 重 兵 衛 商 唐
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